
        
            
                
            
        

    















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　シスター爆ばく誕たん









「英えい赤せきマリィ！　お兄ちゃんの妹だよ、よろしくね！」

　転校生は、俺をガン見しながらそう言った。

　教室に激げき震しんが走った。

　若人わこうどたちが何気ない日常を謳おう歌かし、平へい穏おんの中に浸ひたり、和気藹あい々あいと過ごす教室は一転して恐きよう怖ふの修しゆ羅ら場ばと化した。

　誰だれも、何も話さない。言葉を失っている。

「………………ゑ？」

　その沈ちん黙もくを破ったのは、ほかでもない俺だった。

　恐おそる恐る教室を見み渡わたす。お兄ちゃん？　そんな言葉初めて聞いたぜ。ちょっと、呼ばれてますよお兄ちゃん。だが、いるはずもない。何な故ぜならこの教室に男子は俺だけだからだ。

　桜おう束そく魔ま法ほう学がく園えん一年一組。俺を除けば女子しかいないこのクラスで、級友らはしかと両目を見開き、教きよう壇だんに佇たたずむ転校生を見ていた。

　それからギギギと、錆さび付いた金属みたいな音を立て、全員一いつ斉せいに俺を振ふり向いた。

　廊ろう下か側最さい後こう尾びの席に座る俺は、全員の顔を一望できる。もうキレイに驚きよう愕がく一色だ。そりゃそうだ。しかし最も驚おどろいてるのは俺だ。

　俺の名前は英赤雄ゆう介すけ。かつて魔王を討とう伐ばつし世界を救った英えい雄ゆう。

　諸事情から幼少期の記き憶おくはなく、身分を証明するのは戦場における功績のみ。だが、その実績一つで世界のパワーバランスをひっくり返せる。らしい。

　そのため、各国は俺を自国に引き入れるべく、一年一組にハニートラップを送り込んだ。

　クラスメイトが俺以外全員女子なのは、各国首脳部から自国の女子を俺と同じクラスにするよう圧力がかかったからだ、と俺の後見人は推測している。

　なんて卑ひ劣れつな罠わななんだ。絶対に許せねえよ。いや冗じよう談だん抜ぬきで許せねえよこれ。

　……まあというわけで、この教室は地じ雷らい原げんまっただ中なワケで。

　俺の名字は英赤で。

　転校生の少女──桃もも色いろの髪かみを短いポニーテールにまとめた彼女は、英赤を名乗っていて。

　そして教室に入った瞬しゆん間かんから一秒たりとも視線を逸そらすことなく、俺をずっと見ていて。

「やっと会えたね、お兄ちゃん！」

　お兄ちゃん。

　そう呼ばれているのは俺だと理解した瞬間、思考回路が猛もうスピードで回転し始める。

　兄。同じ両親を持つ年上の男性である。つまり彼女は俺の妹ということになる。まったく知らん。誰？　妹？　俺に妹ができたのか。両親知らないのに妹ができたって何？

　最終的に俺の脳のう細さい胞ぼうは『よく分かんない、ダメです！（笑）』と結論を出した。

　俺は黙だまって廊下に面した自分の席から立ち上がると、しんと静まりかえった教室を横切り、窓まど際ぎわまで向かう。

　一同が俺と転校生を交こう互ごに見る中、俺は窓をがらりと開けた。

　極度の混乱は迅じん速そくな判断を損そこねる。よろしくない。なので。

　右手に聖せい剣けんを召しよう喚かんし。

「──【ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモ】ォォォォッ!!」

　俺は自分を落ち着かせるため、とりあえず空に向かって究極必殺技わざを放った。俺の必殺技の名前、長すぎ。

　聖剣からギュォォオオンと光の柱が伸のびていき、過程にあった入道雲を消し飛ばす。

　反動に校舎が軋きしみ、クラスメイトらが魔力収束ビームの輝かがやきから目をかばう。

　放出は十数秒、魔力を吐はき出し終えて、ふぃーと息を吐ついた。

　しばし残心を取って、俺は汗あせを拭ぬぐい、聖剣を光の粒りゆう子しに還かえす。

「──ヨシ！　で、なんの話だっけ？」

　平静を取り戻もどした穏おだやかな笑えみで振り向く。

　教室は、先ほどの沈黙とは違ちがうベクトルの静けさに包まれていた。

　というか──俺が必殺技を打ったところで、教壇に立ちぽかんと口を開けた少女の存在は変わらず。

「お、お兄ちゃんって必殺技を打つのが趣しゆ味みなの……？」

　やっぱりどうにもこうにも、本当に──妹が、できたらしかった。








第一章　迫せまり来るストレイシープ









　朝起きると、なんだかすごく嫌いやな予感がした。

　虫の知らせというべきか。全身がこれはやばいと告げている。

　何か良くないことが起きるという直感。今日一日はもう部屋に引っ込んでいた方がいいという第六感。こればっかりは、戦場でも外れたためしがない。

「……よし」

　判断は素す早ばやく、そして行動は間かん髪はつ容いれずに。戦場における鉄の掟おきてに従って、俺は枕まくら元もとに転がっているデバイスを拾い上げ、片耳に引っかけた。

　空気中の魔力が科学的な反応を起こし、編み込まれるようにして空間に半はん透とう明めいのウィンドウを立ち上げる。地球上の総人口を三十億まで減らした異世界との戦争、異界大戦。その過程で起きたブレイクスルーの恩おん恵けいである。

　俺は通話機能を立ち上げると、登録された連れん絡らく先の中から『自じ称しよう幼おさな馴な染じみ』という名前を選せん択たくした。通話ボタンを押せば、２コールほど待たされる。

『もしもし』

　魔導スピーカーから響ひびいたのは、凜り々りしく芯しんの通った少女の声だった。

「おはよう木この葉は。体調悪いんだわ、今日の授業休んでもいいかな」

『おはよう、雄ゆう介すけ。しばし待て』

　ぶつっと通話が切られる。あーこれそういうパターンね完全に理解した。

　俺は諦あきらめて、ベッドの上でうんとのびをする。それから両手を頭の後ろで組んで寝ね転ころんだ。我ながらふてぶてしい態度である。

　二秒後。

　ズドドドド！　と平穏な朝に似つかわしくない疾しつ走そう音が廊下に響き、というかすげえスピードで近づいてきて、ゴールである俺の部屋に飛び込みフィニッシュ。

「雄介！　大だい丈じよう夫ぶか！」

「急きゆう患かんじゃねーよ」

　部屋に躍おどり込んできたのは、意識が飛んでしまいそうになる美び貌ぼうと、こちらを撃うち抜くようなとび色の瞳ひとみを持った少女だった。

　艶つややかなロングの黒くろ髪かみを揺ゆらし、ついでに制服のブラウスに包まれた豊かな双そう丘きゆうも揺らしつつ、彼女──咲さきノの芽め木葉は、ベッドでくつろぐ俺に迫せまった。

「雄介が体調不良なんだぞ！　英雄・英えい赤せき雄介がだぞ！　魔物の毒に耐たい性せいを持ち、全治数ヶ月の重傷でも全力で戦せん闘とう続行できる雄介がだぞ！　心配せずにいられるか！」

「俺これ仮け病びようもできないのか……」

　仮病で授業をサボるのにちょっと憧あこがれていた俺は、夢が潰ついえたことを悟さとり顔をしかめた。

　木葉は俺のクラスメイトであり、派は遣けんされた補ほ佐さ役であり、クラスの副担任である。さらには幼馴染でもあるらしい。幼少期の記憶を失っている俺はその真しん偽ぎを判断できず、自称幼馴染と扱あつかっていた。ていうか肩かた書がきが多すぎてワケ分かんねーな。

　そんな自称幼馴染は今、偽装欠席を敢かん行こうしようとした俺を、不安そうに見つめている。

「仮病……君……不良になってしまったのか……？」

「不良になるのをお前に阻そ止しされたところだよ」

　苦々しい声を出しながら、俺は布ふ団とんをどけて起き上がる。

　それからベッドの側面をノックするように叩たたいた。

「あとお前も出てこい、レン」

「分かった」

　鳩はと時ど計けいよろしく、俺のベッド下から美少女がぬっと顔を出した。

「……今日は潜ひそんでた日か。これなんかの占うらないにできたりしねえかな」

「凶きよう一択たくだぞ」

　ベッド下の住民を生活サイクルに組み込みつつある俺を、木葉は半眼で見る。

　そうこうしている間にも件くだんの少女、恋レン海ハイ美メイは狭せまくて暗い場所から這はい出て、身体からだをほぐしながら立ち上がった。

　目の下にクマをたくわえた不健康そうな少女だった。暗めの茶ちや髪ぱつはやや乱雑に短く切りそろえられている。彼女は何故か、カーテンのように薄うすい布で身体をぐるぐるに巻いていた。もしかして寝ね袋ぶくろの代わりなのか？

　眠ねむそうに細められたそのグレーの瞳が、俺と木葉を見た。

　とりあえず片手を上げて爽さわやかに挨あい拶さつをしておく。何せ挨拶は超ちよう大事だからな。

「おはよ、レン。今回はいつからいたんだ？」

「おはよう雄介。自分は昨晩、雄介が夕食を摂とっている間に潜せん伏ぷくを開始した」

「俺がシャワー浴びてる時とかずっといたのお前!?」

　爽さわやかな挨拶に対してカウンターが重すぎるだろ。鳥とり肌はだ立ったわ。

「もう何を言っても無む駄だな気がしてきているが……あのな、レン。他人の部屋に勝手に潜もぐり込むのは、やっちゃいけないことなんだぞ」

　指を一本立てて、木葉はちょっとお姉さんみたいな感じで滔とう々とうと語る。

　木葉の隣となりで俺がうんうん頷うなずいているのを見て、レンは眉まゆ根ねを寄せた。

「気づけない雄介サイドに責任がある。恐おそらく英雄として全ぜん盛せい期の頃ころであれば、自分の隠おん密みつ行動程度、容易に看破できたはず」

「…………ッ！」

　それは否定できない事実だった。忌いむべき大戦が終結したのはいいことなのだが、最前線を離はなれた結果、俺の戦闘技術やら直感やらは結構錆び付いてきている。

「故ゆえに提案。自分が定期的に潜伏することで、其方そちらは感覚を調整できる。闇やみ討うちの可能性は、先日のレグナス襲しゆう撃げきを鑑かんがみるに決してあり得ない話ではない」

「な……なるほど……」

「雄介にもメリットがある。ならば自分の潜伏を許容すべきではないだろうか」

「確かに……一理ある……！」

「ないぞ」

　幼馴染のインターセプトは素早かった。

　呆あきれを通り越こして、木葉は俺をかわいそうなものを見る目で見ていた。

「とにかく、レンは部屋に戻って着き替がえたまえ。そろそろ食堂が混む時間だぞ」

「了りよう解かい。しかしその前に、少し雄介に確かく認にんしたいことがある」

「おん？」

　レンはそう言って、身に纏まとっていた薄い布をぱさりと床ゆかに落とした。

　露あらわになったのは局部を覆おおう布切れと、それらをかろうじてつなぐ紐ひもで構成された──なんというか、すげえバカな下着だった。

「先日通つう販はんサイトで見つけ、即そく購こう入にゆうした。こういうのは、どう？」

「!?　!?　??　……!!（いやいやそんなん突とつ然ぜん見せられても困るわ）」

　ダメだ！　冷静にコメントしようとしたが口から言葉が出てこねえ！

　絶句する俺に対して、レンはその瞳に扇せん情じよう的な色を浮うかべながらにじり寄る。

「おちつ、落ち着けレン。こっちに来なくていいから。来なくていいからァ！」

「な、何をじっくりねっとり見ているんだ！　見なくていい！」

　慌あわてふためく俺の両目を、木葉が慌てて両手で覆う。

　よし、これで何も見えない……

「あっ木葉これよくない！　視界が塞ふさがれたから逆に過か敏びんになってる！　レンの呼吸とか体温とかダイレクトに察知して本当によくない！」

「なんで目を塞いだだけで感覚を研とぎ澄すませてるんだ君は！」

「さすがは雄介。視覚効果以外でも自分の下着姿を楽しむなんて……」

[image: ]

　その褒ほめられ方は嬉うれしくねえなあ！

　仕方ないので、木葉に目を塞がれたまま、レンが身に纏っていた布を脚あしで蹴けり上げ、腕うでの一ひと振ふりでレンの全身に巻き付ける。

「……ッ!?　ゆ、雄介、今何をしたんだ……？」

「魔ま力りよくで補強と誘ゆう導どうを施ほどこした、急造の捕ほ縛ばく兵器だな。かなり雑だけど……」

　木葉が両手を外すと、身動きの取れなくなったレンは先ほどのぐるぐる巻き状態で床に横たわってむーむー！　と叫さけんでいるのが見えた。

「……あー、これどうしよう」

「ふむ……心配するな。私が処理しておこう。君は朝食に向かうといい」

「処理って何？　埋うめたりしないよな？」

　不安になる言葉を残して、木葉はレンを抱かかえて部屋から出て行った。

　……朝からすっげー疲つかれた。

　嘆たん息そくしながらも寝間着を脱ぬぎ捨てて、制服に着替える。

　おなかがぺこぺこだ。今日の朝定食はなんだろうか。学生寮りようの食堂は結構こだわったメニューを出してくれてるっぽいから、馬ば鹿か舌としては申し訳ないんだよな。

　そんな無体なことを考えながらも、俺はドアを開けて外へ出る。

「おっはよーございます！」

「おう、おはよう」

　廊ろう下かに出た途と端たん、明るい少女の声が真横から響く。

　ドアのすぐ傍そばで俺を待ち構えていたのは、紅あか髪がみを背中に下ろした少女だった。

　エリーナ・アートフィールド。アメリカからやってきた、元気なクラスメイトだ。俺と特に仲良くしてくれていて、彼女の明るさにはよく助けられている。

「実は今日、ちょっとオシャレしてみたんですけど……分かります～？」

　その場でくるりとターンして、彼女は俺に期待のまなざしを向けてきた。

　頷うなずき、俺は満面の笑えみを浮かべ答える。

「分かるぜ。ちょっと骨格が正されてる。昨日、学園の整骨院に行ったんじゃないか？」

「はい行ってきました！　思ってたよりすっごく良かったんですよね～！　いやそうじゃねーんですよ馬鹿！　誰だれが骨格透とう視ししろって言ったんですか！」

　エリーナは右腕を振ふりかぶって、俺の頰ほおめがけて拳こぶしを打ち込んでくる。

　そんな見え見えのパンチ当たるわけがない、余よ裕ゆうをもって首を傾かしげ回かい避ひ。

「当たってくださいよ！」

「当たるわけねーだろ」

　憤ふん慨がいした様子で、赤髪を揺らし彼女は俺の胸むなぐらを摑つかみあげた。というか距きよ離りを詰つめられてめっちゃ大きいおっぱいが微び妙みように当たってる！

　見ての通り距きよ離り感が近いというか、すごくボディタッチが多い子だ。同世代の女子とこうしてじゃれつく経験などなかった俺からすれば、ものすっごく心臓に悪い。

　顔も超至近距離にあって、まつげの一本一本すら見て取ることができる。きめ細かな肌はだや、ふっくらして柔やわらかそうな目め尻じりも、観察することなく見ただけで強く印象づけられる。

　……ッ!?　まさかこれは、あのパンチはフェイントだったのか！

　見え見えの暴力を囮おとりに配置して、本命の身体接せつ触しよくを通す。

　間ま違ちがいない……計算してやがったな、この女！

　俺が戦せん慄りつに震ふるえていた、その時。

「ちょっと！　聞いてるんですか～!?」

　ぷんぷんと擬ぎ音おんが聞こえてきそうな具合で、彼女はよりぐいと踏ふみ込んできて。

「……ッ！」

　咄とつ嗟さの反応で俺は彼女の左肩を摑み、右肩を押した。重心移動に伴ともなう身体各部の可動域を一時的に掌しよう握あくし、進行方向を反転させる。

　超高速で行われたそれは、エリーナからすれば『前に踏み出そうとしたのに後ろを向いて進んでいた』という意味の分からない状じよう況きようだったろう。

「え？　…………あれぇ!?」

　密着状態を強制解除され、エリーナは慌ててこちらを振り向いた。

「何です!?　今何が起きたんですか!?」

「あ、ああいや、合気の応用で、いい感じにこう、ぎゅーんと」

「ぎゅーんてされたんですか私!?」

　異状はないかあたふたと自分の身体を見るエリーナ。

　と、とにかくあの状況から逃にげられてよかった。心臓にも悪いし、何より、俺が警けい戒かいしなければならない状況そのものでもあった。

「怪け我がはしないよう気を遣ったから大だい丈じよう夫ぶだぞ。とにかく食堂に行こうぜ」

「あ、はいー」

　呼びかければ、彼女は自分の状態確認を切り上げて、俺の隣に並ぶ。

　廊下をしばらく歩いてから、階段を下りて一階へ。エントランスを通過し、建物としては端はしに設けられた食堂を目指す。

「そういえば、食堂でレディースランチの男子注文が解禁されたらしいですよ」

「へぇ、評判なのか？」

　めっちゃおいしいんですよ、と元気よくエリーナは頷いた。興味が出てきたな。

「今までは雄介さん、誰か女子に頼たのんでもらうしかありませんでしたけど、これからは自分で頼めますよー」

「ほーん……今度食べてみてもいいかもな。だけどさ」

　俺は言葉を切って、半眼でエリーナを見た。

「うちのクラスって男子俺だけだから、誰とも喜びを分かち合えないよな、俺」

「……………………」

　エリーナは露ろ骨こつに俺から視線を逸そらし、口笛を吹ふき始めた。

　そのニュース、関係あるのクラスで俺だけじゃん！　だって男子が俺だけだもん。共学なのに一年一組だけ男女比狂くるってるもん。

　どうやら各国首脳が『英赤雄介と同じクラスにうちの国の女子を入れろ』って圧力かけた結果らしいが、こんな迷めい惑わくな釣つり合い現象は起きないでほしかった。

　うなだれながらも前に進んでいると、喧けん噪そうに包まれた食堂が見えてきた。

　二人で注文口の列に並び、トレーを手に持つ。学生食堂というだけあって回転率は高い。次から次へと生徒がトレーを受け取っては席に繰くり出していく。

「あ、キャストルテさんが席取ってくれてるみたいですよ」

「おっ、さすがアンブローズ嬢じようだな」

　どうやらエリーナのデバイスにメッセージが届いたようだ。

　俺とエリーナは注文の順番が回ってくると、それぞれ朝食を頼んでトレーの上で受け取った。俺は焼き鮭定食、エリーナはスクランブルエッグセットだ。

「どうして定食とセットってわけてるんでしょうね」

「分かんね……雰ふん囲い気きとかじゃね……」

　焼き鮭セットって言われて生きてる鮭と包丁とコンロを渡わたされたら嫌いやだしな。

「えーっと、なんかこのへんに」

「こちらですわよ！」

　食堂の真ん中付近で周囲を見渡していると、鋭するどい声が聞こえた。喧噪の中でもしっかりと届く、気品高い声。

　振り向けば、窓まど際ぎわの六人用テーブルに木葉とレンが並んで座っている。どうやら木葉がかなりきつい説教をしたらしく、レンの表情はしなしなになっていた。

　そして同じテーブルに、毛先が縦に巻かれた、小麦畑のように眩まばゆい金きん髪ぱつの少女がいた。

　座高の段階で背せ丈たけが低いのが分かる。飛び級と言われたら信じてしまいそうな幼い顔立ち。しかしれっきとした同級生であり、クラスメイトにして、イギリスの名家の次期当主。

　彼女の名はキャストルテ・アンブローズ。

「何をぼけっとしているのですかこのブタ！　飼い主に呼ばれたのだからさっさと来なさいな！」

　ドＳ金髪幼女である。

「へいへーい……」

　もはや言い返すのもアホらしくて、俺は嘆息混じりにテーブルに歩み寄る。

「あの、雄介さん。今の対応だとブタ扱あつかいを受け入れてるようにとれるんですけど」

「んなわけねーだろ。だるいから仕方なくだよ」

　テーブルにトレーを置いて、席に座る。木葉とレンはもう朝食を半分ほど食べ終えていた。俺も彼女たちにならって箸はしを手に取り、食事にありつき始めた。

　だが一人様子がおかしい。ちょうど俺の対面に座っているアンブローズ嬢は、食事には一いつ切さい手を付けず、腕を組み尊大に俺を見くだしていた。いやまあ座高は俺の方が高いので見くだしてはいないのだが、顔を上に反らし、こちらを見くだしている。首が痛そうだ。

「……何やってんだ？」

「見て分かりませんか？」

　分からねえ。

　視線でそう伝えるも、アンブローズ嬢は姿勢を変えることなく無理矢理俺をみくだしている。ていうかちょっと眉まゆがぴくぴくしてる。やっぱ痛いんじゃねえか。

「察しの悪いブタですわね！　わたくしに！　食べさせろ！　と言っているのです！」

　分からねえわこれは。

　俺は箸を止めて、訝いぶかしげにアンブローズ嬢を見やる。

「……一応聞いとくけど、どこに食べさせろ要素があったんだ？」

「わたくしの前に座ったでしょう。そこはわたくしに食事を食べさせることのできる、名めい誉よあるアンブローズゾーンですわ」

「アンブローズゾーン!?」

　初めて聞いたぞそんな胡う乱ろんな場！

　アンブローズ嬢は何な故ぜか自信満々に、自分の論理を疑わない様子で俺の手を待っている。

　……しょうがねえ。アレを使うか。

「ぬんッ……！」

　大気中の魔力に意思を通わせる。俺のクソザコ魔力適性では大した量の魔力は扱えないが、それでも物体に干かん渉しようするぐらいはできるのだ。俺はアンブローズ嬢のトレーに載のっていたサンドウィッチを、ばらばらにならないよう圧をかけながら持ち上げる。

「ちょっと？　何をしているのですか」

　さすがに黙だまって見過ごしてくれるはずもなく、アンブローズ嬢も魔ま力りよく操作に干渉してくる。大戦前は念力とかサイコキネシスとか呼ばれていたこの現象は、魔力操作にある程度習熟した人間ならば誰でもできるものだ。

「残念ながら──魔力適性Ｅ、扱える魔力総量に限りのある貴方あなたでは、高度適性を持つわたくしには勝てませんわ！」

　俺とアンブローズ嬢の思念がぶつかり合い、サンドウィッチが大きく揺ゆれる。中に挟はさまれたレタスがひしゃげ、ハムが薄うす紙がみのように千切れていく。

　木葉たちが朝から何やってんのこいつらみたいな目で見てくるが、関係ねえ。負けられない戦いが、ここにはある……！

「エネルギーの量とはすなわちパワーです！　この勝負、いただきましたわ！」

「青二才が……！　強さってのは人によって違うんだよ、この若造！」

「同い年でしてよ!?」

　確かに出力勝負なら俺に勝ち目はない。だが強さってのは単一のものじゃない。

　俺はアンブローズ嬢からぶつけられる波動をすかし、いなし、くぐり抜ぬけるようにしてサンドウィッチを推おし進めていった。厚めの白いパンは荒あら波なみを乗りこなすサーファーがごとく、激しく捻ねじれる力場を前進する。

「な──この魔力操作精度は……!?」

「これが、俺の強さだ！」

　魔力適性が戦力の決定的な差じゃない。サンドウィッチは莫ばく大だいな波動をすり抜けるようにして──アンブローズ嬢の唇くちびるに触ふれて、半ばこじ開けるようにして口内へと突とつ撃げきした。

「んもごっ!?」

「勝ったァァッ！」

　思わずガッツポーズ。朝一番のサイコキネシス合戦、晴れて俺の勝ちだ。

「……今の魔力操作、どうなってた？」

「正直、さっぱり分からなかった……キャストルテの力場を完全に読み切って、その力に逆らうことなく受け流していた。うむ、言葉にすれば簡単だが、やれと言われてできる気はしないな。合気の感覚を応用しているのか……？」

　木葉とレンが俺をやばい人を見る目で見ているが、勝利は揺るがない。

　これでやっと焼き鮭定食にありつける。ていうかなんで美少女のあーん要求に全力で抵てい抗こうしなきゃいけねえんだよ。この状況おかしいだろ。

「というか雄介、今の余波でネクタイが曲がっているぞ」

「えっマジ？」

　アンブローズ嬢どんだけ力入れてたんだ。ゴリラかよ。

　箸を置いてネクタイを確かく認にんしようとした瞬しゆん間かん、横からすっと白い手が伸のびてきた。

「動くな、すぐ終わる」

　白魚のような指が滑なめらかに動き、俺の首元をなでた。突然の感覚に思わず腰こしが浮うく。

　他の面々はマジかよという目で俺たちを見ていた。俺もそう思う。なんだこれ。何をやられているんだ俺は。

　ネクタイの調整のため木葉がずいと身を寄せてきた。黒くろ髪かみが揺れて距きよ離り感が揺さぶられる。隣となりで食事をしていた少女との適切な間合いが分からなくなる。ワイシャツの襟えり元もとが一度緩ゆるめられ、きゅっと締しまる感覚。

　本当にネクタイの調整だけで済んでるのか？　何秒経たった？　体感でもう五分ぐらい経ってるんだけど？　ていうか肩かた接してるしなんかいい香かおりがするしもう何も分からん！

「……よし。終わったぞ」

　木葉はどこかやり遂とげた顔で、俺からすっと離はなれた。

「よしじゃないんですよ、よしじゃ。朝から何を見せられたんですか私たち」

「あーあー自分から株を下げにいくことに余念がないですわね本当に」

「納なつ得とくがいかない。その役割は自分のはず」

　三人が恨うらめしげに木葉を見たが、張本人はどこ吹く風で俺のネクタイを軽く叩たたいた。

　こうやって素知らぬ顔で一番ハニトラっぽいことをしてくるのは木葉の特とく徴ちようというか、出会ってから休みなく繰り出される疾しつ風ぷう怒ど濤とうの迫せまり来るハニートラップって感じだ。

　まあ、とにかく、激しく動どう揺ようしたものの数秒で気持ちを切り替かえる。危機をくぐり抜け、事なきを得て、やっと安あん堵どの息を吐つけた。

　危機。取り巻く美少女たちから、下着を見せられ、密着され、あーんを要求され、ネクタイを直される、という危機。

　そう、危機。




　──美少女に迫られるという危機！




　ハーレム生活？　イチャイチャライフ？　美少女に迫られウハウハのラブコメ？

　どれもこれもふざけるな！

　そんな甘い現実は在りはしない。そんな理想的な青春は存在しない。

　俺を取り囲む同世代の異性相手に、何をときめけというのか。

　肩かた書がきだけが先行する。世界を救った英えい雄ゆう──欲ほしがるだろう。その存在が他国の支配下にあれば、不安にもなるだろう。戦争が起きれば負ける。戦争が起きなくても、交こう渉しよう時にカードとしてちらつかせるだけで圧あつ倒とう的なアドバンテージになる。

　だったら引き込む以外にない。少なくとも指をくわえて見ているだけではいられない。

「そういえばお聞きになりましたか？　今日、わたくしたちのクラスに転校生がやってくるそうですわよ」

　アンブローズ嬢じようがそう切り出すと、他のメンバーは頷うなずいた。

「ああ、聞いているぞ。女子だということしか知らないが」

「不思議な時期の転校。しかし、歓かん迎げいしたい」

　木葉とレンの反応を受けて、エリーナはむーとうなりながら俺を見た。

「だけど、女子ってことは～……案外、雄介さんを誘ゆう惑わくしたりしそうですよねー」

　は？

「心配。警けい戒かいに切り替える」

「あら、確かにあり得ない話ではなくってよ」

「何か不自然なことがあったら相談するんだぞ、雄介」

　──は??

　四人はさも味方ですみたいなツラで、俺がハニトラに誘惑される心配をしてきた。

　俺はキレた。完全に怒いかり狂くるった。

　同じテーブルに座っている少女たちを見み渡わたした。

　アメリカから来たエリーナ・アートフィールド。やたら距離感の近い美少女。

　イギリスから来たキャストルテ・アンブローズ。俺をブタにしようとする美少女。

　中国から来た恋海美。ストーキングしてくる美少女。

　そして、日本から派は遣けんされた咲ノ芽木葉。俺の幼おさな馴な染じみと補ほ佐さ役を名乗る美少女。

　どいつもこいつも怪あやしい。うさんくさい。出会ってまもなくから好意的に接してくるはずがない！

　誘惑されないか心配って、テメーらこそ犯行に及およびまくってんじゃねえかッ!!

　お前ら──絶対ハニートラップだろ！




　　　　◇




　都内某ぼう所しよ。

　小さいマンションならばまるごと収まりきってしまいそうな、縦にも横にも広大な空間。

　中心に据すえられた円えん卓たくの一席に、時の日本内閣総理大臣はしかめっ面つらで座っていた。

「Ｘデーは近い、か」

　椅い子すに深くもたれかかり、彼は深く、深く息を吐はいた。

「伸のるか反そるか……下手すれば、あらゆる決着がつくかもしれませんね」

　言葉は重苦しく、場の空気すらもそれに影えい響きようされたようによどんでいた。

「総理」

「ああ、アーデンクルスさん」

　彼の背後には、秘書のように金きん髪ぱつの美人が佇たたずんでいた。彼女の名前はマキナ・アーデンクルス。かつて人類最強の英雄が所属する部隊の指揮を執とり、人類を勝利に導いた史上最高の戦術指揮官であり、戦後は雄介の後見人として生活を共にしていた女性である。

「頼たのまれていた書類をこちらに。それと、何やら思い詰つめていたようですので……」

「……少し、来たるべき日に備えてね」

「来たるべき日、ですか」

「我々が抱かかえる様々な問題に、決着がつくかもしれない日です。Ｘデーと呼んでいます」

「Ｘデー……」

　マキナは眉をひそめた。彼女は雄介をハニトラから守るという目的のため、総理と手を組んでいた。その過程で総理の右みぎ腕うでのような存在となり、今は世界の裏側で暗あん躍やくする彼の補佐を行っている。

　張り巡めぐらされた陰いん謀ぼうの糸は数知れず、マキナが把は握あくしているものは微び々びたる割合だ。

（Ｘデー。何か世界情勢に関かかわるような出来事が差し迫っている？　でも私が把握している限りはない……この男、またよからぬことを企たくらんでいるようね）

　彼の策さく謀ぼう家かとしての一面を知るマキナは、警けい戒かい心しんと同時に戦せん慄りつを抱いだいた。

　ちらと、総理の視線の先に、目を向ける。

　その円卓のモニターに表示されるは、桜おう束そく魔ま法ほう学がく園えん学生食堂の風景。まさに雄介たちがテーブルを囲み、互たがいを牽けん制せいし、機運を見定めんとしている戦場だ。

　総理が見ているのは雄介と、自分が護衛役として送り込んだ少女、本来は雄介の唯ゆい一いつの味方であるはずの木葉だ。

（……誰だれがどう見てもそれはハニートラップなのよね、木葉ちゃん。君の素すの行い、他ほかの子たちをごぼう抜きにするぐらいハニトラなのよね……）

　その実力から〈天雷姫ケラウノス〉なる二つ名を冠かんする、要人警護のスペシャリスト。それが木葉の真の姿である。本来は他国からのハニートラップを妨ぼう害がいする、雄介にとって最大の理解者のはずなのである。どう考えても勝ちのポジションに送り込んだはずなのである。

　マキナは計画と現実のままならない乖かい離りに、思わず嘆たん息そくした。

『どうやら時間には間に合ったようだな』

　その時、不意に声が響ひびいた。

　総理だけが座る円卓。だがよく見れば、人ひと影かげが一つではないのが見て取れるだろう。

　大気中の魔ま力りよくを編み込み、ここにはいない誰かの姿を投とう影えいするホログラム機能。

　それを用いて、一席に時のアメリカ大統領が腰を下ろした。

　蓄たくわえたあごひげを撫なでながら、彼は総理のいない方向へ視線を逸そらす。

『ちょうど学園では授業が始まる頃ころ合あいですな。我々も始めるとしましょう』

　別の席に姿を現したのは、優ゆう雅がにティーカップを傾かたむける、現職のイギリス首相であった。

　彼はカップをソーサーに置いてから、自らの隣に顔を向けた。

『……学生は未来のため勉学に励はげむ。ならば我々も、未来に向けた良き話し合いをするとしようか』

　円卓に肘ひじを置き、顔の前で手を組んだ強こわ面もての男。

　中国国家主席が、その鋭するどい眼光をもって、総理大臣をねめつけていた。

　アメリカ、イギリス、中国。

　奇くしくも──雄介の周囲に存在する少女たちの母国のトップ。

　エリーナ、キャストルテ、レン。彼女たちは雄介の危き惧ぐ通り、それぞれが異名を冠するほどの凄すご腕うでのハニートラップである。史上最悪の大戦争である異界大戦を終わらせた英雄、英赤雄介を自国へ引き込むための餌えさとして、彼女たちは派遣された。

　本来はそれらに対するカウンターとして木葉は機能するはず、だったのだが。

（なんで木葉ちゃんが最高のハニトラムーブをやらかしてしまうわけ……!?　そんな子に育てた覚えはありませんよ！）

　木葉もマキナに育てられた覚えはなかった。

　苛いら立だちと焦しよう燥そうから思考回路がバグり、木葉の母親面を始めるマキナ。そんな内心に気づくはずもなく、各国首脳らは気を取り直すように口を開いた。

『Ｘデーは近い。今回はそのためにこの場があるのだろう？』

『現在全世界が抱える諸問題に関して……決着の日は近い、ということですな』

『間ま違ちがいなく、大きな変化となる。我々はその問題に取り組み、成果を上げねばならない』

　三人の男たちが重苦しく告げた。総理もまた無言で頷く。

　大国のトップにまで上り詰めたその風格と威い厳げんは、常人にとっては攻こう撃げき性と大差ない。それぞれが圧倒されるような空気を滾たぎらせている。

「……ッ！」

　マキナは自分の背筋がひどく冷えるのを感じた。始まると直感した──大国のトップ同士故ゆえに必然として起きる、地球を巻き込んだゼロサムゲームが。

「では、始めましょうか」

　モニターが切り替わる。学生食堂から、それはどこかの地図に変わった。

　一面を森林に埋うめ尽つくされる中、ぽつんと立つ大きな建造物。

　よく見れば、それはホテルのように真四角いビルだけでなく、楕だ円えん形の運動場も備えた複合施し設せつだと分かる。

（これは──何かの研究施設？　それとも廃はい墟きよ？　一体、何が……）

「近日開始される──自然体験学習の宿しゆく泊はく施設です」

　総理が告げると、他の三名も頷いた。毎年桜束魔法学園が使っている施設だ。

　その名を聞き、マキナはぽかんとした。

　桜束魔法学園の新入生が五月中ちゆう旬じゆんに行う、大自然の中を散策し、野外での活動を経験する二泊三日の合宿──自然体験学習。

　級友らと肩かたを並べて自然を歩き、寝しん食しよくを共にする。学校生活からは解き放たれたある種の非日常のイベント。

（ハニトラを仕し掛かけるならば──これ以上ない、好機……ッ！）

　総理の感想は、場にいる全員共通のものだった。

　どう考えてもこのシチュエーションで動かない人間は指揮官として馬ば鹿かだ。持てる限りの最大火力を叩たたき込み、勝負を決するにふさわしい舞ぶ台たいである。

（仕掛ける側にとっての好機。つまり我々にとっては絶対に譲ゆずれない防衛ラインであるということ！）

　護衛として送り込んだ木葉の、本領発揮である。

　彼の学園生活を補佐するだけでなく、ハニトラへのカウンターとして彼を護衛する。

　……ここまでの働きを見ると著いちじるしく不安になるが、本来はそういう役目なのである。

　気き炎えんを吐く総理に呼応するかのように、他の三名も口元をゆがめる。

『エリーナは自然体験学習において多大な力を振ふるうだろう。自然の中でこそ彼女の健康的な魅み力りよくは輝かがやきを放つ……！』

『時と場合によって変動する魅力など無価値！　キャス様の圧倒的なサディズムはあらゆる局面において突とつ破ぱ口こうを開くリーサルウェポンに他ほかならんのです！』

『残念だがレン以外が舞台に上がることはないだろう。自然とは全すべての母──すなわちレンとは自然だ。英えい雄ゆうとはいえ自然そのものには屈くつするしかあるまいよ！』

　それぞれが力強く、自らの戦力を誇こ示じする中。

　マキナは何度か息を吸って、いったん天てん井じようを見上げて、それから円卓を見た。見えるものも聞こえるものも、何も変わらなかった。

（──この人たち自然体験学習のことＸデーって言ってたの!?）

　その絶ぜつ叫きようは、すんでのところでこらえられた。







「自然体験学習が迫せまっている」

　教室に入って開口一番、担任教師であるヴェティ・クルーニー先生は俺たちを見渡して告げた。隙すきのないダークスーツがバシッとキマったかっこいい女性だ。

　クラスの女子ら（＝俺以外の全員）はその言葉を聞いて、一様に浮うき足立った。

　……自然体験学習……自然を、体験する……？　どういうことだ……？

「来週の頭から二泊三日で、毎年使わせてもらっている体験学習施設に泊とまり込む。持ち物のリストはクラスのクラウドに上げているので、各自確かく認にんしておくように」

　クルーニー先生の言葉を受け、デバイスを起動させてクラスのデータボックスにアクセスする。『自然体験学習のしおり』なる冊子を発見した。投影すれば、表紙には宿泊先であろう建築物が写っている。学習施設というより、普ふ通つうにホテルだ。えーと、六階建てか？

　投影されたウィンドウに指を滑すべらせ、ページをめくる。持っていくものリストのページには、日数分の着き替がえや常備薬などが並んでいた。

「楽しみですね～！　雄介さん！」

　隣となりの席のエリーナは、机ごと俺にすすーっと近寄ってきた。

　しおりの内容を自分なりにかみ砕くだき、俺は恐おそる恐る自分の認にん識しきを口にする。

「要するにこれ、遠えん征せいってことで合ってるか？」

「旅行です」

　俺のまとめに、エリーナは即そく座ざに半眼で異議を申し立てた。

「……集団で遠出するんだろ？　遠征じゃん」

「いいから旅行って呼んでください！　ウキウキ気分を壊こわさないでくださいよ！」

　ずいと顔を寄せて、彼女は俺の開いていたしおりを一気に最後の方までめくった。

「ほら！　キャンプファイヤーですよキャンプファイヤー！　遠征ではしないでしょ！」

「……キャンプファイヤーって何？」

「火を焚たいてみんなで囲むんですよー」

「やっぱり遠征じゃねーか！」

　キャンプで焚き火して暖を取る行こう為いそのものだろ、それ！

「違いますー。みんなでおっきい火を囲んで、歌ったり踊おどったりするんですよー」

「…………カルトの儀ぎ式しきか？」

　明らかによくないものを降臨させようとしてるよな。

「ち、ちがっ……私たちそんなつもりじゃ……あれ!?　あんまり否定できない！」

　上級の魔物でも呼び出そうとしているのかこの学園は、と俺が訝いぶかしんでいる間にも、エリーナはなんとかうまいこと説明しようとうなっている。

「いや単純に火を熾おこすだけなので、魔力を使って召しよう喚かん術の再現を試みてるわけでもないですし……大体魔力なしで何か呼べたらファンタジーすぎませんか……？」

「魔物はそういうことしてきてんの！　いやあいつらも魔力を使ってるけど、過程が科学的に分ぶん析せきできないの！」

　俺たち人類は魔力に対して、あくまで科学的なアプローチを行っている。反応現象の条件を暴あばき、公式を組み上げ、旧科学の現象を魔力を用いて再現することに主眼を置く。人類の魔法は成功や失敗の振れ幅はばはあれど、理解不能というのはなかなかない。そういうのは、稀少魔法という特とく殊しゆな枠わくにカテゴライズされる。

　一方の魔物は公式もへったくれもない。魔ま方ほう陣じんからでかいドラゴンが出てくるわ、そこらへんの土ど砂しやがゴーレムになって襲おそいかかってくるわ、時間を停止させてくるわ……

　とにかく、この区別に基もとづいて考えれば、キャンプファイヤーなるものは間違いなく魔物サイドの所業だ。絶対ヤバい。俺は断固として反対する。

「おい、今は説明の最中だ。私語は慎つつしむように」

　さすがに騒さわぎすぎた。クルーニー先生の鋭い𠮟しつ責せきに、俺とエリーナはさっと前を向いて口をつぐむ。

「何か分からないことがあれば、教員まで質問するように」

「せんせー、トランプは持っていって大だい丈じよう夫ぶですかー？」

「トランプと将しよう棋ぎとチェスと囲い碁ごとバックギャモンに関しては可能だ」

「せんせー、バナナはおやつに入りますか？」

「自分で決めろ。答えを出せるのは自分自身だけだ」

　クラスから上がる疑問に対して、クルーニー先生は迅じん速そくに回答していく。

「先生、男子の部屋に入るのは自由時間のみというのはどういうことでしょうか」

　そんな中で、レンが手を挙げて、まっすぐなまなざしで問う。

「……咲ノ芽先生」

「はい」

　教きよう壇だんには上がらず、脇わきの教きよう卓たくで大画面のウィンドウを操作していた木葉──もとい、いつの間にかスーツに着替えていた咲ノ芽先生が、代わりに口を開く。意味が分からないが、彼女は俺の補ほ佐さのため、クラスメイトと副担任を兼かねているのだ。

「自由時間であれば生徒間の部屋移動は自由だが、それ以外の時間の移動は禁止されている。これは男女問わずだ。発見次し第だい、適てき宜ぎ対応することになるだろう」

　レンは黙だまって頷うなずいた。

　……多分これ、じゃあどうやって発見されることなく俺の部屋まで来るか、みたいなこと考えてるんだろうなあ。いや考えていてほしくないけど、考えてるんだろうなあ。

　本当にやめてください……

「では自然体験学習に関しては以上だ。続けてもう一つ連れん絡らく事じ項こうがある」

　クルーニー先生はそう告げてから。

　何な故ぜか一いつ瞬しゆん、困ったように俺を見た。

「……？」

　そんな目を向けられる覚えがなく、首を傾かしげてしまう。

　先生は数秒躊躇ためらうような沈ちん黙もくを挟はさみ、入ってきなさいとドアの向こう側に声をかける。

　それから、ドアが開く。

　空気が変わった。

　入ってきた少女は、まず低い背せ丈たけと桃もも色いろの髪かみが印象的だった。

　制服は俺たちのものとは違い、袖そでやスカートの裾すそにフリルが施ほどこされた改造制服だった。

　桃色のポニーテールを揺ゆらしながら、笑えみすら浮かべ、快活に彼女は教壇へと上がり。

　こちらを向いて。

　そう、教室全体を見み渡わたすのではなく！

　クラスメイトらに対して意識をまるで向けず！

　視線の切っ先を明確明めい瞭りように、俺個人へと突つきつけて！




「英赤マリィ！　お兄ちゃんの妹だよ、よろしくね！」




　一発目にブチ上げた。




　　　　◇




　俺が聖せい剣けんからビームをぶっ放して落ち着きを取り戻もどした、数秒後。

　数秒遅おくれで、教室のあちこちから悲鳴や絶叫や奇き声せいが噴ふき上がる。

「い、い、妹おおおおおおおおおおお!?」

「エイセキって、まさかあの英赤なの!?」

「いやまずは英赤君の行動にツッコもうよみんな!?」

　俺に負けず劣おとらず、クラス中がパニックになっていた。というか俺もパニックの一因と化していた。

「その、パニクっちゃったから、とりあえず必殺技わざぶっ放して落ち着こうと……」

「もっとマシな落ち着き方はないのですか!?」

　アンブローズ嬢じようが絶叫した。

「魔力を使い切ると、かなり感覚がクリアになるんだよ。あと気分転てん換かんにもなる」

「いや、おかしいでしょ……ねえ木葉さん、これ先生として注意するべきなのでは……」

　エリーナが教壇に立つ木葉へ縋すがるようなまなざしを向けるが。

「アートフィールド……スーツを着ている私のことは咲ノ芽先生と呼べ」

「そこ、今訂てい正せいしますか!?」

　木葉は基本的に着ている服にキャラが引っ張られるので、ことあるごとに呼び方を訂正してくるぞ。テストに出そうだな。

「あはは、お兄ちゃんすごいなー。雲一つない晴天になっちゃったよ！」

「雄介さんもおかしいですけど、貴女あなたもおかしいでしょう!?　違うじゃないですか！　何もかも違うじゃないですか！　髪の色とか！　ていうかマリィって言ってるし！」
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　納なつ得とくがいかない様子で、エリーナは机をぶっ叩いて叫さけんだ。

　マリィさん？　俺の妹？は、にこにこ笑いながら口を開く。

「うん、だって腹はら違ちがいだからね」

「腹違いなんですか!?」

　さすがに荒こう唐とう無む稽けいが過ぎるだろ──と、考えたところで。

　ぶわっと背筋に冷や汗あせが浮いた。

　いや待て──待て。腹違いなら髪の色が違ったり、名前がカタカナ、つまりハーフであってもおかしくない。俺の母親が日本人で、彼女の母親は別の国で生まれたのかもしれない。可能性はゼロじゃない。

　それを否定できるとしたら、ＤＮＡ鑑かん定てい──これもダメだ！　俺のＤＮＡは人体実験で変質してるから、血けつ縁えん関係が証明できなくても、完かん璧ぺきな否定にはならねえ！

　となると残るは、俺の記き憶おくだ。そう、記憶。

「証しよう拠こがないのも仕方ないよ。だってお兄ちゃんは──幼少期の記憶、なくしちゃってるもんね」

　俺の記憶は人体実験で以下略。

　人じん為い的に魔力適性を引き上げる人体実験は失敗し、逆に魔力適性を失い、記憶も失い、だから俺は実験の後には捨て駒ごまとして戦場に送り込まれた。

　記憶がないからこそ、俺にとっての咲ノ芽木葉は推定幼おさな馴な染じみという枠に収まっている。

　同じ理り屈くつで考えるなら。

　俺は今、この少女が自分の妹ではないと証明することが、できない。

「だからお兄ちゃんが私を覚えていないっていうのは、仕方ないことなんだよ」

「…………………………」

　妹を名乗る少女相手に。肯こう定ていする材料も否定する材料も全すべてない状態で。

　お前は妹ではないと、どうやって証明すればいいのだろうか。

　教室が重苦しい雰ふん囲い気きに包まれる。確かに妹である可能性はゼロじゃない。

　だけどさすがにこれは、これは──俺の情報の空白性を突いた、策略だ。

「あ──悪魔の証明じゃありませんかこれっ!?」

　アンブローズ嬢が耐たえきれないといった様子で叫んだ。

「そ、そうですよ！　雄介さん騙だまされちゃダメです！　あれは妹を名乗ってる何かです！　妹だけど妹じゃないんです！」

「妹だけど妹じゃないってどういうこと!?」

　エリーナの言葉は俺の混乱を助長した。

　パニックの渦うずに叩たたき込まれた俺たちに、マリィはすっと机の合間を縫ぬい歩み寄ってくる。

　ずんずん近づいてくる自じ称しよう妹から、反射的に一歩引こうとして、けれど身体からだが動かず。

　彼女は優やさしく、俺の右手を取った。

「久しぶりだね、お兄ちゃん」

「いや……おお…………」

「ふふ、変な顔になってるよ、お兄ちゃん」

　ダメだ見知らぬ女の子にお兄ちゃん呼びされて頭がバグってる！

「後でたくさんお話ししようね、お兄ちゃん！」

　マリィは花開くような、誰だれもが見とれるような笑顔でそう言い放ち。

　俺は空いた左手で顔を覆おおい、天を仰あおいだ。

　やっぱ仮け病びよう使ってでも休んでおけばよかったと、心の底から思った。







　都内某ぼう所しよ。

「あのあのあのあのあのあの」

　総理の思考回路は完全にショートしていた。

『え？　何？　何？　何が起きた？』

『ククク……これが事実なら我々は致ち命めい傷しようですね……いやマジで？』

『すまん寝ねてたみたいだ、ひどい夢を見た。状じよう況きようをもう一度教えてくれ』

　各国首脳らも渾こん身しんの現実逃とう避ひをキメている。それはマキナも同様だった。

（妹。何？　妹？　イモウト？　一体何語なのかしら）

　世界を牛ぎゆう耳じるフィクサーは全員、たった四文字の言葉によってエラーを起こしていた。

　英えい雄ゆうを引き入れるためにこそ少女を送り込んだ。過去の一いつ切さいを失い、戦場で積み上げた功績以外に何も持たないからこそ、どの国もイチから仲良くなれるような少女を派は遣けんしていた。日本の幼馴染という枠わくは、護衛を兼ねているからこそ選せん択たくされたものだ。

　しかしここにきてまさかの肉親が登場である。

　ショートカットとか裏技とかの話ではない。どう考えてもバグ技だ。

　首脳らが言語能力を失い、黙りこくって拳こぶしを震ふるわせている、その時。

『遅おそくなりました』

　円えん卓たくの一席に、ふわりと新たな人ひと影かげが座った。

　全員、弾はじかれたようにそちらを見た。

　ホログラムとして投とう影えいされた、スーツを着込み、橙だいだい色いろのセミロングヘアを下げた若い女。

『──ＩＤＳＯ特とく殊しゆ事務室室長、ヴィルオと申します』

　彼女は各国首脳が並ぶ円卓に腰こし掛かけながら、一いつ切さいの気き後おくれを見せずに言った。

「ＩＤＳＯ……そうか、今日から、か」

　それはこの会議に今日から参加する、国際連合の専門機関の名めい称しようである。

　ＩＤＳＯ、国際防衛戦略機構──正式名称International Defense Strategy Organization──は、地球の総合的な防衛に関して諸しよ般はんの活動を行う機関である。

　ヴィルオはその中でも特殊事務室という、魔ま物ものに対するアプローチを主に取り扱あつかう部門のトップであった。

『はい。よろしくお願いいたします……ところで、何やら妙みような様子ですが、何かあったのでしょうか』

「ああいや、少しばかり……英雄の学校生活が、荒あれ始めていましてね」

『転校生が来る、とは聞いていたんだがな』

　アメリカ大統領はうなるようにつぶやいた。困こん惑わくを同じくする首脳らは小さく頷く。

　だがそれを聞いて、ヴィルオはなんでもないことのように、自然に唇くちびるを開いて。

『ああ、マリィのことですね』

　時が止まった。

　全員一いつ斉せいに、カッと双そう眸ぼうを見開く。

『英赤マリィ。我々ＩＤＳＯが保護しており、今回遅ればせながらも桜束魔法学園に入学する運びとなりました。最大の理由はやはり、兄である英赤雄介に会いたいと本人が熱望していたからですね』

『まっ──待て待て待て待て！』

　思わずアメリカ大統領が腰こしを浮うかし、つばを飛ばす。

『本気で！　本気で言っているのか！　あの少女が英雄の妹であると！』

『はい。兄に再会したいと願う妹の心意気を、どうして否定できましょうか』

　ヴィルオは真っ向から言い返してみせた。

『彼女はきっと英雄と、英赤雄介と仲なか睦むつまじい妹に戻れるでしょう。共に過ごした期間の中で私はそう確信しています』

　ヴィルオの言葉は一見、マリィのことを心の底から案じた言葉であった。

　しかし──しかし！

　それはこの場においてまったく違った意味合いを孕はらむ。

（仲睦まじい、妹……！）

　総理だけでなく誰しもが気づく。

　これは、宣戦布告なのだ。

　ヴィルオは冷たい表情のまま、しかし余よ裕ゆうの声こわ色いろで続ける。

『フランスでの異名は〈妹子の少女ストレイシープ〉。彼の妹を名乗れるだけの実力もあります。故ゆえに、きっと英雄の学生生活に彩いろどりをもたらすでしょう──親密な相手として』

　敵だ。このヴィルオという女は、ひいてはＩＤＳＯは、敵だ。

『特にそうですね、Ｘデー──自然体験学習。そこを契けい機きとして、マリィは大きく英雄との距きよ離りを詰つめるでしょう。かけがえのない相手として、唯ゆい一いつの身内として……その縁えんからもしかしたら、将来はＩＤＳＯ勤務かもしれませんね？』

『……ッ！』

『なるほど、な』

　イギリス首相と中国国家主席は、打だ倒とうすべき相手としてヴィルオを見た。

「……時間ですね」

　総理は場が熱くなる予兆を感じ取り、素す早ばやく言葉を挟はさんだ。

　現状が不確かである以上、このまま争いへと発展していくのは望ましくない。

　異論はなく、全員が頷うなずいて通信を切る。円卓の席に座っていたホログラムがほどけるようにして消え、部屋には総理とマキナだけが残った。

「……総理、これは」

「調査が必要ですね」

　ブロンドヘアを揺ゆらして、マキナはうなる。

「無論、即そく座ざに調査を行います。ですが……その……」

「何でしょうか」

　歯切れの悪い言葉に、総理は眉まゆ根ねを寄せる。彼女は躊ちゆう躇ちよしてから、口を開いた。

「十中八九噓うそだろうと思います。が、それ以上に──妹ならハニトラできないし放置でいいんじゃないですか？」

　それを聞いて、総理はこいつ正気かよと嘆たん息そくする。

「何を言いますか……妹というのは非常に大きなアドバンテージですよ」

「え、でも、結けつ婚こんできませんよね」

「だからこそというのがあるでしょうがッ！」

　マキナは宇宙に放ほうり出された猫ねこのような顔になった。

　この総理、何を言っているのだろうか。

「結婚できない。交際できない。そういった不可能であるというハードルは、時として情念を加速させる補助装置になるのです。義理の妹でも十分危険だというのに、実じつ妹まいときたのです！　これはれっきとした禁じ手ですよ……！」

「な、なるほど……？」

　わけのわからない総理の熱気のようなものに押されて、マキナは頷いた。

「で、では早さつ急きゆうに、英赤マリィについて調査を行います。結果次し第だいでは……」

「ええ。英赤雄介君への伝達も視野に入れましょう」

　明確な矛む盾じゆんが見つかり、彼女は妹ではないと判明したのならば。

　英赤マリィという、英雄の妹を名乗る少女にとっては致命傷となるだろう。




　　　　◇




　放課後の教室。

　生徒らの喧けん噪そうの中で、今日はひときわ、聞き慣れない少女の明るい声が目立っていた。

「じゃあマリィちゃん今までフランスにいたんだー」

「そそ、桜束ほどじゃないけど大きめの魔法学園にいて、そこから転校してきたんだー」

　クラスメイトらと談だん笑しようする少女、英赤マリィ。

　俺は教室の廊ろう下か側最さい後こう尾びの席で、じっと彼女を観察していた。

　探さぐるような観察眼は、しかしバレることはないだろう。何せ視線自体は彼女から逸それている。焦しよう点てんとはズレた箇か所しよに意識を集中させ、観察する。ちょっとした小こ技わざだ。

「雄介、何か分かったか」

　授業を終えてスーツから制服に着き替がえた木葉が、こそこそと近づいてきた。

　隣となりのエリーナや前の席のレンも俺に顔を寄せている。

「授業態度は真ま面じ目め、人見知りもしない。今のところは至って普ふ通つうの女子ですが……」

　木葉に遅おくれてやってきたアンブローズ嬢じようが、彼女の観察結果を口にする。

「ああ、大体分かったぜ」

　ほう、と四人が感かん嘆たんの息を漏もらす。

　相手をよく観察するのなんて戦場において基本中の基本だ。これができないほど落ちぶれたつもりはない。

　いいか、と俺は指を立てて、授業中や休きゆう憩けい時間に積み上げた観察の結果を口にする。

「筋肉の付き方、足の運び方や視線の向け方、間合いの計り方──総合するに、間ま違ちがいなくインファイターだ。それも恐おそらく徒手空くう拳けんを得意とし、打だ撃げき技・投げ技・極きめ技わざ全すべてに精通したトータルファイターだろう」

「ふむ……で？」

「……それだけだが」

「この男、戦せん闘とう力しか測ってねえですよ！」

　エリーナが俺の机をぶっ叩たたいて吠ほえた。

「いや超ちよう大事な情報だろ。これが分かってるだけで有利に立ち回りやすい」

「思考回路の根底が戦闘と結びつきすぎですわ……」

　アンブローズ嬢が苦しそうに眉み間けんをもんでいる。

「こちらもツテを頼たよってある程度調べてみましたが、雄介さんの経歴とあの子の経歴、目立った矛盾点はなかったそうですわ」

「あ、私もおんなじですー」

「自分も」

「私もだ。親族であるという証しよう拠こはなく、しかし親族ではないという証拠もない」

　四人が苦々しい表情でそう告げて、俺は頭を抱かかえた。

「結局どう判断すりゃいいのか分からん……つーかあれだ。どっちか分からない状態でああいう風に妹ですって来られるとなんか拒きよ絶ぜつしづらい……」

「ええ。雄介さんの情報自体が、ある時期以前となるとさっぱり消しよう滅めつしているわけです。根本的な前提をズラされたというか……妙みよう手しゆ、ですわね」

　妙手……というか、こう、そこに突つっ込んでくる度胸がすごいというか。分かっててもやんないよねこんな乱暴なこと。すげー迷めい惑わくなんだけど。

「あ、お兄ちゃんお兄ちゃん！」

　その時、人ひと垣がきを割って、マリィがこちらに歩いてきた。

「たくさん友達できちゃった、えへへ！　でもやっぱり、全然話せてないし、お兄ちゃんと話したいなーって」

「お、おお……」

　ダメだ。この子を前にしてどういう対応すればいいのか、自分の中でも定まってない。

「ほら、帰って晩ご飯食べよ！　お兄ちゃんとご飯食べるの久しぶりだなー！」

「え、あ、うん。まあそうだな……」

　ついでに言うと勢いでぐいぐい来られて、思わずそのまま流されそうになる。

「待って」

　だがレンが制止するように口を開いた。

　彼女は席から立ち上がり、俺にずずいと寄った姿勢のマリィを正面から見み据すえる。

「……雄介の妹と聞いている」

「うん、えっと……それが、どうかした？」

　レンは今までにない真しん剣けんな表情をつくった。

　思わずマリィだけでなく、取り囲んでいる俺たちまで身構えてしまう。

　緊きん迫ぱくした空気の中、彼女は唇をゆっくりと開いて。

「自分のことは、お義姉ねえちゃんと呼んでほしい……！」

　身構えた俺たちがバカだった。

「レン、お前もうしゃべんな」

「譲ゆずるわけにはいかない。自分は妹分に憧あこがれがあった」

　そこでなんで俺の妹を義理の妹にしようとするんだよ。頭おかしいのか。

　思わず視線で木葉に助けを求めるが、彼女は黙だまって首を横に振ふった。諦あきらめろってことか。

　とりあえずこんな頭のおかしい提案は真に受けなくていいぞ、と補足しようと。

　マリィを見て。

「え……結婚するの、お兄ちゃん……？」

「なんで真に受けてんのお前ッ!?」

　天真爛らん漫まんな声も、喜色満面の笑みも霧む散さんし、マリィは目め尻じりに涙なみだを溜ためていた。

「そんな……やっと出会えたと思ったら家族が一人増えてるなんて、頭がフットーしそうだよおっっ」

「すまん、俺は知らないうちに家族が二人も増えてたんだが……」

　マリィの頭が沸ふつ騰とうするなら俺の頭は蒸発しそうだよ。

「さすがレンさん、速そつ攻こうに関しては目を見張るものがありますわ。駆かけ引きにおいて先手を取ったと言えるでしょう」

　小声でアンブローズ嬢がレンを賞賛した。速攻とカウントしていいんだろうかこれ。

　しかし──レンは今にも泣きそうなマリィを前に、おろおろとしていた。

「ど、どうしよう。将来の義妹いもうとを傷つけるつもりはなかった……」

「あっこれ駆けても引いてもいませんわね！」

　そんなとこだろうと思ったよ。

　半泣きのマリィと動どう揺ようするレン。それを静観する俺たち。

　……いや、エリーナとアンブローズ嬢、そして木葉はだんだんと視線を俺に向けてきた。

　え？　これ俺がなんとかしなきゃいけないの？　マジで？

「あ、あー……マリィ、そいつなりの冗じよう談だんだから気にするなよ、とりあえず帰ろうぜ……」

　そう求められては、応じるしかない。

　声が震ふるえないよう気合いを入れて、マリィに言葉をかける。

　すると彼女はぱあっと顔を輝かがやかせた。

「あっそうだったんだ！　まったくもー、私にちゃんと許可取ってからにしてよね！」

「分かった。許可が欲ほしい」

「もうちょっとお互たがいのことを知ってからじゃだめかな……」

　レンの今の発言は確かに速攻としてカウントしていいと思った。

「じゃあ親交を深めるためにも、早く帰ろ、お兄ちゃんっ！」

　本来なら放課後はトレーニングなのだが、今日ばかりはマリィに対する観察に費ついやした方が良さそうだ。

　早く早く、とマリィが俺の腕うでを引く。

　流されるがままに俺は教室から連れ出され、木葉たちも慌あわててあとを追ってきた。

「ちょ、ちょっと雄介さんー、鞄かばん忘れてますってば～！」

「エリーナ、せっかくだし二人の時間を取ってあげた方がいいんじゃないか？　鞄なら最悪部屋に持っていけばいいしな」

「木葉さん、貴女あなたしれっと部屋に向かおうとしてません？」

「義妹が元気で自分も鼻が高い……」

　後ろの四人は好き放題に騒さわいでいた。というか一人後方で姉貴面づらになっていた。

　マリィはずんずんと廊下を進んでいき、迷わず校舎を歩いて行く。

「あの人たち、仲良くしてるの？」

「え、あ、うん」

　突とつ然ぜんの質問だった。

「そっか、ちゃんと友達ができててよかった。入学してからずっと？」

「まあ、そうだな。色々世話になってる」

「あの中の誰だれかと、付き合ったりとか……？」

「さすがにそれはない」

　条件反射で言葉が出た。ハニトラ疑ぎ惑わくのある女子と交際とか地じ獄ごくか？　考えたくもない。

　俺の即そく答とうを受けて、マリィは難しそうにうなる。

「むむ……ちゃんと私を通しさえすればオッケーだから、適てき宜ぎ相談してね？」

「面接でもするのか？」

　マリィは至近距きよ離りでにっこりと笑った。とてもいい笑顔だった。

　……………………面接、するのか……

「とにもかくにも、お兄ちゃんが楽しければいいんだけどね！　まあしばらくは、ちゃんと私に付き合ってよね！」

　俺の腕を引き、というかもはや引きずるような勢いで歩きながら、彼女は言う。

「やっと、やーっと会えたんだから！　これからは一分一秒たりとも無む駄だにできないよ！」

「一分一秒は言いすぎなんじゃねえかな……」

「ううん、一分一秒だよ」

　ぎくりとした。

　もしも、本当に妹なのだとしたら。

　その声に込こめられた感情には──いやでも気づいてしまう。

「…………そう、か」

「えへへっ！」

　彼女は朗ほがらかに笑って、俺を引きずっていく。

　校舎を出て、遊歩道を歩く。景色は緑色がメインになってきていて、もう春の終わりを感じさせるものだった。

　後ろを見ると、木葉たちはしっかりと後ろをキープしている。四人で俺の鞄を争っていた。俺の鞄が魔ま力りよくと魔力の激突の余波でどんどんボロボロになっていく。

「……あ、そういえばマリィ、ここに来るまではどこにいたんだ？」

「え？　ＩＤＳＯのフランス支部だよー」

　あ……あいでぃーえすおー？

「なんか、似たよーな言葉を聞いたことがある……気がするんだけどな」

　頭をかく。なんか知ってる気はする。知ってる気はするんだけども、出てこない。

「まあ有名だったり有名じゃなかったりするから、別に気にしなくていーよ。忘れても全然おっけー」

「そっか。ならいいんだ。そっちは楽しかったか？」

「うん！　でもお兄ちゃんがいるところが一番だよ！」

　眩まばゆい笑え顔がおでそう言われては、何も返せなくなる。

　別段俺とて、なるべく善性を大事に生きようとはしているのだ。誰かの笑顔をわざわざぶち壊こわしにいこうとは思わない。

「……っと、おいマリィ。寮りようはここだぞ」

「あー、そだっけ」

　俺の腕を引いたまま、彼女はまさに寮を通り過ぎようとしていた。

「えへへ、荷物とかは郵送で送って部屋に届いてる感じらしいんだけど、まだ来たことはなくってさー」

　照れくさそうに自分の頭をてしてしと叩たたくマリィは、なるほど確かに庇ひ護ご欲よくをそそる。お兄ちゃんとして導かなければ。

　……ッ!?　今俺自然とこいつのことを妹だと認にん識しきしていたのか!?

　どうしよう、あとで木葉に頭ぶん殴なぐってもらったりした方がいいのかもしれない。

「はえー……おっきいね、すっごく！」

「大きさに見み劣おとりしないぐらい設備も充じゆう実じつしてるぞ。整骨院とかある」

「それ、いるの……？」

　俺にも分からん。

　寮の中に入り、この時間なら空すいてるだろうという読みで食堂へ向かう。

　すれ違ちがう生徒は少ない。部活に行っているのか、放課後の訓練を行っているのか。

「マリィ、何食うよ」

「何にしよっかなー、お兄ちゃんは？」

「サバ味み噌そ定食」

「即答した……」

　一階をまっすぐ進めば、突つき当たりに食堂がぬっと姿を現した。

　あと数時間もすれば腹を空すかせた学生でごった返すであろう場所だが、授業が終しゆう了りようした直後とあって人は全然いない。うちのクラスメイトが三名ほどケーキセットを頼たのんでいてこいつらどんなスピードで戻もどってきたんだッ!?

「あ、英赤くんだー」

「マリィちゃんも一いつ緒しよなんだ！　案内してあげてるの？」

「ここはね、ケーキがとってもおいしいんだよ！　ウチら食堂ケーキ部っていう部活で、毎日最速で日ひ替がわりケーキ食べてるの！」

　初めて聞いたわそんな部活。

「へーそーなんだ！　でもケーキ食べるとカロリーが……」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　ここに走ってくるからそこでカロリー消費してるの！」

「その全身全ぜん霊れいっぷり、別の何かに活いかしたら大成しそうだな」

　思わずぼやいた。ケーキに全ぜん振ふりしすぎだろ。

「じゃあマリィ、注文しに行こうぜ」

「あ、うん……もっと二人で喋しやべりたいけど、他ほかの人も呼んだ方が良いかな？」

「俺としては、そっちの方が嬉うれしい」

　何せ二人で話すの、普ふ通つうに怖こわいからな。

　頷うなずいてからマリィが呼ぶと、木葉たちも列に並んだ。レンが先に席を取りに行ってくれている。注文は代わりに俺が請うけ負った。

　列はないのでそのままおばちゃんに注文する。

　食事のトレーを受け取り、レンの待つテーブルへ向かう。

「待たせたな」

「構わない。どうぞ座って」

　レンは俺ではなく、マリィを注視していた。

「えーと、レンだっけ？　マリィって呼んでね！」

「マリィ、レンお義姉ねえちゃんで構わない」

「私は構うかな……」

　俺の隣となりの席に座りながら、マリィは困こん惑わくの声を上げていた。

　他の面々も自分の椅い子すに座って、いただきますと手を合わせる。

「では、初めましてだな、マリィ。私は咲ノ芽木葉。一組の副担任を兼かねている、雄介の幼おさな馴な染じみだ」

　刺さし身み定食の小皿に醬しよう油ゆを垂らしながら、木葉が最初に自己紹しよう介かいした。

　隣でマリィが、静かに目を見開いた。

「幼馴染……」

「小学校が一緒だったのだ。しかし……」

「ああ、なるほどね。その頃ころはもう、私とお兄ちゃんって離はなればなれだったから」

　何やら得心したようにマリィは頷いた。

　どうやら木葉とマリィの時期は重なっていないらしい。俺の知らないところで俺の過去がどんどん埋うめられていく。まあ百パー噓うその可能性も捨てきれないんだけど。

　マリィは少し真ま面じ目めな表情になると、木葉に頭を下げる。

「お兄ちゃんが寂さびしくないよう一緒にいてくれて、ありがとうございます」

　あっけにとられたように、木葉は箸はしを止めた。

「あ、ああいや……なに、気にするな。ほとんど身内のようなものだ」

　ほとんど身内ってなんだ？　狂くるってるのか？

「木葉……ほとんど身内とはどういうこと？」

　俺の対面で味噌ラーメンをすすっていたレンが、ぐるりと木葉に顔を向けた。

「気持ちとしては身内のつもり、という意味だが」

「違う。自分の義あ姉ねポジションとかぶっている……！」

「かぶってない！　君と同じにするな、私は異常者じゃない！」

「自分も異常者ではない！」

　ボコスカと取っ組み合いを始めた異常者と異常者を見て、マリィはすっと俺を見た。

「いつも通りだ。ほっとけ」

「そ、そっかー」

　俺がサバ味噌を黙もく々もくと食していると、ハンバーグを切り分けながら、エリーナが場を取りなすように手を叩く。

「はいはい。異常者同士のキャットファイトは後でやってくださいねー。せっかく自然体験学習が目前なんですしー、仲良くやっていきましょうよー」

　その言葉を聞いて、木葉とレンはしぶしぶといった様子で互たがいに手を引いた。

　なんかどっちも頰ほおにひっかき傷とかできてるんだけど、どういう喧けん嘩かしてたんだよ。

「あ、それ楽しみなんだけど、不安なんだよねー。自然体験学習ってサバイバル知識を実地で学ぶ機会でもあるわけで、単純に気楽な旅行ではないって私の保護者が言っててさ」

　やっぱ遠えん征せいじゃねえか。俺は半眼でエリーナを見た。

「それは適度にやれば良いんですよ、マリィさん」

「そうなのかなー。えっと……」

「エリーナ・アートフィールドと言います。エリーナと呼んでください～」

　分かった！　とマリィはエリーナに笑顔を向けた。

　なんというか、順調にそれぞれと仲良くなっているというか。

　さっきまで俺につきっきりだったのに凄すさまじい勢いで交友の輪を広げているというか。

　いや全然寂しくないよ？　ほんとだよ？

　と、その時、パスタをちゅるんとすすっていたアンブローズ嬢じようが不意に声を上げた。

「遊びではない、という意見には賛同いたしますわ。レンさんもそう思うでしょう？」

「雄介、水着はどうする？　自分としてはお揃そろいにしたいので、今度買いに行きたい」

「話聞いてます？」

　レンは曇くもりなき眼めで俺を見ていた。

「水着っつーかあれが欲ほしい。浮うき輪？　あれに乗って川ぷかぷか流れたい」

「おお、いいねお兄ちゃん！　それ私も一緒にやるー！」

「マリィさんまで……まったく。わたくしがしっかりしなければ、ただの遊びになってしまいそうですわね……！」

　肩かた肘ひじ張はった様子のアンブローズ嬢に、マリィはへにゃりと笑いかけた。

「まーまー、気楽に気楽にー。えーっと」

「キャストルテ・アンブローズと申します。お好きにお呼びくださいな」

「じゃあみんなに倣ならってキャスちゃんでー！」

　あだ名で呼ばれ、アンブローズ嬢は少しもにょっとしていた。多分威い厳げんとか出したかったんだろうな。

　だがマリィはそれに気づかない様子で、言葉を続ける。

「あと水着なんだけどね！　なんと私がお兄ちゃんの分持ってきたんだよ！」

「……ッ!?」

　レンが息を吞のんだ。俺も同様にびっくりしている。こいつ何してんの。

「自分の……自分の、完かん璧ぺきなプランが……ッ！」

　呻うめき声を上げながら、レンは顔からテーブルに突っ伏ぷした。

　全員それをしばし見つめてから、見なかったことにした。

「えへへ、自然体験学習楽しみだね、お兄ちゃん！」

「お、おう……」

　マリィはもう自じ称しようお義姉ちゃんの奇き行こうに順応し始めていた。

「さっきも言ったけど、お兄ちゃんといちゃいちゃしたいなら、ちゃんとみんな私を通してね！　妹ガードだよ！」

「妹ガードってなんだよ」

　俺のぼやきに、マリィは笑顔を浮かべたまま。

「だって変な人が彼女になったら嫌だし当然だよね？」

　息を吞んだ。それは俺だけでなく、全員同様だった。

　今の言葉は普通に聞こえて、裏まで読めば普通じゃない。

　だって。だってハニトラに脅おびやかされる学園生活を送っている俺にとっては、まったく異なる意味合いを持つのだから。

　こいつは──俺を、ハニートラップから守ろうとしている、のか……？




　　　　◇




　夕食を食べ終わり、俺は素す早ばやく自室に引き上げた。

　マリィがかなりゴネて部屋に侵しん入にゆうしてこようとしたが、もうそこはなんとか気合いで押しとどめた。

　ドア越ごしに誰だれもいないか気配を探さぐり、安全を確保したところでほっと息を吐はく。

　素早くデバイスを立ち上げ、通話機能を選せん択たく。

　しばらくのコール音の後、ウィンドウが立ち上がった。顔を見せたのは金きん髪ぱつの美女だった。仕事は完璧、しかし私生活はダメダメな俺の後見人、マキナ・アーデンクルスである。

『もしもし？』

「こんばんは、マキナ。今少しいいか？」

『うん、こっちからも連れん絡らくしようかと思ってたから』

　恐おそらく、話題は一緒なのだろう。

　少し息を吸って自分を落ち着かせた。それからゆっくりと、喉のどを震ふるわせる。

「俺って……妹いたの？」

『……いないんじゃないかしら』

　マキナの声こわ色いろは悩なやましげだった。

「じゃああの子は何なんだよ」

『暫ざん定てい、妹、みたいな』

「暫定妹!?」

　ものすごい呼び方し始めたなこの姉貴面づら！

『ごめん。こっちも調べてるんだけど、全然情報がないのよ……材料が足りないから、妹である可能性と妹ではない可能性が同居しているわ。まさにシュレディンガーの妹よ』

「胡う乱ろんな呼び方がどんどん増えていくな……」

『ただ警けい戒かい対象としてこれ以上ないのは確かね。気をつけるように』

　異論はない。俺は静かに頷く。

「ただ……俺をハニトラから守ろうとしている、感じもあった」

　マキナは半眼で天てん井じようを見上げた。

　何やら、『いやほんとはこっちの仕事のはずなのにね……』とぼやいていた。

　それから咳せき払ばらいをして。

『そういうポーズ、という可能性は絶対に残るわよ。簡単に信じないように』

「そりゃまあ、分かってるさ」

『そして頭が痛いことに、これがハニトラなら間ま違ちがいなく自然体験学習にタイミングを合わせた奇き襲しゆうよ。そして他のハニートラップも、ここを狙ねらわないはずがない』

「やっぱり？」

『ここで動かない選択をする人間は指揮官失格ね。私なら間違いなく全戦力を投入して勝負を決めるわ』

　マキナって言い回しが基本的に戦争状態なんだよな。日常生活でもこんな感じだったからほんと怖こわい。

「とにかく、気をつけるよ。慣れないフィールドなんだ、油断は死を招く」

『雄介君って言い回しが基本的に戦争状態よね。普ふ段だんもそんな感じだったから、どうかと思うわよ』

「テメェぶっ飛ばすぞ」

　お前にだけは死んでも言われたくねえ……ッ！

　歯を食いしばる俺に対して、マキナはしらーっとした目を向けてくる。

『大体気をつけるって言っても、本当に気をつけなさいよね。雄介君、二人で星見ながらいい雰ふん囲い気きになったらムードに押し負けそうだし』

「人のことなんだと思ってんだよ！」

　でも、それは、否定できない。







　国際防衛戦略機構──通常ＩＤＳＯ事務局、特とく殊しゆ事務室。

　そこには悩ましげな表情で室内をうろうろする、ヴィルオの姿があった。

　首脳陣じん相手に啖たん呵かを切ってみせた女じよ傑けつとは大違いの、ひどく落ち着かない様子だった。

「……ッ！　ええい、定時報告ぐらい私からしても問題ないだろう！」

　何か意を決したように、彼女は椅い子すにどかっと座り込み、耳に引っかけていたデバイスを起動させる。

「そうだ、連絡してこないマリィが悪い……だからこっちから電話をかけたところでウザがられる筋合いはない……でもウザがられたらどうしよう……」

　立ち上げたウィンドウの通話開始ボタンに指を伸のばした姿勢で、ヴィルオは完全に硬こう直ちよくしていた。

「というかなんで私が連絡に躊ちゆう躇ちよしなければならないんだ。上司だぞ上司。ここはビシッと連絡して、保護者として、上に立つ者としての威厳をだな……」

　瞬しゆん間かん、彼女の眼前に着信ウィンドウが立ち上がり、ヴィルオは椅子から転げ落ちた。

　背中を床ゆかにしたたかに打ち付け、思わずむせる。

　痛みに顔をしかめながら、ヴィルオはゆっくりと立ち上がり、椅子に改めて座り、努めて平静さを顔に張り付けた。

「……あー、私だ」

　通話開始ボタンを押すと同時、寮りようの部屋を背景に敷しいたマリィの顔が投とう影えいされる。

『やっほ、ヴィルオさん。報告しに来たんだけど』

「待っていたぞ。それで、どうだ」

　少し痛みが残る背中をさすりながら、ヴィルオは尊大な態度で続きを促うながした。

　マリィは笑え顔がおのままで口を開く。

『うん、スタートダッシュは完璧だと思うよ。やっぱり他の人も優やさしくしてくれるし、何よりお兄ちゃんも優しい』

「そうか。友達ができたということだな」

『もしかしてできないと思ってたの……？』

　マリィの表情は呆あきれかえっていた。

「それと、自然体験学習は慣れない野外だ。怪け我がなどしないように」

『……ヴィルオさんって、私が戦災孤こ児じだってことたまに忘れるよね。野宿とか慣れてるからヘーキだよ』

　ならいい、とヴィルオは告げて、しばし沈ちん黙もくした。

『……終わりかな？　じゃあ切るね』

「あっ」

　学校生活について、他ほかにも色々聞きたいことがあった。けれど切り出せないまま通信は打ち切られた。

「…………保護者面など、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　かぶりを振ふって、ヴィルオは机の上に飾かざられたフォトフレームを見た。

　写っているのは仏頂面のヴィルオと、桃もも色いろのショートヘアの少女。昔の、笑顔なんて概がい念ねんを知らないかのような、感情の抜ぬけ落ちた無表情。

（あの頃ころに比べたら、ずっと、ずっと笑顔が増えた。だが……）

　物思いにふけるヴィルオの表情は晴れない。

　その時、不意に通信ウィンドウが立ち上がった。

　連絡先を確かく認にんして、彼女は再び通話を開始する。

「私だ…………そうか……」

　報告は簡潔であった。通話はものの十数秒で終わる。

　先ほどまでの、年下の少女への接し方に悩む姿は霧む散さんした。

　そこにあったのは、若くして組織の幹部に上り詰つめた才女の貌かおだった。

（────奴やつらが動くかもしれんか）




　　　　◇




　闇やみの中で、嗤わらっている。

　世界を脅かすために、人類の希望を引きずり下ろすために、嗤っている。

　死地である。決戦場である。全すべてが終わる場所である。そう、自分たちが仕立て上げる。

　闇の中で、嗤っている。

　彼らは、彼女らは、見ている。

　一枚の写真──六階建ての、自然に囲まれた、ホテルのような施し設せつを。








第二章　エアプレーンは戦場で









　軍服でも野戦服でもない、ただ日常を過ごすためだけの衣類を鞄かばんに詰め込むなんて、記き憶おくの中では初めてだった。

　二泊はく分の外行き用の服と寝ね間ま着きを詰め込んだ、学園から借りた旅行用の大きな鞄。

　それをカウンターで預けて。

　俺は桜おう束そく魔ま法ほう学がく園えん敷しき地ち内に設置された飛行場に佇たたずみ。

　学年の生徒全員を乗せることが可能な、巨きよ大だいな飛行機を目まの当たりにして。

　口を開く。

「全然眠ねむれなかった……！」

「クマを見れば分かるぞ」

　隣となりに立つ木この葉はが、風に揺ゆれる黒くろ髪かみを手で押さえながら呆れ声を漏もらした。

　ベッドに入っても電気を消しても目が冴さえていて、しょうがないから体験学習が終わった後に提出する宿題とか全部やってた。おかげで余よ裕ゆうができたが、全然嬉うれしくねえ。

　クラス単位で並ぶ生徒らは、俺と同様に眠れず元気のない生徒がちらほらと見えた。

　周囲の一組生徒もそこそこ寝不足っぽい。

「ふふん、遠足前日に緊きん張ちようで眠れなくなるなんて、まったくもってお子様ですわね！」

「キャストルテさんも目の下すごいことになってますよ」

　アンブローズ嬢じようも、高貴で高潔な雰囲気がクマのせいで台無しになっていた。

「つーか他人ひと事ごとみたいに言ってるけどさあ」

「ええ。木葉さんとエリーナさんもひどいですわ」

　俺たちは黙だまって顔を見合わせた。全員、目の下にでっぷりと黒いクマがある。

　そんな様子を見て、俺の傍そばに立っていたレンが口を開く。

「不健康。早寝早起きを推すい奨しようする」

「お前にだけは言われたくないぞ!?」

　レンは常にクマがあるので、昨夜ゆうべ寝られたのかどうかまったく分からない。でも俺のベッド下にはいなかったし、部屋にいたんじゃないだろうか。

「みんな、前日はさすがにちゃんと寝なきゃダメだよ……」

「わ、分かっている。好きで眠れなかったわけじゃないんだ。予習がちょっとな」

　つかつかと歩み寄ってきたマリィにたしなめられ、木葉はばつが悪そうに顔を背そむけた。

　予習？　なんの？　自然体験学習の予習とかあるの？　マジで？

「うう……イベントごとの立ち回り、ポジショニング……」

「やることが、やることが多すぎますわ……」

「ほとんどが初体験のフィールド、どこまでやれる……」

　三人も何やら呻うめいている。こいつらも何かしらの予習をしていたっぽい。遊び方とかか？

　──ちげぇ！　バカか俺！　このタイミングでの予習って一つだろ！

　こいつら、徹てつ夜やでハニトラの予習してやがったな！

「……さっさと寝れば良かっただろ」

　半分以上恨うらみ言の俺の台詞せりふに対して、四人は渋しぶい表情になった。

　確かにこの自然体験学習、やることが多い。それだけハニトラの準備も必要だろう。

　俺が警けい戒かいすべきイベントは、二日目に詰め込まれている。

　一日目は施設まで移動したら、職員の方々に挨あい拶さつをして晩ご飯を食べ終しゆう了りよう。

　二日目は屋外でレクリエーション。午前から夕方にかけて自然を散策し、晩ご飯はそのまま屋外でカレーを作って食べ、その後に肝きも試だめしを行う。それから施設に戻もどってキャンプファイヤーをする、という感じだ。

　三日目はそのまま学園に帰る。どう考えても二日目が一番やばいな、これ。

「雄ゆう介すけ、飛行機は自分と一いつ緒しよに座る？」

　その時、いつも通り眠そうに細められた目で、レンが俺に問うた。

「あー……飛行機の席順とかって決まってるんだっけ？」

「当ッ然！　わたくしの隣の席ですわ！」

　瞬間、ガシャンとごつい銀の首輪が俺の首にはめられた。アンブローズ嬢だ。こいつ俺と同じぐらい寝不足のはずなのに、なんだこの素す早ばやい攻こう撃げき……!?

　いつも通りに適当にあしらおうとして、サーッと血の気が引いた。

　ここは飛行場であり、みんなで輸送機に乗り込もうとしていて。

　つまり──学年の生徒が勢せい揃ぞろいしている前であって。

「さあ行きますわよブタ野や郎ろう！」

「ちょっ待って待って！　他のクラスの人とかも見てるから！　ああああああやだあああああ俺の尊厳が失われていくううううううううううう」

　あわよくばこの自然体験学習を通じて、他クラスの男子とちょっと話せたりできたらなーとか思っていたのだが。

　今。今まさに！　金きん髪ぱつ幼女に首輪をはめられリードで引きずり回される俺を見て、男子たちが顔色を変えている！　俺の想像してた英えい雄ゆうと違ちがうって目が物語っている！

「ちがっ……！　違うんです！　信じてください！　普ふ段だんはこんなんじゃないんです！　あっばかやめろ！　話してる最中に鞭むちで叩たたくな！　やめて！」

　上半身にビシバシ振るわれる鞭。何発か受けたら意識がシャキッと目覚めた。

　即そく座ざに首輪を破は壊かいして、振るわれる鞭を右手でつかみ取る。

「……ッ!?　完かん璧ぺきに衝しよう撃げきをすかされた……!?」

　これで形勢は逆転した。俺の勝ちだ。

「君たちは黙って飛行機に乗ることすらできないのか」

「いやいや木葉、こればっかりはアンブローズ嬢が悪いだろ！」

「わたくしは当然の義務を要求しただけですわよ！」

　鞭を手放して、俺たちはぎゃーぎゃー騒さわぎながらも飛行機の前に整列した。

　しばし待てばタラップがやってきて、飛行機の入り口と地上を結ぶ階段になる。

　一組生徒はわいわい雑談に興じながら、次々と飛行機へ乗り込んでいった。

　俺もその流れに逆らうことなくタラップを上って飛行機の中に入る。

「あー……これか」

　生徒らが席を探して歩き回る機内で、俺は周囲を見み渡わたして独りごちた。

「どうかしたのか？」

「いや……これ多分、国連軍で使ってた超ちよう大型輸送機の同型だ……乗った覚えがあるよ」

　懐なつかしい。大型兵器や何百人もの兵士を一度に運うん搬ぱんしていた機体だ。魔導エンジンを搭とう載さいし、過か剰じよう魔力を用いて外部障しよう壁へきを張ることも可能な実戦モデル。

　まさか旅客機として使われているなんてな。

「……いい思い出ではない、か？」

「少なくとも悪い気分じゃない。これに乗って旅行に行けるなんて、いい時代だよ」

　少し感傷的な声だったな、と自分で気づいた。

　木葉はそんな俺の横顔を見て薄うすく微笑ほほえみ。

　それから、ふと俺の腕うでを引く。

「ここだぞ、君の席」

「ああ、そうなのか？」

　副担任が言うなら間違いないのかな、と、木葉が指さした窓まど際ぎわの席に座る。

「あ、お兄ちゃんって席そこ？」

「らしいぞ」

　きょろきょろと機内を見回しながら歩いていたマリィが、俺の顔を見てぱあっと笑え顔がおを浮うかべ駆かけ寄ってくる。それを起点としたかのように、エリーナたちも近づいてきた。

「雄介さんここだったんですねー。てゆーか窓際……」

「要するに、隣に座ることができるのは……」

「一人だけ……！」

　飛行機の中ぐらいリラックスさせてくれ頼たのむ。

　しかし俺の切実な願いは届くことなく、エリーナ、アンブローズ嬢、レンたちの視線が火花を散らし始めた。もう本当に勘かん弁べんしてくれねえかな。

　マリィは三人を見て苦笑いを浮かべている。止めるつもりはないらしい。

　いっそ知らない人とかでもいいのかもしれん。ていうかそっちの方がマシだわ。

　そう投げやりになっていた時、だった。

「お隣失礼します」

　争うハニトラズを、雷かみなりがごとき速度で抜ぬき去り。

　颯さつ爽そうと俺の隣の席に、一人の女性が腰こし掛かけた。窓から差し込む陽光に、その黒髪は艶つややかな照りを見せていた。こちらに向くは撃うち抜かれるようなとび色の瞳ひとみ。

　ていうか、咲さきノの芽め木葉である。

　何な故ぜか彼女は、客室乗務員さんの制服を着込んでいた。

「…………えっと？」

「一組副担任の指示で、私が隣の席となりました」

「それお前だからァ！」

　さらっと何言ってんだこいつ。

　言動を見過ごせず、アンブローズ嬢が金髪を逆立ててくってかかる。

「さ、さすがに意味不明ですわよ！　咲ノ芽先生、もういい加減自白したらどうです！　私は職権を乱用する、教育者失格の女ですと！」

　しかし木葉はいたって真ま面じ目めな表情のまま、人差し指で機内の天てん井じようを指さした。

「お客様……ベルトを着けるようランプがついております、ご着席ください。それと、この服を着ている私のことは、咲ノ芽ＣＡとお呼びください」

「咲ノ芽ＣＡ!?」

　この女、キャラが多いんだよ！

　啞あ然ぜんとしていたエリーナたちだが、衝撃から立ち直ると同時、それぞれが対たい抗こう心しんを気き炎えんとして立ち上らせる。一組クラスメイトたちがまたかよという目で俺たちを見ていた。

　もう俺は我関せずを決め込み、窓の外を見ている。ああ、自然体験学習、楽しみだなあ。「上ッ等じゃないですか！　このエリーナ・アートフィールドこそが最大最高最強のキャビンアテンダントであることを見せつけてやりますからね！」

「わたくしにできないことがあるとお思いですか？　キャストルテ・アンブローズの名にかけて……一流のＣＡというのがどういうものか、叩き込んで差し上げましょうッ！」

「キャビンアテンダントなのか客室乗務員なのかフライトアテンダントなのかフライトクルーなのかは諸説あるが……その全すべてを、恋レン海ハイ美メイが制せい覇はしてみせる……！」

　それぞれ宣戦布告をブチ上げてから、三人は颯爽とどこかへ走って行く。

　木葉は余裕の表情でそれを見送った。

　一方、突つっ立ったままのマリィは、俺を冷たい目で見ている。

「お兄ちゃんって、いろんな人にコスプレさせるのが趣しゆ味みなの？」

「んなワケねーだろッ!?」

　根こん拠きよのない風評被ひ害がいに思わず叫さけんだ。しかしマリィは顎あごに指を当てて何やら思案し。

　よりにもよって、三人を追いかけて機内を走って行った。

「……おい、咲ノ芽ＣＡさん。着席してないやつが四人もいるけど、いいのかよ」

「私の目的は貴方あなたの補ほ佐さですので。この席だけファーストクラスの待たい遇ぐうとなるでしょう」

　口調まで仕事用に切り替かえていて、すごいなあと思った。

　あと窓際だから逃にげられねえ、詰つんだ。







　都内某ぼう所しよ。

　円えん卓たくのモニターには輸送機の内部、窓際で憂ゆう鬱うつそうに外の景色を眺ながめる雄介と、澄すました表情でその隣となりに座っている木葉が映し出されていた。

『いやあ……いつものことながら裏工作に余念がないな、さすがは日本』

「お褒ほめいただき光栄ですね」

　事前の根回しで有利なポジションを一気に引き込んだ日本の総理大臣相手に、各国首脳は青筋を浮かべながら、まばらな拍はく手しゆを送る。後ろで見ていたマキナは、これに対してにこにこ笑っている総理が一番怖こわかった。

『だが、ここからは話が変わってくる。ウチのエリーナ──〈男性種ハイエンド・の天敵チヤーミング〉の強みはあらゆる状じよう況きように対応できる万ばん能のうさだ。キャビンアテンダントとしてもそこは変わらない』

『ふっ、それはどうでしょうかね』

　大統領の言葉に鼻を鳴らしたのは、イギリス首相である。

『キャス様を、かの〈妖艶なるピグレツト・支配者クイーン〉を乗務員として傅かしずかせる……本来なら極きよつ刑けいは免まぬかれない重罪ですが、そこにはあらがえない魅み力りよくがある。果たして英雄は耐たえられるかな？』

『笑しよう止し千せん万ばんだな。小手先ばかりと見える』

　重く、とどろくような声で、中国国家主席はモニターを睨にらんだ。

『誰だれもが主題を見誤っている。問題は英雄に対してクリティカルであるかどうかなのだ。〈闇に潜む者ストーカー〉を超こえて英雄にとって最良のＣＡなどこの世界に存在せんよ』

　それぞれが自分が送り込んだハニートラップに自信を見せ、この場を制するのは自分だと意気込んでいる。マキナはこいつら何言ってんだろうと思った。

『なるほど。お手並み拝見といったところですね』

　新顔──ヴィルオは静かに微笑みを浮かべた。しかしその眼光はギラついている。彼女もこの戦いに身を投じるフィクサーにほかならない。

（……さあ、勝負といきましょう）

　後はもう見守ることしかできない。総理は〈天雷姫ケラウノス〉の勝利を信じ、堅かたく拳こぶしを握にぎった。







　飛行機が離り陸りくして数十分。

　俺は久方ぶりに見る雲の上の光景に、ぼんやりとした吐と息いきを漏もらしていた。

「なんというか、二人で旅行に来ているような気分になりますね」

「ああ。お前がその服装じゃなきゃそうだったかもな」

　隣の咲ノ芽ＣＡはかすかに頰ほおを染めてそうのたまった。仕事への意識はどうした。というか乗務員なのになんで俺の隣に座ってんだ。もしかして乗務員ってそういうものなのか。

「もう少ししたら、ブランケットサービスやお食事のトレーが回ってきます。楽しみにしていてくださいね」

　はいよ、と気のない返事をしておく。

　こうした民間旅客機に乗った経験はない。それにわくわくする気持ちもなくはないが、なんというか、マリィが転校してきた日のような嫌いやな予感がする。寝ね不ぶ足そくで意識がふらついていた時は気づかなかった。しかし飛行機に乗ってからはビンビンに感じている。

「ブランケットサービスですー」

　落ちたりしませんようにと祈いのっていると、通路側から声をかけられた。

　顔をそちらに向けると、燃え盛さかるような深しん紅くの髪かみと胸部がぱっつぱつになった──というかワイシャツが深く開はだけられめっちゃ肌はだを露ろ出しゆつしている、ＣＡさんの服装をしたエリーナがいた。

「……ッ!?」

　思わずベルトを外して腰を浮かし、機内を見渡した。少し離はなれたところにいる別のクラスの生徒らが、身を乗り出してこちらを見ている。

「な、なんて格好を……！　俺がそういう服装させてるみたいに思われるやつじゃん！」

「そんなことないですよー？　私はあくまで自主的に、自主的にやってるだけですからー」

「その言い方がもう怪あやしいんだよッ！」

　どんどん俺の社会的ライフがすり減らされていく。泣きそうだ。

「で、ブランケットサービスはいかがですか？」

「……あー、一応もらっておこうかな」

「かしこまりましたー」

　エリーナは俺の返答にニンマリと笑うと……木葉の前を通って、俺の席にやってきて。

　互たがいの顔を向き合わせたまま、俺の上にのしかかってきた。

「……!?　!?　……………………!?」

　何だ!?　何が起きているんだ!?　さっぱり意味が分からない！　助けてマキナ！

「私が、ブランケットですよー」

　エリーナの言葉は耳元でのささやきだった。その感覚に思わず腰が跳はねる。全身で余すところなく、エリーナの感かん触しよくと温度を感じている。柔やわらかさと温かさと謎なぞの甘い香かおりと柔らかさと柔らかさと柔らかさと……

　ダメだ煩ぼん悩のうが先走ってやがる！

「お客様、いかがですかー？」

　俺の首に腕うでが回され、頰と頰をすり寄せるような姿勢。エリーナはそこから、俺の上で小刻みに身体からだを揺ゆらす。そのたびに感触がうねり、俺の身体を未知の快感が駆かけていく。

「ちょちょちょちょちょっと何してるんだ君！」

「もが！」

　さすがに見過ごせなかったのか、隣の木葉がエリーナの顔面に掌しよう底ていを叩たたき込んだ。動どう揺ようの余り口調が崩くずれていらっしゃった。

　そのまま俺から引き剝はがすように窓側へと押しこむも、職業ブランケットさんは上半身の膂りよ力りよくでそれに抵てい抗こうする。

「これはないぞ！　いやこれはないぞこんなのほぼセッ──セッ！　セッじゃないか！」

「もがもがもがもが！」

　俺を挟はさんで、というか俺の上で美少女二人がすごく頰を火ほ照てらせて争っている。

　誰もが夢見る桃とう源げん郷きよう。ハーレム天国と呼ぶ以外にない。

　んなワケねーだろ地じ獄ごくも地獄だわ。

「ええい、いつまで俺の上にいるんだ、どけお前！　大体どんな姿勢だよこれ！　温めるなら添そい寝の方がまだマシだわ！」

　雄お叫たけびを上げ、エリーナを一気に押し戻もどす。

　意外と彼女は抵抗することなく、されるがままにすっとどいてくれた。あれ？

「…………添い寝、の方が良かったですか？」

「えっ」

　よく見るとエリーナ、ちょっと顔を赤くして、胸の上で指と指を突き合わせている。

「それなら、そうと、言ってくださいよー……」

「ち、ちがっ……そういう意味じゃ……」

「んもー、雄介さんってば照れ屋さんなんだからー」

　エリーナは俺の肩かたをバシバシ叩いてから、なんか満足したらしくどっかに去って行った。

　木葉もぽかんと口を開けたまま彼女を見送り、それから錆さび付いた動きで、ゆっくりと俺に顔を向ける。

「……添い寝、されたかったのか？」

「寝る時は一人がいいです……！」

　俺は泣きそうになりながらそう答えた。

　畜ちく生しよう、どうしてこうなるんだ。もう何も言わない方がいいのか？　いや何も言わなかったらあのまま……あのまま……どうなってたんだろう……

「雄介、今とてもよこしまなことを考えているだろう、君」

「ハッ！」

　表情に出ていたらしく、木葉が絶対零れい度どの視線を突きつけてくる。

「これはしょうがないんだよ！　いやほら、俺だって思春期の男子だし、その辺は大目に見てほしいっていうかさあ……」

「むむ……確かに、ああいうことをされて性的興奮をするなと強制する方が酷こくか……」

「もうちょい言い方なかった？」

　辟へき易えきしながら窓の外を見る。現在地点はデバイスにリンクされていて、開けば道半ばといったところだった。意外と早いのか、色々ありすぎて体感時間がバグっているのか。

　隣の咲ノ芽ＣＡが「添い寝か……」と呟つぶやいているのを聞き流しながら、俺はぐっと身体を椅い子すに沈しずみ込ませる。その時だった。

「ビーフオアチキン？」

　なんか聞こえた。顔だけ動かして、通路を見る。

　そこには──すっげえでかい銀色の蓋ふたがあった。

　通路を塞ふさぐほど大きいカートと、そのカート全面をすっぽり覆おおう大きさの蓋である。

「なんすかこれ」

「ドームカバーと呼ばれる、保温用の蓋だ。とはいえこの大きさは特注品だろうな」

　咲ノ芽ＣＡが困こん惑わく混じりに補足してくれた。

　これが何なのかは大体分かった。でも何な故ぜここにあるのかはまったく分からん。

「ビーフオアチキン、オアミー？」

　そこで再度、同じ声。いやなんか追加されてる。

「……アンブローズ嬢じよう、だよな」

　声だけ聞こえるがどこにいるのか分からねえ。

　とその時、一組クラスメイト数名──見たことあると思ったらケーキ部の連中だ──がやってきて、俺をニヤニヤと見つめた。

「はい、英えい赤せき君。ビーフオアチキン、オアキャスちゃん？」

「それ本当に俺の知ってる英語か？」

　言葉を何度反はん芻すうしても意味が分からない。デバイスを小こ突づいて自動翻ほん訳やくさせたが、『牛肉または鶏とり肉にくまたはキャスちゃん』と出た。知らない食材が混ざってんな。

「これ、食事なんだよな……？」

「そのはず、だが」

　木葉は何か、こう、すっげえ冷たい目でドームカバーを見ている。

「はい、それじゃあキャスちゃんってことでー！」

「ご開帳ー！」

　やたらノリノリで、女子たちは三人がかりで巨きよ大だいなドームカバーを持ち上げる。

　果たしてそこにいたのは──なんとも目に毒な際きわどいドレスを身に纏まとい、巨大な銀皿の上に寝そべる、アンブローズ嬢だった。

　ドレスは肩かた口ぐちや腹部、さらにスカート部分まで透とう明めいな生き地じで仕立てられており、彼女の艶つややかな素す肌はだをほとんど守っていない。

　姿が見えないまま声だけ聞こえるのも当然だった。彼女はこの蓋の中にいたのだ。

「ヒューヒュー！　お目が高い！　我々食堂ケーキ部の部長をご指名なんてやるねー！」

「これは一気飲みかな!?」

　アンブローズ嬢って飲み物だったのか。

　思わず現実逃とう避ひしかけたが、ぶんぶんと頭を振ふって意識を取り戻す。

「で、では、わたくしが本日の昼食ということで……」

「お前……頭おかしいよ……」

　あんまりにも、あんまりだ。飛行機中の視線を集めている。俺は両手で顔を覆い、神をこの上なく憎にくんだ。俺が何をした。俺が何をしたっていうんだ。

「とりあえず閉じていいか、これ」

「閉じてくれ……」

　俺が答えると同時、咲ノ芽ＣＡは手を伸のばし、三人がかりで持ち上げていたドームカバーをアンブローズ嬢の上に叩きつけた。鐘かねのように低い音が響ひびく。

「ちょっと！　木葉さん、何をするのですか！」

「それはこちらの台詞せりふだぁっ！」

　蓋がガタゴト揺れまくる。押し上げるアンブローズ嬢と閉じておきたい木葉の戦いだ。

「いや──アンブローズ嬢、さすがにこう、何がしたいのかさっぱり分からねえ」

「分かるでしょう!?　わざわざ牛一頭を載のせられる皿と蓋を用意したのですよ！」

「それなら牛一頭用意してくれや！　そっちの方がずっといい！　というかアンブローズ嬢が小さすぎる！　使うならもっと大きくなってからだろ！」

　顔どころか姿も見えないのだが、俺は必死に銀色のドームに向かって叫さけんだ。俺は何をしているのだろうか。

　そしてドームは……何も返さない。

　噓うそだろ、無機物に対して叫んだバカみたいになってんじゃん。

　しばしの沈ちん黙もくに俺は冷や汗あせを浮うかべ、木葉は首を傾かしげる。
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　それから。

「……で、では、もっと大きくなるまで、お預け、ということでしょうか」

　なんかドームカバーが照れ始めた。

「ち、ちがっ……俺、俺はそんなこと……！」

「おっ、今ので部長的には満足できたのかな？　じゃあウチらはてっしゅー！」

「らじゃー！」

　弁明を開始した直後、ケーキ部部員らは元気よく拳こぶしを突き上げ、カートをゴロゴロと転がして後ろへ下がっていく。取り残されたのは口をぱくぱくと開閉させるばかりの俺と、そんなこちらをじとっと見ている木葉だけだった。

「……君、大きくなったら、食べるのか」

「食べません……！」

　ぎゅうと耳を引っ張られ、半泣きで答えた。もはや咲ノ芽ＣＡは元の口調を維い持じできていない。

「ちょ、ちょっとタンマ！　リセットしてくるから！　お手洗い行ってくる！」

　良くない流れを察知し、俺は思わず席から立ち上がった。

　早く戻ってこい、話は終わってないぞ、という脅おどし文句を背中で聞きながら、俺は廊ろう下かに出てお手洗いに向かって歩く。

「畜生、どうしてこうなっちまうんだ」

　恨うらみ言を虚こ空くうにぶつける俺は、完全に目がイっていただろう。

　嘆たん息そくしながら客席を抜ぬけて、トイレの扉とびらを開く。

「待っていた、雄介」

　レンが便座に腰こし掛かけていた。

「なんで」

「ＣＡと聞いたから」

「なんで!?」

　本当に意味が分からない。助けてマキナ！

　扉を開けっぱなしにして、俺はしばしフリーズする。だがそれが功を奏した。

　視界に入った、お手洗いの扉の表記。それを見てハッと気づく。

「……なあ、レン。お前が考えてるのってさ、多分ＷＣなんじゃねえかな」

　ＣＡとＷＣを間ま違ちがえるのはさっぱり意味が分からないが、恐おそらくこれだ。レンは俺には理解できないトンチキ思考回路で生きている。こんな取り違えがあってもおかしくはない。

　そう、親切心からの指し摘てきだったというのに、彼女は無表情で首を横に振った。

「そんなことはどうでもいい。早く二人きりの密室で気持ちよくなろう？」

「直球すぎるだろ！　お前本当にＣＡの意味分かってんのか！」

「コスプレ・アブノーマルプレイ……？」

「謝れ！　お前ＣＡさんに謝れよ！」

　言い争っている間にも、レンは俺の腕うでを摑つかみ、同時に俺のズボンの留め具に手を伸ばす。

　いやいや待て待て待て待て待て待て待て待て呼吸を荒あららげるな鼻息を激しくするな！

「雄介のトイレに、なりたい……！」

「お前もう死ねよ！」

　必死に引き剝はがそうとするが、レンはここぞとばかりに馬ば鹿か力ぢからを発揮し──違うな！　この女、魔ま力りよく使って腕わん力りよくを強化してやがる！　そこまでするか!?

　伸ばされた腕を必死に押しとどめていると、蛇へびのようにギラついているレンの双そう眸ぼうと視線がかち合う。もう涙なみだが出てきそうだ。

「大体なあ！　トイレの世話してもらう必要はまだねえよ！　もっと先の話なんだわ！」

　咄とつ嗟さに出た叫びだった。

　だが不意に、レンの腕の力が弱まった。

「…………？」

「……長すぎる、もっと先……」

「え、あ、うん、そうだと思うけど」

「身体からだは老いて……引退して……自然に囲まれた一いつ軒けん家やで暮らす……ずっと先の話？」

「そこまでは言ってないな」

　レンは時々、自分の妄もう想そうの中に埋まい没ぼつして現実からいなくなってしまう癖くせがあった。

「老いた自分と雄介が、縁えん側がわに腰掛け、猫ねこを撫なでている……！」

「なんでお前いんの？」

「平へい穏おんそのもの、ぼんやりと過ごす姿には『幸せとは』という問いへの根源的回答が……！」

　ものすごい勢いでぺらぺらと脳内の映像を言葉に出力して。

　感激の涙を流しながら、レンはその場に崩くずれ落ちた。

「……………………」

　俺は数秒黙だまってから、ゆっくりとトイレの扉を閉めた。







　席に戻もどると、もうＣＡさんの服を着込んだマリィが待っていた。

「あはは……その表情、色々あったみたいだねー、お疲つかれ様」

　心こころ遣づかいが染しみ渡わたるぜ。

　俺が自分の席に座ると、マリィは再度俺にお疲れ様と言ってから。

「じゃあ喉のど渇かわいたんじゃない？　飲み物いる？」

「ああ、じゃあなんか適当に」

　マリィは傍そばに持ってきていたカート──アンブローズ嬢のとは違って、適切な大きさだった──の中から紙パックを数種類取り出し、紙コップに注いで少し混ぜる。

「はいカンセー、マリィちゃん特製ジュースだよ！　あ、咲ノ芽ＣＡの分もあるから！」

「む。それは嬉うれしいな」

　マリィが紙コップを二つ並べて、こちらに差し出した。

　俺と木葉はそれぞれ、自分に向かって出されたコップを手に取ろうとし。

　ぐぉんと、飛行機が揺ゆれた。

「あっ」

「──っと」

　マリィの手からコップが宙に浮き、俺は咄嗟にそれを両手でキャッチ──しようとして、勢いがつきすぎて弾はじいてしまった。

「っとっとっと!?」

　俺は中身がこぼれないよう、コップを垂直に二、三度叩たたき上げてから、安定した姿勢でキャッチする。

「ふぃー、あぶねー」

「なんで液体入りのコップでお手玉ができるんだ……？」

　木葉は狐きつねにつままれたような顔をしていた。

「まーまー、お兄ちゃんのおかげでこぼれなかったからヨシでしょ。って、あれ……」

　苦く笑しようしていたマリィは、俺が左右の手に持つコップを凝ぎよう視しし、それから凍こおり付いた。

「どうした？　普ふ通つうに、いただいていいんだよな？」

「えっあっ、う、うん。だけど……」

「じゃあ木葉は……どっちだっけ」

「口をつけたわけでもあるまい、どちらでもいいだろう」

　木葉は俺の右手からコップを取った。いただきますとマリィに告げ、ジュースを飲む。

　おお……うまい。

「マリィ、うまいよこれ。えーと、スポドリベースで、甘めに味付けしてるのか？」

「あっ、うん。そうなんだけど……」

　問うと、マリィは俺と木葉をせわしなく見比べながら頷うなずいた。

　どうしたんだろう。やたらと挙動不ふ審しんになっているが。

　隣となりの咲ノ芽ＣＡもくぴくぴとドリンクを飲みながら、頰ほおを火ほ照てらせ神しん妙みように頷いた。

「絶ぜつ妙みような味付けだけでなく、気き遣づかいも感じるな。体験学習で体力を使うだろうから、今のうちに糖分を摂せつ取しゆしておいた方がいいという心遣いがにくい。それにしてもここは暑いな」

「なんで脱ぬぎ出してんのお前ッ!?」

　咲ノ芽ＣＡは真しん剣けんなコメントの直後、突とつ然ぜん上着を脱ぎブラウスのボタンを外し始めた。

「え、いや、身体が火照ってな……これはもう、脱ぐしかないかと」

「誰だれか助けてくださいーッ！　マリィ！　ＣＡさんを呼んで──こいつがＣＡか！」

　脱ぐしかないって何？　なんでドリンク飲んで突然思考回路がバグってんの？

「あわわわ……やっぱり入れ替かわってる……！」

　マリィは目をぐるぐる回して、何やら呟つぶやきながら震ふるえていた。

　ああくそ、誰も頼たよりにならねえ。咲ノ芽ＣＡは既すでにボタンの上半分ほどを外し終えている。いかん。窓の外をずっと見ているしか──

　と、必死に打開策を模も索さくしていた、その時。

　二度目──ぐわんと、視界が揺れた。

　飛行機が大きく傾かたむいた。生徒全員の身体が引っ張られ、重力との齟そ齬ごに意識が明めい滅めつする。

[image: ]

「うわっと!?」

　衝しよう撃げきにコップがひっくり返ってしまい、ドリンクは木葉の胸むな元もとにかかっていた。

「む。やはり脱いでおいて正解だったか……」

　ドリンクはブラウスにかかることなく、露あらわになった彼女の下着と素す肌はだを濡ぬらしている。

　胸元をがばりと露ろ出しゆつした状態で、頰を上気させ、彼女は髪かみをかき上げてから、眉まゆを八の字に寄せた。行動がミリ単位で色気を纏まとっている。

　意識外からの奇き襲しゆうに、カッと耳が熱くなった。顔を背そむけようとして、いやでも向こうが気にしてないのにそんなことしたら変じゃないかなとか思っちゃってガン見してしまう。

「……ッ！　押しつけるわけでも差し出すわけでもなく、ただ、隣に置く……！　それにアクシデントすら利用した……!?　この人、まさかわざと……！」

　その様子を見ていたマリィが、震しん撼かんした様子で何やら呟いていた。

　木葉はハンカチで胸に飛び散ったドリンクを拭ふき終え、ふうと息を吐はく。

　それから──何か表情をしかめて、頭を押さえた。

「ど、どうした木葉。やっぱ頭に不具合が？」

「頭に不具合ってどういう意味だ……！　いや、そうではなく、こう、何か変な感じが」

　表情は迫はく真しんそのものだった。苦痛に歪ゆがみ、何かに必死に耐たえている。

　俺とマリィは思わず顔を見合わせた。

「えっと、一応私ＣＡだし、酔よい止めのお薬とかなら」

「……違うんだ。何か……何かの思念が、流れ込んできたような……ッ」

　何かの思念──？

　その時、再び、視界が傾いた。同じ方向へ機体そのものがぐらりと揺れ、倒たおれ込んできた木葉を抱だき留めて肩かたに腕を回す。

「な、なにもう、どんだけ不安定なの……？」

「違う」

　マリィの言葉に即そく答とうすると、彼女は目を丸くした。

　二回ならよくある。三回だってよくある。でもこの三回はよくあるものじゃない。

　まるでリズムを刻むかのような、断続的な揺れ。揺れじゃない。外部からの衝撃。

　木葉が俺の腕の中で、はっと顔を上げた。

「これ、は──純じゆん粋すいな──悪意、害意……殺意……ッ!?」

　木葉の謎なぞの感覚と、俺の直感が、同じ結論を弾はじき出したのと同時。

　機内に、大音量の緊きん急きゆうサイレンが鳴り響ひびいた。

　生徒たちの頭上から酸素マスクが落ちてくる。

『緊急事態。当機は攻こう撃げきを受けています。繰くり返します。当機は攻撃を受けています──』

　アナウンスから数秒。

　次の揺れが襲おそいかかってくるや否いなや、生徒たちの悲鳴が幾いく重えにもとどろいた。




　　　　◇




「────英赤ッッ!!」

　シーソーみたいに揺れ続ける飛行機の中。

　通路を猛もう然ぜんと疾しつ走そうする俺の前方。生徒らがいた客室とは異なる階層へ続く階段を、一組担任のクルーニー先生が駆かけ上がってきた。

「貨物室から持ってきた！」

　投げ渡されたのは、鈍にび色いろの無骨な長剣だった。量産型退魔騎装ナイトイレイザー、〈デイブレイカー〉だ。人類が魔法を扱あつかうために必要な、出力装置。それを右手で受け止め、俺は真横にある緊急時用脱だつ出しゆつ口ぐちを見た。

「俺が出たらすぐに！」

　クルーニー先生は無言で頷く。さすがは元軍属、意い思し疎そ通つうが早くて助かるぜ。

「ま、待て雄介！　一体何が……！」

　慌あわてて追ってきた木葉に顔を向け、俺は機体の外側を指さした。

「なんでか分かんねーけど、お前も感じ取ってただろ！　外部からの魔ま力りよく砲ほう撃げきだ！　かなり近い──向こうも飛んでる！　外に出てぶっ潰つぶす！」

「…………ッ!?」

　ドアコックを解除。蹴け破やぶるようにして脱出口の扉とびらを開くと同時、すさまじい気圧差が全身を叩いた。引きずられるようにして機体の外に出るが、左手に魔力を収束させ、輸送機の外部装そう甲こうに吸着させる。

「頼たのんだぞ……！」

　クルーニー先生は歯は嚙がみしながらも、素す早ばやく脱出口の扉を閉じてくれた。最後に見えた木葉は、呆ぼう然ぜんと俺を見ていた。感傷はすぐ、戦せん闘とう用思考回路の濁だく流りゆうに押し流される。

　右手で握にぎった〈デイブレイカー〉にも魔力を通し、それを輸送機の表面に引っかけてロッククライミングの要領でよじ登る。

　少し進めば、スペースシャトルぐらいなら固定できるほど広い機体上部にたどり着く。そこで両足の裏も魔力で吸着性を持たせ、俺は二本の脚あしで立ち上がった。

「……！」

　輸送機とはいえエリートの学生たちを運うん搬ぱんする代しろ物ものだ。魔導エンジンを導入しており、過か剰じよう魔力は障しよう壁へきとして機体周囲に張り巡めぐらされている。

　その障壁の、進行方向を向いて左側がメチャクチャに破は壊かいされていた。黄金色の魔ま方ほう陣じんが機体中部から前部にかけて粉ふん砕さいされ、貫かん通つうした威い力りよくが機体を揺らしたのだ。

「──お前か」

　輸送機の上。

　魔力を用いなければ一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばされ、空のお星様になってしまいそうな場所。

　いたのは俺だけじゃない。真正面。多た脚きやくの生き物がこちらを見ている。

　横に丸い胴どう体たいから伸のびた上半身と、機体に突つき立てられた脚部、いずれも深しん紅く。それでいて有機的。頭部中央には巨きよ大だいな独眼。

　かつて人類の世界に、地球に侵しん攻こうしてきた異世界からの侵しん略りやく者。

　俺の手で総司令官、〈魔王〉を討とう伐ばつされ、二十年に及およぶ大戦争に敗北した生命体。

　──魔物。

「最初からお前が出てきてくれるなんて、ありがたい話だなァ、〈英えい雄ゆう〉……ッ！」

　計六本の脚あしが、花開くようにして蠢うごめく。

　……ッ、日本語だと？　こちらの言語を理解しているのは、高位の魔物の特とく徴ちようだ。

「何者だ」

「魔装組織『バルガ』、七武皇が一人──〈疾しつ風ぷう皇〉ヴァリムートとは俺のことさ。名前だけでも覚えて、みんな仲良く海の藻も屑くずになってくれや」

　魔物、ヴァリムートは脚のうち四本を天高く振ふり上げると──

「──させるかァッ！」

　一手早く飛び込んだ俺が剣を振るい、機体に打ち下ろされんとした多脚を弾はじく。

「おおっとぉ、もっと楽に仕事させてくれないかねえ！」

　軽口を叩たたきながらも、やつは鋭するどい眼光で俺を見る。

「邪じや魔まするんなら、〈撃うち抜ぬく〉ぞぉ？」

「チィィ──！」

　赤い頭部中央。独眼に魔力が収束し、砲撃となって発射される。

　日本語による魔法起動。異文化の言語を理解し、自分たちの領域に組み込んでいる。間ま違ちがいなく長く地球にいた魔物だ。

　瞬時に選せん択たく、下級防ぼう御ぎよ魔法【グレートウォール】を〈デイブレイカー〉へ伝達し、刀身に防御魔法の盾たてを張り付けた。それを以もつて、〈デイブレイカー〉を振りかぶる。

　魔力砲ほう弾だんと防御魔法が激突。衝撃に刀身が軋きしみを上げる。

　受け止めれば反動で機体にダメージが通る。斬きり捨てても機体に当たる。なら別方向へ弾き飛ばすしかない！

「吹き飛べぇぇぇぇぇっ！」

　満身の力で長剣を振り抜いた。拮きつ抗こうしていた魔力砲弾を、バットでかち上げるみたいにぶっ飛ばす。

　狙ねらう先はただ一つ──嘲ちよう笑しようの笑えみを浮うかべている、ヴァリムートの目玉！

「んなァッ──!?」

　ヴァリムートは咄とつ嗟さにのけぞって、しかし弾き返した砲撃の余波が、すれ違いざまにその身体からだを吹き飛ばした。足場に激突するたび脚を突き立て踏ふん張ろうとするも、勢いを殺しきれず無む為いにつま先を削けずるだけに終わる。

　やつの身体は機体の上を数十メートルにわたり転がっていった。生徒からしたら真上からガンガン音が響いて怖こわかったろうが、仕方ない。

「これで仕し舞まいだ……！」

　刹せつ那なのみ、大気に身を沈しずめる。直後に疾走開始。溜ためたパワーを一気に解放し、爆ばく発はつ的なスピードで間合いがなくなる。最大速度への到とう達たつは刹那にも満たない。

「ッテーなおい……」

　派手に打ち付けた頭部を脚の一本で押さえながら、ヴァリムートが身体を起こす。

　その時にはもう、眼前で俺が剣けんを振り上げていて。

「ぇ──」

　遅おそい。遅すぎる。既に底は知れた。反応速度を見た。攻撃の出力を見た。戦闘理論が結果を順当に弾き出す。俺が勝つ。こいつは死ぬ。

　俺はそのぽかんとした間抜け面づらめがけて、〈デイブレイカー〉を、振り下ろ──

「…………ッッ!?」

　直感。第六感。

　その警けい鐘しように従って、俺は〈デイブレイカー〉の刀身を引き戻もどして身体の前に構えた。

　同時、俺めがけ放たれた二つの刺し突とつ。それを刃はで受け止め、激しい火花が散る。

　こいつ自身の反応じゃない。脚は六本とも動いていない。

　──背中。今まで動いていなかった器官が稼か働どうし、伸しん長ちようしてこちらを攻撃してきたのだ。

　それは翼つばさだった。黒光りする刺とげ々とげしい機械翼よく──まて。待て！　機械翼、だと!?

「これ、は……ッ!?」

　誰だれがどう考えてもおかしい。魔物がどうして機械なんて使っている！

　先ほどの魔力砲撃のように、やつらは口頭のみで魔法を起動させる。これは人類にとって理解不能の領域、〈呪文スペル〉と呼ばれる、いわば本家本元の魔法だ。

　人類は機械に入力したプログラムがなければ、魔法を使えない。出力装置として設計された兵器が必要なのだ。

　圧あつ倒とう的なアドバンテージとして、魔物は肉体のみで、自由自在に魔法を行使できるのだ。

　──そのはず、なのに、機械を使っている。

「ハッハー！　いやあ自動起動にしといてよかったわ！　命拾いしたーっ！」

　翼がゆらめき、自在に伸しん縮しゆくし、俺を突き穿うがつ。〈デイブレイカー〉を振り回して迎げい撃げきするが、そこに六本の脚まで加わってきた。舌打ちしながら大きく後退し、仕切り直す。

「翼……飛行能力……違う……武器……いいや……」

　魔物が使う武器とは、退魔騎装ナイトイレイザーとは違って機械ではない、純粋な凶きよう器きだ。

「そんなにコレ、気になるわけ？　ならちょろーっと教えちゃおっかなあ」

　ヴァリムートが軽けい薄はくな口調で告げると同時。

　パッと淡あわい光が散る。莫ばく大だいな量の魔力操作の前兆。だが驚きよう愕がくすべきはそこではない。

　翼が、魔力を収束させている。

「『クアッド・ストリームス』っつーらしいわ。イカしてんだろ？」

　翼を起点として魔方陣がいくつも浮かび上がり、それらが幾き何か学がく的に回転しながら重なり合う。攻撃魔法が組み合わされ、より強力に再構築されていく。

　そんな。

　そんな、馬ば鹿かな。

「──出力装置として設計された兵器だと!?」

　視界を光が埋うめ尽つくす。

　打ち出された砲撃は、収束してもなお視界全すべてを焼き払はらうほどに拡散する。広こう範はん囲い殲せん滅めつ攻撃。ダメだ、俺は生き残れるが被ひ害がいを食い止めきれない……！

　刹那の内に〈デイブレイカー〉へ魔力を収束させ、迫せまり来る殲滅攻撃を迎むかえ撃つ。

　選択したのは下級攻撃魔法【バリスタ】。真っ向から激突させ、大半を蒸発させた──が、足りない！　後ろに抜けていった攻撃がある！

　俺の背後から爆発音が響ひびいた。ガバリと振り向けば、輸送機の尾び翼よくが木こっ端ぱ微み塵じんになって、炎ほのおに包まれながら落ちていく。横方向への拡散も著いちじるしく、主翼が煙けむりを上げていた。

「なんで魔物が、退魔騎装ナイトイレイザーを……ッ!?」

「違う違う。虐殺ハンテイング玩具スコアラーね。人類はこういう武器を使って、こっちと渡わたり合えるようになったよね。だったら、オレらも使えばどうかな──答え合わせよろしくっ！」

　ヴァリムートは最後に、任務かんりょ～と言い残して翼を広げた。

　そこでやっと歯車が嚙かみ合う。襲しゆう撃げきを察知できなかった。反応できなかった。つまり。

「その翼……飛行だけじゃない。ステルス機能もあるんだな」

「そうそう！　だから安全に帰れるってワケ！　じゃーね！」

　俺の知らない、かつての戦せん役えきでは存在しなかった兵器。魔物の新たなる力。

「──ふざけやがって」

　魔物はその単眼を、嘲あざけるようにゆがめていた。俺が聖剣を握り突撃すると同時、深紅の身体は機械翼に包まれ、まるで最初からいなかったようにかき消えて。

「……あれ？」

　やつの疑問の声が聞こえた。直後、こふ、と吐と血けつ音が響く。突撃の方向を反転させ、俺が虚こ空くうに突き出した聖剣。それはステルス機能を行使した魔物を、翼ごと貫つらぬいていた。

「なん、で……オレのいる場所、分かって……？」

「……別に転移するわけじゃない。この場には存在する。お前がいるところだけ、気流の流れが変わる。だから目視できる距きよ離りなら、逃のがさない」

「ん、な……墜つい落らくしそうな、ジェット機の、上なんだぜ……!?」

　装置を破壊され、ヴァリムートの姿が露あらわになる。胸の中央を俺の刃が貫き、口元から体液がこぼれていた。

　確かにこれだけ荒あれ狂くるう気流の中では、やや見定めづらかった。しかし──

「俺を誰だと思ってるんだ、お前」

「…………この、化け物」

「いい答えだ」

　突き立てた聖剣を介かいして魔力を叩き込み、炸さく裂れつさせる。

　ヴァリムートは単眼をこれ以上なく見開くと同時、バツンと内側から弾け飛んだ。

　……復活する気配はないな。だが、やつを仕留めただけでは、事態は解決しない。

　片耳に引っかかっているデバイスを立ち上げ、木葉に通話をかける。すぐに彼女は出た。

『雄介！　どうなってる!?　今ひどい衝しよう撃げきと、すごい揺ゆれが……！』

「魔物は倒たおしたが、輸送機が損傷した！　いくつか機体に穴が開いてるはずだ、それを防御魔法で塞ふさいでくれ！」

　叫さけびながら、機体前方のコックピット部分めがけて走り出す。

　輸送機全体のバランスを確かく認にんし、生徒たちのいる客室の位置を確認した。

「あとパイロットと連れん絡らくして、マップを俺に共有してくれ！　安全に墜落させる！」

『……ッ！　パイロットのところへは私が向かう、他のみんなは各部の応急処置を！』

　通信先でもばたばたと足音が響き始めた。

　輸送機の上を全力疾しつ走そうで駆かけ抜け、機体の先せん端たんに到とう着ちやくする。〈デイブレイカー〉をベルトに差すと、俺は四し肢しを機体表面に張り付けて、ゆっくりと、機体の前面へと下りていった。機体前方の視界を確保する窓、ウィンドシールドとかなんとかいうところに足から順に下りていく。

『雄介聞こえるか、機体状じよう況きようを把は握あくした。今この機体はバランスがメチャクチャになっている！　魔導エンジンが二発破損、尾翼喪そう失しつ……水平状態を保てているだけでも奇き跡せきだ！』

「だろうなあ……！」

　下半身、腰こし、胸、ついに顔ときて、俺はコックピットの中を窓に張り付いて覗のぞき込んだ。最初に目が合ったのは二人のパイロット。サングラスを兼かねたマルチディスプレイグラスをかけている。それ越ごしに彼らの驚愕の表情が見えた。

　そして操縦席の後ろには、デバイスに向かって必死に叫んでいる木葉の姿もあった。

　一応気づくかなと、窓をノックする。全然気づいてくれない。

「あー……木葉、聞こえるか？」

『聞こえているさ！　どうする雄介、時間がない！　このままだと施し設せつ近辺に不時着することになる！』

「不時着ルートは？」

『今送った！　施設近くの森林地帯、住民はいない！　だがうまくいく保証はないぞ！』

「力ちから業わざでなんとかする。そのためにここに来たわけだしな」

『ここ、って……』

　そこで木葉は周囲を見み渡わたし、計器類を見て。

　最後に窓を見た。

　強風にびゅんびゅん煽あおられ髪かみがばっさばっさなりながらも、手足を使って窓にへばりついている俺と視線が合った。

『何してるんだ君ィィィィ────────!?』

「今からこの輸送機を安全に着陸させる。パイロットの人に、俺が合図したら全部の魔ま導どうエンジンを停止させるように言ってくれ」

『な、な、な……』

　目を見開いて全身で驚愕し、数秒言葉を失って。

　その後にはもう、彼女はキッといつものまなざしを取り戻していた。

『──信じるぞ、雄介！』

「ああ、任された……！」

　窓の部分からさらに下り、機体下部へ。

　空中を猛もうスピードで疾走する、全長約八十メートル、総重量約二百トンの鉄の棺かん桶おけ。

　中には同学年の生徒が詰つめ込まれている。このまま落ちればただでは済まないだろう。生き残る生徒もいるだろうし、生き残れない生徒もいる。

　だけど──俺がいるのに、不必要な犠ぎ牲せいなんか出させたくない。

「…………っしゃあ！」

　自分に気合いを入れるために叫んだ。失敗は許されない。得意分野の殺さつ戮りくでもない。だからこそ強気でいけ。自分に吞のまれるな。

　俺は輸送機の先端を、左右の腕うででしっかりと抱だきしめて。

「魔力循じゆん環かん──」

　ちょうど、輸送機と真っ向からぶつかり合う形で。

「魔力装そう塡てん──」

　全身を駆け巡めぐる魔力を感じて。

「──────弾はじけろォォッ!!」

　俺の適性では扱あつかえない上級攻撃魔法【ジ・イグニッション・ブレス】を選せん択たくした──！







　断続的に機体が大きく揺さぶられ、生徒たちが縮こまって怯おびえている。

　自分の席に座って、マリィも同様に、せわしなく視線を動かしていた。だが、彼女の狼ろう狽ばいは、他の生徒とは少し異なっていた。

（襲撃……恐おそらく、魔物……）

　得られた言葉はごく僅わずか。それでも分かってしまう。

　情報と情報が嚙み合い、彼女にとって最悪の結論が導かれる。

（これはもしかして……私の存在が、知られて……だとしたら……ッ）

「そんなに不安そうにしなくても、大だい丈じよう夫ぶですよー」

　隣となりから、間延びした声。

　見れば余よ裕ゆうの表情で、エリーナが窓の外を見ていた。

「ちょ、ちょっとエリーナ、だって攻撃を受けてるって……」

「雄介さんが行きましたから、わたくしたちは彼を信じるだけですわ」

　通路を挟はさんだ席のキャストルテも、表情に怯えはない。その横ではレンも頷うなずいていた。

「大丈夫。安心してマリィ。其方そちらの兄は……強い人だから」

「……ッ」

　三人が寄せる信しん頼らい。

　英えい雄ゆう譚たんではなく、何かもっと、事実に裏打ちされたものだと察することができた。

　それは──いっそ残ざん酷こくなほど、マリィが持たない、雄介との積み上げを感じさせるものでもあった。







　俺の意思伝達により〈デイブレイカー〉内部のプログラムが起動。循じゆん環かんする魔力を用いて、莫ばく大だいな威い力りよくを誇ほこる攻こう撃げき魔法を構築しようとする。

　が。

「ぐ、ぎ…………!!」

　全身の神経がスパークした。視界が明めい滅めつする。意識が千切れそうになる。

　自分そのものが混こん濁だくする中で、必死にたぐり寄せる。

　上級攻撃魔法を、俺は扱えない。かつて受けた人体実験の後こう遺い症しようで、一定量以上の魔力を扱おうとすると、激しい痛みに襲おそわれると同時、まともに魔力制せい御ぎよできなくなる。

「ふ、ぎぎぎぎぎぎぎ………………ッッ!!」

　では、制御できなくなった魔力はどうなるのか。

　結論──全身の至る箇か所しよからの、暴発。

　制御を離はなれた魔力は可視化され、銀色の間欠泉となって俺の身体からだ各部から噴ふき上がる。

　そう、制御を離れ収束できなくなった魔力だが──その量だけはお墨すみ付つきだ。

　加えて、収束できなくとも、指向性にはかろうじて干かん渉しようできる。

「だああああああああああああああああああああああッッ!!」

　デバイスにウィンドウを立ち上げさせ、マップを表示。どの方向へ向けるべきなのかを演算する。痛みで朧おぼろ気げになっている頭脳を死に物狂ぐるいでブン回す。

『何、してるんだ……!?』

　説明している余裕がない！

　歯を食いしばりすぎて奥歯が砕くだけそうだ。もう意味をなさない、獣けもののようなうなり声しか出ていない。

　輸送機が轟ごう音おんを上げて、パーツを散らばらせていく。主しゆ翼よくから立ち上る煙けむりはどんどん黒くなっていく。問題ない、むしろ余計なものはそぎ落としていった方が効率的だ。

「……ッ、あと──」

『墜落まで三十秒！』

　気が遠くなりそうだ。まだ三十秒あるのか。

　過か剰じような激痛に、全身の神経が麻ま痺ひしつつある。噴ふん射しやされる魔力が落下コースを微び細さいに調整していき、マップに表示された不時着コースへと誘ゆう導どうする。

「この、は────！」

『エンジンをカットしてください！』

　木葉がパイロットに指示を出すと、作動していたエンジンから魔力が抜ぬけていき、推力が失われる。あとは航空力学的な揚よう力りよくと慣性が、この巨きよ体たいを動かす力だ。

　だったら、それを操あやつればいい！

　言葉にならない叫びが喉のどから迸ほとばしり、墜つい落らくする輸送機に真正面から魔力噴ふん射しやをぶつけて相そう殺さいしていく。

『アナウンス！　全員に耐たい衝撃姿勢を取らせて！』

　木葉の声が遠い。

　空気を切り裂さいて墜落する数百トンの鉄てつ塊かい。

　極きわめに極めた高度適性者なら、魔法一つで完かん璧ぺきに浮うかせられるかもしれない。でもそんな奴やつらは、先の大戦でほとんど死んだ。

　なら俺は──足りない部分はパワーで補うしかねえェッ！

『雄介、もう落ちる！　どけ！』

「どくかよおおおおおおっ!!」

　地面が迫せまる。顔だけ振ふり向けば、木々が生おい茂しげる中にまさに突つっ込もうとしている。

　全身に俺が扱える量の魔力を通す。準備はできた。

　接地まで五秒、四、三──

　両足の感覚が吹ふき飛んだ。

　土ど砂しやが天高く舞まい上がり、樹木が根元から吹き飛ばされる。

　緑色に染まっていた景観を、殴なぐり込んだ輸送機が跡あと形かたもなく粉ふん砕さいした。主翼がもぎ取れて置き去りにされる。

　胴どう体たい部分しか残っていない輸送機が地面を滑すべっていく。

　衝しよう撃げきに内部の生徒もしっちゃかめっちゃかに揺ゆらされているだろう。

　本来ならば、一分近く続いたであろうハードランディング。

　しかし元々の推力を減退させられ、さらに着陸中もずっとブレーキをかけられていたかのように。

　ものの十数秒で、輸送機は速度を急激に落とし。

　やがて、音が消えた。

「…………………………」

『…………………………』

　デバイスから、僅かに呼吸音が聞こえる。

『…………ゆう、すけ？　なんとか、なった、のか』

「…………あと少し、衝撃体勢取っていてくれるか？」

　え？　と木葉が聞き返すと同時。

　俺は両腕で持ち上げていた輸送機の機体を、なるべくゆっくり地面に下ろした。

　重々しい轟音とともに、砂すな煙けむりがあたりにまき散らされる。

『──────は？　え？　今の……え？　きみ、いや、そんなまさか』

「さすがに……足吹っ飛ぶかと思ったわあ……」

　輸送機から離れ、俺はそのまま、背中から地面に飛び込んだ。

　上半身で輸送機を支えつつ、両足で着陸して全すべての衝撃を受け止める。正確に言えば輸送機が分解したり客室に致ち命めい的てきなダメージが届いたりしないよう、安全な箇所に衝撃を受け流し続ける。

　なんとか、うまくいったっぽい。輸送機はあらゆる箇所から火花を散らしつつも無事だし、俺も無事だ。

　寝ねっ転がったまま、天を見た。青空の真ん中で、お日様が俺に光を降らしている。

　俺は舌打ちをして、太陽に向かって吠ほえた。

「二度と、二度と飛行機なんて乗らねえ……!!」

　ちなみに帰りも飛行機である。







　都内某ぼう所しよ。

「なんか大事になってる…………！」

　桜束魔法学園一年生を乗せた輸送機が不時着するのを見届けて、総理は顔を覆おおい尽つくしていた冷や汗あせをハンカチで拭ふき取った。

　機内のハニートラップを見守るつもりが、突とつ然ぜん事態は思わぬ方向へ転び、輸送機墜落の危機となっていたのだ。場にいた全員が言葉を失っている。

　やがて再起動を果たしたアメリカ大統領が、天を仰あおいだ。

『聞いたことがあるぞ……『バルガ』といったか。新興の武装勢力だったはずだ』

『私も耳に挟んだことのある名前です。しかし、〈英雄〉がいたのは不幸中の幸いかと』

『ああ。彼が現場にいるのなら、脅きよう威いにはならないだろう。ひとまずは生徒の安全を確かく認にんし、それから施し設せつへ連れん絡らくを』

　各国首脳らはそれぞれのパイプラインを稼か働どうさせ、事態の収拾に向けて動き始めた。

　マキナは関連施設へ迅じん速そくに連絡を出しつつも、思わず舌打ちをしそうになった。

（この人たち……最初から、中断なんて考えてない……ッ！）

　誰だれもが清せい廉れん潔けつ白ぱくな顔をして、陰いん謀ぼうが錯さく綜そうし、腹の底を見み透すかせない会議室。

「総理、お言葉ですが」

「はい？」

　マキナは意を決して、口火を切った。

「自然体験学習の中断は、考えないのですか」

　それを受けて各国首脳は、数秒黙だまり込んだ。

『──アーデンクルス君』

　最初に答えたのはアメリカ大統領だった。

『確かに危険性を払ふつ拭しよくできたわけではない。しかしだよ。もしも……魔ま物ものによる騒そう乱らんだと断定して自然体験学習を中断するなら、英赤雄介はどう思う？』

「どう、とは」

　大統領の言葉の続きを、イギリス首相が真しん剣けんな表情で引き取る。

『魔物との争いで青春を失った彼に、また、魔物との戦いを優先させたいのかね？』

「────────」

　それは。

　それは彼の後見人を務めてきたマキナにとっては、痛つう烈れつな意見だった。

「……そん、な、つもりでは……ッ」

『無論、これ以上の被ひ害がいが起きないよう、我々も最大限の努力をする。だから……どうか彼に、青春を続けさせてあげてはくれないか』

　中国国家主席の懇こん願がんとも取れる発言に、マキナは黙り込む。

「お気持ちは分かります。ですが、……私は彼の望むものを、守ってあげたいと思います」

　総理の声は優やさしかった。

　マキナは拳こぶしを握にぎり、雄介の心中まで読み解いてはいなかった自分を恥はじた。

（ただの策さく謀ぼう家だと思っていた。けれど、ここにいる全員は……きちんと彼のことも考えてくれていた）

　先ほどまでの自分を恥じ、マキナは無言で深々と頭を下げる。

　苦く笑しようを浮かべ、各国首脳は別に構わないよと声をかけた。

　彼らは一様に、椅い子すに深々と背を預けて。

（それにハニトラの機会を失いたくはないからな）

（それにハニトラの機会を失いたくはありませんからね）

（それにハニトラの機会を失うわけにはいかんからな）

（この人たち絶対ハニトラの機会を失いたくないとか思ってるな）

　首脳らは総じてクズだった。

　陰謀が巡めぐり、決して腹の底は見せない円えん卓たく会議場。

　そんな中で。

　一人──前まえ髪がみに隠かくれ表情のうかがえないヴィルオが、円卓の下でぐっと拳を握っている。

　歯を食いしばり、頰ほおに一筋の汗を垂らし。

（やはり動き始めていたか、『バルガ』……！）

　焦しよう燥そうも露あらわに──まるで事故の対応に交ざるかのように、彼女もデバイスを立ち上げた。




　　　　◇




「あー………………」

　目を開けば、普ふ段だんとは違ちがった天てん井じようが目に入った。

　ベッドも微び妙みように違う感じがする。というかまったく違う。

　思い出した。ここは体験学習施設の一室。俺に割り当てられた部屋だ。

　ベッドから下りて、のびをする。輸送機を全身で受け止めたのはまずかった。身体からだがバキバキだ。バキバキで済んで良かった、ベキベキとかバラバラとかも全然あり得たし。

「やっぱ暴発は無茶だったよなあ」

　独りごちてから、そういえばとデバイスを起動させる。木葉たちから起きたらすぐ連絡するようにメッセージが届いているが、後回しにしてマキナへ連絡を入れた。

「もしもし、聞こえるか」

『ええ…………まったく、またひどいムチャをしたわね』

　通話はコール音をほとんど挟はさまず開かれた。

　何やら事務処理をしている最中なのだろう、彼女は両腕うでをせわしなく動かしている。

「悪かったよ──で、事情は全部把は握あくしてるよな。魔装組織『バルガ』、心当たりは」

『ヒットしたわ。新興の指定警けい戒かい組織『バルガ』──地球に残存し、人類がまだ領土として回復できていない『未み奪だつ還かん領域』に根城を構えているとされる、武ぶ闘とう派はの組織よ』

「武闘派、か」

『具体的に言えば英赤雄介の武力による抹まつ殺さつを目論もくろんでいる、といったところね』

「おいおい……いや……なるほどな？」

　直接戦せん闘とうによる打だ倒とうを目指すのなら、確かに機械を取り入れているのに納なつ得とくがいく。

「マキナ。あの魔物……真っ向勝負でなら対応できるが、戦略の範はん囲いでは今までにない強敵かもしれねえ。どうやら今回の体験学習、素す直なおに楽しめそうにはないぜ」

『ええ。こっちも分かったことがあれば随ずい時じ連絡するわ……でも、とにかく今は、身体を休めなさい』

「はいよ」

　マキナとの通話を終えて、がらんどうな部屋を見み渡わたす。

　っていうか、そうか、俺が寝てる間に一日目ほとんど終わってるのかこれ。

　時刻を表示させると、なんと消灯時間を過ぎていた。夕食を食いっぱぐれている。おなかすいたんですけど。自由時間じゃないから、他の部屋にも行けねえじゃん。

　──自由時間以外では、他の部屋に行くことはできない。

「…………ん？」

　よく考えた。出歩けない。部屋から出てはいけない。

　時間は、明日の朝までだ。これ俺部屋に閉じ込められてるも同然じゃね？

「──やべえ」

　声が出た。部屋に来られたらどうすればいいんだ？

　だが事態は猶ゆう予よを許さなかった。

　悪あく戦せん苦く闘とうの末ボロッボロの俺を打ちのめすように。

　こんこんと、軽く、ドアがノックされた──







「ふぅっ…………」

　自由時間終しゆう了りよう後ご。

　体験学習施設の宿しゆく泊はく棟とうは、定期的に教師が見回りを行っている。廊ろう下かは明かりが消され、緑色の非常灯が薄うすぼんやりと光るだけだった。

　その中を、エリーナは呼吸を押し殺して進んでいた。

　彼女は優ゆう秀しゆうなハニートラップだが、同時に高度適性を誇ほこるエリートでもある。そして彼女は特に火の属性魔法に長たけた、火属性適性者パイロテクニクストだ。

　エリーナが操あやつるのは炎えん熱ねつ。そう、火を熾おこし、炎ほのおを噴ふき上がらせ、焰ほのおの鎧よろいをその身に纏まとうことも可能である。だが本質はそこにはない。

　炎熱、即すなわち不可視の熱そのものを操作することが可能であるということ。

（中級火属性魔法【フレイム・ミラージュ】……うまくいっているようですね）

　光は熱によって歪ゆがむ。エリーナはそれを利用して、人間の目に入る光を歪わい曲きよくさせ、自分の姿を消していた。

（さてさて、いよいよ雄介さんの部屋ですが）

　部屋番号を確認して、エリーナは立ち止まる。現在は消灯時刻、教師さえ回かい避ひすれば邪じや魔まは入らない。

「…………」

　だがエリーナはここにきて、壁かべをコンと小さく指で弾はじいた。

　廊下に彼女以外の姿はない。だが、思考回路を理解していれば分かる。

　コン、コン、と小さく二度、エリーナが発したように同じ音が響ひびいた。

「やっぱりいましたか」

　小声でささやく。返事はすぐに返ってきた。

「そちらこそ。わたくしは補助魔法の不可視迷彩インビジブルを使っておりますが、この熱気は……属性魔法ですわね？」

「ご名答でーす」

　姿こそ見えないが、キャストルテの声がした。どうやらドアのすぐ傍そばにいるらしい。

「で、レンさんですか？」

「肯こう定てい。自分は特とく殊しゆ潜せん入にゆう任務用の魔導迷彩スーツを着込んでいる」

「うわめっちゃ高いやつじゃないですか。すっごー……」

　同様にレンもまた、見えないよう工く夫ふうを凝こらしてこの場にいるようだ。

　つまり部屋への侵しん入にゆうを目論む者がここには三名。それぞれが頭を回した。

「……さて、どうします？」

「自分は拳で決めるべきだと思う」

　レンは両の拳を突つき合わせて、カッと軽い音を立てた。彼女の八はつ極きよく拳けんの実力を知っている身としては、エリーナもキャストルテも戦闘は勘かん弁べん願いたい。時間がかかるし、何より教師陣じんにバレるリスクが高まる。

「わたくしは協力に一票ですわね」

「断る。自分にメリットがない」

「まあお聞きなさい。わたくし、あくまで雄介さんへのねぎらいのために参りました。自由時間の間はずっと寝ね込こんでいらっしゃったので……今しかないか、と」

「それは私だって同じですよー。癒いやしてあげたくて、感謝したくて来てるんです」

「同様。自分も雄介の調子は大だい丈じよう夫ぶか、確かめるための来訪」

　キャストルテは（不可視状態だが）真ま面じ目めくさった顔で滔とう々とうと言葉を続ける。

「ならばここは皆みなで一いつ緒しよに入りましょう。人数が多い方が、やれることも増えますわ」

「……一理ある」

　レンは納なつ得とくの声を上げた。エリーナも異論はなかった。

（まあ部屋に入った瞬しゆん間かんに二人とも無力化しますけど）

（まあ部屋に入った瞬間にお二人は無力化しますけれども）

（まあ部屋に入った瞬間に二人を無力化すればいい）

　少女らもボスに似て、総じてクズだった。

　レンがドアに近づき、パスコード入力機に端たん子しをつなぐ。十秒ほどで鍵かぎの開く音がした。

「行きますか」

「ええ、行きましょう」

　ドアを小さく開き、そこから不可視状態を解除した三人が一気に飛び込む。

　それぞれもう戦闘準備は終わっていた。レンが拳を突き出すと同時、エリーナはそれをハイキックで迎むかえ撃うち、キャストルテは鞭むちで二人の片腕を絡からめ取り──

「あれ？」

　全員、そこで止まった。

　侵入に成功した、英赤雄介の一人部屋。窓は閉められ、明かりも消された薄うす暗ぐらいそこで。

　主あるじ不在のベッドだけが、ぽつんと佇たたずんでいる。







「お兄ちゃん、こんな感じでどうー？」

「あーイイ感じだわー」

　部屋にいるのは、俺と、部屋着に着き替がえたマリィだけだった。

　ベッドに横たわった俺の身体を、自じ称しよう妹がマッサージしてくれている。

「いやあバキバキだね！　ベキベキとかバラバラにならなくて良かったけど！」

「ああ、それは俺も思った」

「他人ひと事ごとみたいに言ってる人には痛いのいくよー」

「……？」

「う、噓うそでしょ痛みのツボが効かない!?　なんで!?」

「あー痛みに関しては耐たい性せいあるからなー」

　こりゃだめだと、マリィは呆あきれた表情になった。マッサージも終わったらしく、俺はベッドから起き上がる。

「にしても、俺を連れ込んで良かったのかよ……」

「まだ話したりないし、もっとお兄ちゃんと遊びたいから……それに、良かったでしょ？」

「それは、まあ……」

　あの時。

　ドアをノックして入ってきたのはマリィだった。

　なんでも教師のいないルートを見つけたらしく、そこを使って、俺は急きゆう遽きよ自室からマリィの部屋へと避ひ難なんしたのだった。

　……なんというか、敵から逃にげるために別の敵の縄なわ張ばりに踏ふみ入った感じはあるが。

　少なくとも終わりの見えない籠ろう城じよう戦をやらされるよりはずっといい。これのメリットは何より、対処する相手が一人で済むことにある。

「でも体験学習、あんなことがあったのに続くんだね」

「ああ。俺がいるからな」

　即そく答とうすると、マリィは目を丸くした。

「え、だけど……」

「これは俺にとっても、望ましい展開だ。俺はずっと戦いばっかだったしさ……こういうの、憧あこがれてたんだよ。それがよりにもよって戦闘のせいでなくなるなんて耐たえられない。だから責任を持って、俺がこの体験学習を守る」

　力強く、言い切った。

　相手は未知数だ。それでも俺が勝つ。勝たねばならない。

　それこそが、俺の責務であり、俺の存在理由なのだから。

　マリィは少し黙だまったあと、なら、安心かも、とだけ呟つぶやいた。

「うん。よろしくお願いします。それと……私を守ってくれて、ありがとね」

「気にするな。みんなを守ろうとした結果だ、お前個人が何か恩を感じる必要はねえよ」

「ううん……」

　マリィは何かを言おうとして、けれども言葉を吞のみ込んだ。

「……えっと、じゃあ明日も早いし、さっさと寝ちゃおうか」

「ん、そうだな。あ、その前に、シャワー浴びていいか？」

「お兄ちゃん……妹に何するつもりなの……？」

「何もしねえよ！　なんでシャワーから即そく座ざにそうつながるんだよ！」

　マリィは自分の身体からだを抱だきしめて、後ずさった。

　納なつ得とくがいかねえ。どうしてこうも振ふり回されてばかりなんだ。

「まあとにかく、私はもうベッド入っちゃうから。寝てたらごめんねー」

「気にするな、おやすみマリィ」

　すっとベッドに入り込む妹を見て。

　多分だけど、部屋に残留してるよりはこっちの方がマシかな、と思った。




　　　　◇




　闇やみの中で、声が響いていた。

『ヴァリムートがやられたか』

「ああ。やはり手て強ごわい……まさかここまで圧あつ倒とうされるとは」

　声に畏い怖ふがこもっていた。その恐おそれを振り払はらうように、力強く言葉を重ねる。

「だが、必ず殺す。殺さなければならない……！」

　学習施し設せつを監かん視しするような位置取りで、その存在は、誰だれかと通信していた。

『そして、日程は中止せず。ジールの読み通りだな』

「英えい雄ゆうがいるからな。そう判断するだろうと思ったよ……くく、隙すきだらけだな」

　闇の中で、それは声を震ふるわせた。だが瞬間に、嗤わらいは止まった。

　感じ取った。いるはずのない存在を。

「…………いるぞ、見つけたぞ……」

『何を？』

　問いに返されたのは、憎ぞう悪おに滾たぎった声。

「裏切り者……！　裏切り者だ……！」

　その声は明確に──英赤マリィに突きつけられていた。








第三章　甘かん美びで危険なレクリエーション









　人類と魔ま物ものの戦争は終わった。

　しかし、異星からの侵しん略りやくの爪つめ痕あとは、そう簡単に消えたりはしない。

　度たび重かさなる防衛ラインの後退の中、放ほう棄きせざるを得なかった領土がある。人類の総人口が三十億にまで減らされた現状、魔物を撃げき退たいしたはいいものの人間の再入植に手が回らず、放置されている土地。一いつ般ぱんには未み奪だつ還かん領域と呼ばれる場所が、この星には数多あまたある。

　故ゆえにその未奪還領域を根城として、地球に留とどまり反はん抗こうを続けている魔物もいた。

　その中でも、ユーラシア大陸、中央アジアをアジトとしていた集団。

　指定警けい戒かい組織『バルガ』。新興勢力ではあるものの、散発的なテロ行こう為いによって多くの人々が犠ぎ牲せいになっている。

　特に組織運営において幹部として君臨する七体の魔物。

　彼ら彼女らは自ら〈七武皇〉を名乗り、精力的に活動──人類の虐ぎやく殺さつ──を行っていた。

「まあ、精力的すぎて、アジトに全然集まらないのだが」

　呟きは苦笑混じりだった。

　夜の闇が朝焼けにかき消されようとしている早朝。

　自然体験学習施設を一望できる小高い丘おかに、場ば違ちがいな椅い子すが置かれていた。豪ごう奢しやで、革かわ張ばりの、歳としを取った椅子だった。

　腰こし掛かけているのはダークスーツに黒いネクタイを合わせ、あごひげを生やした、まだ若い男性だった。三十代に見える外見でありながら、身に纏まとう雰ふん囲い気きには貫かん禄ろくがある。

「困ったものだ。今回ばかりはちゃんと全員集まってくれるといいんだが──いや、無用な心配だったかな？」

　彼は後ろを振り返った。

　そこには五つの影かげが並んでいた。

「ジール、確かに僕らの足並みって最悪だけど……今回までそうなると思ったのかい？」

　一番小さな影が、拗すねたように声を上げる。

　ジールと呼ばれたスーツの男は苦く笑しようした。

「そうなっては困る、ぐらいさ。この機会を逃のがすはずがないと分かっていたとも」

　ジールは立ち上がり、五つの影──一つ減ってしまった、自分以外の〈七武皇〉メンバーを見み渡わたした。

「〈雷らい霆てい皇こう〉ムミミル。『ミョルニル・ザ・テンペスト』と共に、ここに」

　一番小さな影が言った。

「〈火か焰えん皇〉ギロン。『ディメンション・ハイ・メイル』と共に、ここに！」

　反対に最も大きな影が言った。

「〈氷ひよう原げん皇〉ビーファル……『ブリザード・オブ・アブソリュート・ゼロ』と共に、ここに」

　左右でひどくアンバランスな影が言った。

「〈妖よう闇あん皇〉フェルナーデ～。『ファインド・ネビュラス』と共に、ここに～」

　他と比べて華きや奢しやな影が言った。

「〈覇は閃せん皇〉グランベリ・ハイアーミストレス。『ネオ・インパクター』──共にここに」

　屈くつ強きような影が言った。

「〈虚きよ絶ぜつ皇〉ジール──七武皇筆頭として、ここに」

　最後に、スーツの男がそう言った。

　彼は一同を見渡し口元を歪ゆがませた。ひどく残ざん酷こくで、笑え顔がおとは到とう底てい呼べない代しろ物ものだった。

「それじゃあ始めよう。ヴァリムートの分まで楽しもうか──英雄譚たんの失しつ墜ついを」




　　　　◇




　遠くで、声が聞こえた。自分の名を、呼ばれていた。

「ねー、起きて。起きてってばお兄ちゃん」

　揺ゆさぶられている。まどろみの中から引っ張り出され、目を開く。

　ぼやけている視界の中で、桃もも色いろが揺れている。だんだんと焦しよう点てんが合っていき、とんでもない美少女が俺の目に飛び込んできた。

「……ッ!?」

「あ、起きた？」

　美少女と同どう棲せいしてる近未来にタイムスリップしたのか!?

　掛かけ布ぶ団とんを跳はね飛ばして起きると、そこは体験学習施設の宿しゆく泊はく部屋だった。

　俺の顔を覗のぞき込んでいたのはマリィだった。そういえば昨晩、彼女の部屋のお世話になったんだっけか。

「えっとね、今日はレクリエーションとご飯作りと肝きも試だめしとキャンプファイヤーがあるでしょ？　朝ご飯食べ損そこねるのはちょっとヤバいと思うなー」

「あー……それはヤバいな」

　ぼんやりとした意識を、頭を振ってシャキッとさせる。

「うし。おはようマリィ」

「うん、おはよ」

　にぱっと笑みを浮うかべて、マリィが挨あい拶さつを返してくれる。

「えへへ、なんか今の、家族っぽかったね」

「え。なんでよ」

「むー。決まってるじゃん。一番におはようって挨拶できたのが、だよ！」

「……………………」

　俺は感情の抜ぬけ落ちた無表情になって黙り込んだ。毎朝一番に挨拶するのが家族の特とく徴ちようだというのなら、俺は本気でレンを家族として認にん定ていしなければならない。

「お兄ちゃん？　どうかしたの？」

「ああいや、なんでもない」

　嘆たん息そくし、重苦しい吐と息いきと共に邪じや念ねんを追い出した。

　洗面台に行き、軽く顔を洗う。鏡を見ればいくぶんかシャキッとした顔になっていた。

「それで、身体の調子はどーかな？　痛いとことかない？」

「ん、痛みは引いたな。魔力感覚はまだ完全復旧じゃないけど、多少は戦やれる感じ」

「戦えるかどうかは聞いてないんだけど……なら体験学習に参加できそう？」

「問題ないぜ」

　昨晩持ち込んだ鞄かばんを抱かかえてトイレに入り、着き替がえを引っ張り出す。

　二日目は昼から夜にかけて、野外で自然散策を行う。動きやすいよう、黒のアンダーシャツを着込み、迷めい彩さい効果のある半はん袖そでのＴシャツとカーゴパンツを穿はいた。

　トイレを出ると、既すでにマリィは半袖のパーカーと半ズボンに着替えている。

「よし、行くか」

　俺は野外行動用に、ズボンのポケットにツールナイフを入れ、ベルトにフラッシュライトを差し入れた。魔法で替えは利きくが、魔力を消しよう耗もうしないに越こしたことはない。

「……なんていうか、野外レクリエーションの意味を取り違えた格好だよねー……」

「そうかな、遊べるときには遊ぶつもりだぞ」

「ほんとぉ？　蛇へび捕つかまえるのを遊びとか言い出さないよね」

　マリィは疑わしげに、足首に仕込んだ小型ナイフの引き抜きを確認する俺を見た。

　失敬な。俺だって学生なんだ。遊ぶときは遊ぶさ。

　俺はトランクを開く。そこから目的のブツを取り出し、マリィへ突つきつけた。

「見ろ！　浮き輪持ってきたんだぞ！」

「落差で風か邪ぜを引きそうだよ……！」







　二人で学習施し設せつ宿泊棟とうの一階に下りる。

　とりあえず朝の集合時間には間に合った。今日はまず朝食を食べて、それからレクリエーションの説明を受けるらしい。

「こういう集団で一いつ斉せいに食事をするのって、壮そう観かんだな」

「あはは、確かにそうかもね」

　大食堂の入り口傍そばには、既に朝食セットのトレーが敷しき詰つめられている。一人一つのそれを抱えて、クラスのテーブルへと向かった。

　一組用のテーブルはほとんど埋うまっていた。空いている席──なんか意図的に空いているような気がしたが──に座ると、一組生徒らは静かに合がつ掌しようするか十字を切るかし始めた。

　え、なんで？

　隣となりにマリィが座り、周囲を見渡す。俺たち兄妹きようだいを取り囲むような配置で、木この葉はとエリーナとアンブローズ嬢じようとレンが、トレーの食事には一いつ切さい手を付けず俺たちを見ていた。

「おはよう、雄ゆう介すけ」

「あ、うん。おはよう。どうしたんだお前ら」

　なんか目が笑っていない。四人とも、明らかに殺気を放っていた。

「雄介さん──ゆうべは　おたのしみ　でしたねー？」

「……ッ!?」

　絶句した。完全に忘れていた。

　俺、自分の部屋にいなかった理由、考えてねえ！

「きちんと、正直に話してくださいな」

「噓うそは、其方そちらのためにならないと思う」

　キャストルテとレンがいやに優やさしい声で促うながす。

「……ッ、交友を深めるってことで、マリィの部屋に遊びに行ってたんだよ……！」

　何が悪い、と開き直りながらの発言に対して。

　ダァン！　とエリーナが机を叩たたいて、隣のマリィの肩かたが跳ねた。

「朝まで二人でしっぽりしていたという風に聞こえましたが、聞き間違いですか？」

「聞き間違いだよ！　耳か脳がバグってんだよ、お前ッ！」

　たまらず叫さけぶと同時、俺は腹をくくった。

　勝負だ。もう退ひかねえ。なんとしてでも勝つ。

　人はこれを逆ギレと呼ぶだろうが──その通りだ！

「開き直りましたわね貴方あなた……！」

「ああそうだよ！　というか俺が部屋にいなかったって何で知ってんだお前ら！」

「それは──それは、こう、虫の知らせですわ！」

　アンブローズ嬢は完全に目を泳がせていた。よし、こいつはザコだな。

「自分は今、怒いかり炸さく裂れつ二十八段階目である」

　えっなんかすっげえ怖こわいカウントが聞こえた。

　声の聞こえた方を見やると、そこには瞳ひとみから光を失ったレンがいた。

「故ゆえに情報開示を求める。マリィと何をしていた？　どういう関係？　どこ住み？」

「この人怖い！」

　思わず悲鳴を上げてしまった。

　助けを求め周囲を見渡すが、他の生徒は俺たちをいないものとして扱あつかい、喧けん噪そうを取り戻もどしている。全員に見捨てられた……！　昨日あんなに頑がん張ばったのに！

「あの……何か、だめ、だったかな……？」

　その時である。

　隣のマリィが肩を震ふるわせながら、そうこぼした。

　一同、しんと静まりかえる。マリィはうつむき、目め尻じりに涙なみだを溜ためていた。

「やっと、やっとお兄ちゃんと再会できて……今まで話せなかったこと……できなかったことをしたいって思って……それで、自分でも気は引けたけど、夜にお兄ちゃんを部屋まで連れて行って……すごく、すごく楽しかった。だけど……」
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　言葉に詰まり、彼女は唇くちびるを嚙かんでうつむいた。

「……………………」

　俺は無言でハニトラズを見た。全員、ばつの悪い顔をしていた。

「まったく……本当は駄だ目めなんだぞ」

　芯しんの通った声。木葉だった。スーツを着ていないから咲さきノの芽め先生ではないが、口調は教師のそれである。

「ルールはルールだ。消灯時間以降は、各自自分の部屋にいなければならない」

「それはッ……そう、だけど……」

「だから、そうではない時間に、たっぷりと思い出を作っていけば良い」

　彼女はそう告げて、ぱちっとウィンクした。

　マリィは少しの間呆ほうけてから、嬉うれしそうに笑って頷うなずく。

「あぁ……うん、うんっ！　ありがと、木葉！」

「幸いにも今日はイベントに事欠かないからな。あと英えい赤せき、スーツを着ている私のことは──スーツじゃなかったな。じゃあ、木葉でいいぞ」

　びっくりした。名字で呼ばれると俺のことかと思ったわ。

「あの、マリィさん、すみません。そこまで言うつもりはなかったんです」

「わたくしも……失礼なことをしてしまいましたわ、申し訳ありません」

「こんな駄目な義あ姉ねを許してくれる……？」

　三人がしおらしい態度で謝罪し、マリィは笑ってそれを受け入れる。

「全然気にしなくていーよ！　私も前もって言えば良かったし！」

　俺がどこに宿泊するのか、決定権は俺にはないらしい。

　とはいえ丸く収まってみんな傷つかず、大団円である。俺はそっと息を漏もらした。

「今日は自然散策と肝試しとキャンプファイヤーだね！　てんこもりだよ！」

「そうだな……そういや木葉は、レクリエーションは先生として見守るのか？」

　俺が問うと、そこはかとなく胸を張って、木葉は唇を動かす。

「いや、生徒として参加するぞ。既に水着を下に着込んでいる」

「すげえはしゃいでるな!?」

　何してんのこいつ。

　思わず驚きよう愕がくの声を上げてしまったが、隣のマリィが突とつ然ぜんあははと笑う。

「お揃そろいだー！　私も楽しみで、もう水着着込んでるんだよお兄ちゃん！」

「何な故ぜそれを俺に報告するんだ」

　どうしろと？　妹が軽装の下に水着を着込んでいることを知って、どうしろと？

「効率的でしょー!?　みんなで一いつ緒しよに、たくさん水遊びするんだから！」

「そうだな。マリィは何がしたい？」

「えっとね、水のかけ合いがしたいかな！」

「いい発案だ。私もそれめっちゃやりたい」

　自じ称しよう幼おさな馴な染じみと自称妹が和気藹あい々あいと川での水遊びについて話す中。

「ちょっと待て。お前ら何か勘かん違ちがいしてる。俺は真しん剣けんに水遊びがしたいだけなんだ」

　俺はテーブルに両肘ひじをつき口の前で手を組んで、粛しゆく然ぜんと口火を切った。

　は？　と、一同聞き返す。

「ヌルい遊びや時間の浪ろう費ひじゃねえ。俺は真剣に、ガチで水遊びをしに来た。自然を感じて、一体化し、あるがままの自分と出会いに来た」

　滔とう々とうと語りを続けていると、だんだん、全員の俺を見る目が変質していく。なんというか、ひどく残念なものを見る目になっていく。

「あの、真剣な水遊びとは一体なんなのでしょう……」

「お前じゃ分からないか……この領域レベルの話は」

　アンブローズ嬢の疑問を鼻で笑うと、エリーナがダメみたいですね……と言い、首を横に振ふった。どうしたんだろう。全員同様に首を振り始めた。一体どうしたんだ？

「まあまあ、お兄ちゃんがそうしたいのなら、そうするのが一番だよ」

　唯ゆい一いつマリィだけが、苦笑いを浮うかべて告げた。

「おう。さすがは我が妹だな、理わ解かってる」

「えへへ。だってお兄ちゃんのこと、大体分かってきたからね」

　文末を微び妙みように強調している、気がした。

　首を傾かしげていると、他の女子たちが息を吞のむ。なんだ？　どうしたんだ？

「お兄ちゃん」

「おん？」

「ここからは──私のターンだよ！」

　そう告げると、マリィはビシイと指を突きつけて、高らかに宣言した。

　…………え、何が？







　都内某ぼう所しよ。

　ホログラムの各国首脳らがあれやこれやと議論しているのを、総理は黙だまって眺ながめていた。

（……あの『バルガ』に目を付けられるとは。警けい戒かいの必要性は極きわめて高い。しかし……もしも襲しゆう撃げきされたら、〈英えい雄ゆう〉に対応してもらうしかないだろう）

　マキナを介かいした雄介の報告も材料に、総理はうなりながら対策を練っていた。

　だがそれを断たち切るように、低い声が響ひびく。

『それで、まずは川遊びだそうじゃないか。なんともティーンらしいことだ』

　総理は顔を上げた。アメリカ大統領があごひげをさすりながら、自信に満ちた笑えみを浮かべていた。

「それがどうしたのでしょうか」

『いや何……たかが遊び、されど遊び。問題は遊び方を知っているかどうかだ』

「遊び方？」

『年とし頃ごろの男女二人で出かける際、どこを想定する？　レストラン？　自然公園？　テーマパーク？　いずれも然しかりであり、それら全すべてを包ほう括かつしていなければ、遊び方と総称することはできまいよ』

　総理は慌あわててモニターを見た。川へと向かう雄介たちが映っている。

『エリーナ・アートフィールドはあらゆる場面における最善手を知っている。川遊びにすら精通するからこその〈男性種ハイエンド・の天敵チヤーミング〉なのだよ！　クハハハハハハハッ!!』

　大統領の哄こう笑しようが、円えん卓たくを震わせた。

　──しかし。

（いいえ、いいえ。貴方は何も分かっていない……）

　表情は変えることなく、静かに潜ひそむように。

　ヴィルオもまた、その眼光に野望の輝かがやきを滾たぎらせていた。

（あらゆる状じよう況きように対応できる？　そんなものは前提条件だ！　片腹痛い、間違いなくマリィの敵ではない！）

　言葉にして出しはしないが、マリィはこの自然体験学習に照準を絞しぼりコンディションを万ばん全ぜんに仕上げてきた。

　間違いなく良い勝負ができる──どころではない。必ず、勝つ。

（さあ、〈妹子の少女ストレイシープ〉は伊達だてではないと、〈男性種ハイエンド・の天敵チヤーミング〉に思い知らせてあげなさい！　この──『チラッ！　準備体操であんなところやこんなところが!?　作戦』で！）

　必勝を予期して、ヴィルオは口元をつり上げた。







　同時刻。

　各国首脳らと同様に、ハッキングしたドローンの映像を見ながら雄介一行の様子を監かん視ししている影かげがあった。

「よし。予想通り、水場に向かっているな……ギロン、聞こえているか」

『聞こえているとも！』

　七武皇が一人、〈虚絶皇〉ジール。彼はアジトとしている物置の中、あごひげをさすりながら、雄介たちを追い詰つめるプランを練っていた。

　椅い子すに腰こし掛かけた彼は、巨きよ大だいなテーブルの全面に体験学習施し設せつ周辺の地図を広げている。

　雄介らの行動ルートを魔ま力りよくの線で描えがき、仲間たちを示す駒こまを各ポイントに配置した。

　今この部屋で、ジールは自然体験学習を文字通りの盤ばんとして俯ふ瞰かんし、策さく謀ぼうを張り巡めぐらせんとしている。

「〈火焰皇〉たる君にとって、水の中で待機するのは屈くつ辱じよくかもしれんが……」

『無問題だ！　この程度の水流では、我が『ディメンション・ハイ・メイル』の焰ほのおは消えんよ！』

「さすがだな。その調子で頼たのむぞ」

　ギロンは今、川底にその巨体を沈しずみ込ませて、獲え物ものが訪おとずれるのをじっと待っている。

　送り込んだ部下が気合い十分であるのを確かく認にんして、ジールは改めてモニターに映る雄介一行を見た。その眼光には、極きわめて粘ねん度どの高い殺意が充じゆう塡てんされている。

「そして……グランベリ。君の待機ポイントも、やつが現れる可能性が高い」

『無問題。為なすべきことは不変。『ネオ・インパクター』──突とつ撃げきする。吸収する。増ぞう幅ふくする。変へん換かんする。隙すきはない』

　次にジールが声をかけたのは、また別の場所で雄介を待ち構える、七武皇の一人だった。

　ギロンが潜せん伏ぷくする川に沿って上流へ進んだ地点の草むら。グランベリはそこで雄介たちがのこのこと顔を出すのを待っている。

「さすがは〈覇閃皇〉だ……君の籠こ手ては、あらゆる衝しよう撃げきを跳はね返せる。期待しているぞ」

　ジールは今日こそが英雄の最さい期ごだと強い確信を抱いだいていた。だが彼の謀ぼう略りやくはこれだけに留とどまらない。

「そして……ムミミル。君ほどの強者に、後方支し援えんを頼む無礼を許してほしい」

『無問題だよ。君の指示なら従う……それに、遠えん距きよ離り攻こう撃げきだって僕の本領ではあるのさ。この『ミョルニル・ザ・テンペスト』で一いつ切さいの反撃を許さず、迅じん速そくに終わらせよう』

　三人目──そう、三人目！　ジールは今日、七武皇の半数にも及およぶ戦力を投下し、勝負を決める腹づもりだった。

　ギロンともグランベリとも異なる場所で雄介を狙ねらう、三人目の七武皇。

　自然体験学習のレクリエーションが行われる範はん囲いから、実に十数キロも離はなれた地点をムミミルは陣じん取どった。既すでに得え物ものはアイドリングを開始している。いつでも、必殺の一撃を英雄の鼻はな面づらにたたき込める状態だ。

「さすがは〈雷霆皇〉だ……君が放つ疾しつ風ぷう迅じん雷らいの一撃こそ、あらゆる障害を打ち砕くだくだろう。期待しているぞ」

　その様子を確認して、ジールは改めて自分が描いたこの戦場の見取り図を確かく認にんする。

　一つ吐と息いきを漏らした後、彼は背もたれに全体重を預けてから天てん井じようを見上げた。

（──完かん璧ぺきだ……！）

　彼の知る中でも屈くつ指しの戦力を集め、それを最適なポイントに配置した。

　逃のがれる術すべはない。確実に、あの忌いま々いましい英雄を抹まつ殺さつできる。それを実行する指揮官が自分であるという事実に、ジールは無上の喜びを感じていた。

（さあ、かかって来い〈英雄〉！　今日こそが、貴様の英雄譚たんの幕引きとなる……！）

　モニターを改めて注視して。

　必勝を予期し、ジールは口元をつり上げた。




　　　　◇




　六人班ということで、俺は木葉、エリーナ、アンブローズ嬢じよう、レン、マリィとともに行動していた。

　…………いやもちろんできれば避さけたい組み合わせであったが、他ほかに知り合いがいねえ。俺は敗北直結の一いつ択たくを迫せまられ、無事敗北した。いっそ殺してくれ……殺せ！

「わあ、結構川おっきいですねー！」

　六人で編成された班は、配られたマップを表示しつつ屋外散策ルートを歩んでいた。

　体験学習施設をぐるりと取り囲む雄ゆう大だいな自然は、毎年学年の班全てを分散させることが可能なほどに広い。施設を出発し、俺たちはさほど険しくもない山道を踏とう破はし、やがて太陽が照りつけ水面みなもを輝かせる川へとたどり着いていた。

　予定では川岸で昼食兼けん休きゆう憩けいだったか。

「魚捕とるんだっけか。釣つり竿ざおを作れそうな木の枝を探すぞ」

「え～？　魔法で蒸発させたらいいじゃないですか～」

「敵に居場所がバレるんだよなあ……」

　行軍訓練を想定しているということで、俺たちはそれぞれ退魔騎装ナイトイレイザーを運うん搬ぱんしていた。

　俺以外は特注型、つまり個人専用に一から設計されたワンオフのものを用意している。

　俺は素す直なおに量産型の〈デイブレイカー〉を借りた。小回りがきくし、扱あつかいやすい。

「では、わたくしたちは着き替がえてきますわね」

「覗のぞくなら自分だけを……」

「馬ば鹿かなこと言ってないで早く行きたまえ……む。すまない雄介、私も少し席を外す」

　レンたちが向かう先にはうっそうと生おい茂しげった木々があり、確かに更こう衣い室代わりになるだろう。別方向に向かった木葉は、何やらクルーニー先生と通話をしていた。教師って、大変そうだなあ。

「……暇ひまだ」

　仕方なく一人で川に繰くり出す。

　突つき出す岸辺を囲むようにして、Ｕ字形に川は流れている。俺は船の舳へ先さきのような岸辺で手早く水着に着替えると、座り込んで、バッグからしなしなの浮き輪を取り出した。

　空気を吹ふき込むノズルに唇くちびるを当て、無心で浮き輪を膨ふくらませる。

　……小鳥のさえずりが聞こえた。瞳ひとみを閉じれば、せせらぎの音が水面の模様を想像させる。音だけでも、自然に囲まれているという強い自覚。

　ああ、いい。これはとてもいい。素す晴ばらしい。そうそうこういうことをしたくて──

「はいドーン!!」

　俺は真後ろから突き飛ばされ、川に転がり落ちた。

「ぶっふぉげっへ!?」

　口と鼻に、川にしてはぬるい水が入る。何だ、何が起きたんだよこれ。

「あははははっ！　すごい！　お兄ちゃんすごい声出てたよあっははは！」

「──お前さあ……ッ！」

　川から顔を出せば、先ほどまで座り込んでいた場所で、フリルのついた黒いビキニを着込んだマリィが爆ばく笑しようしている。

　その隣となりには、同様に腹を抱かかえて笑っている、紫色のマイクロビキニ姿のエリーナもいた。

　どうやら二人は着替えを手早く済ませ、一足先に戻もどってきたらしい。

「ぷーくすくす。何度呼びかけても反応しない雄介さんが悪いんですよーだ」

「あ～……確かに、警戒は疎おろそかになってたかもな……俺の落ち度だわ」

「え？　……あれ!?　あの、雄介さん、今のもしも私がやってたらどう思います……？」

「ぶっ飛ばす」

「扱いが違ちがう!!」

　当たり前だろうが。妹だから許してんだよ。

　ふふーん、とマリィは誇ほこらしげに笑って、それからその場で屈くつ伸しんを始める。

「ん、準備運動か。大切だもんな」

「うん、そーだよそーだよ。こういうのはちゃんとしないとね」

　屈伸したり前屈したり、マリィはきちんと身体からだをほぐしていた。

　ただ……なんというか、全体的に前まえ屈かがみになる運動が多いからか、さっきからチラチラと水着の内側が見えそうになったりならなかったりしている。

　これは良くない。兄として、それは良くないぞと注意しようとして──

「あ、私もちゃんとしないとだめですねー」

　マリィの隣でエリーナが前屈した瞬しゆん間かん、俺の意識は普ふ通つうにスパークした。

「……！　……!!」

　暴力だった。肢し体たいの、暴力だった。

　屈伸するたびにぷるんぷるん揺ゆれてるし前屈するとどたぷんって感じだしまず俺が強制前屈させられてる。

「いち、に、さん、しっと」

「お兄ちゃん、ちゃんと見てくれて──お兄ちゃん？　……ッ！」

　マリィはによによ笑いながら俺を見て、しかし俺の視線の先を確認すると凍こおり付いた。

「──ハッ！　ちち違うんだぞマリィ！　俺は今大自然を感じていた！」

　無敵の言い訳を振ふりかざすも、妹はちっとも聞かず、ぷるんぷるん跳ねてるエリーナの双そう丘きゆうを完全に感情の抜ぬけ落ちた顔で見つめている。

「ふぃー、私も終わりですかねー……あの、お二人ともどうしたんですか？」

　準備運動を終えたエリーナが、うんと伸のびをしながら、俺たちに問うた。もうその姿勢がこれでもかと胸を強調してて、ますますマリィの目が冷たいものになる。

「……エリーナはさあ」

「はい～？」

「出禁だよ」

「どこからですかッ!?」

　マリィの声は絶対零れい度どに至っていた。

「何そのおっぱい!?　隣に並ばれたら、私どうしようもないじゃん！　どっか行ってよ！」

「えぇ……」

　困こん惑わく顔のエリーナだが、はっと俺を見た。

「てことは、その、もしかして……雄介さん、私をガン見しちゃってたんですか～？」

「うるせぇ！」

　してねぇ！　と叫さけぼうとしてミスった。これ自白じゃん。

「あらあらー……まあほら、マリィさんもいつか育ちますってー」

「うっさい死ね」

「キレたらめちゃくちゃ口悪いですねこの子！」

　怒いかり狂くるっているマリィと、それに若じやつ干かんびびってるエリーナが、揃そろって川に入ってきた。

「じゃあ気を取り直して雄介さん、水遊びでも……ていうか川ぬるいですね」

「ん？　まあ確かにそうだな」

　突き落とされた時にも感じたが、なんかこの川、水温が高いんだよな。

「近くに超ちよう高温の物質でもあるのかな？　いや、超高温の物質って何だろう。そういう魔ま物ものもいるらしいけど、こんなとこにいるワケないし」

「さあな……魔物だったら怖こわいけど、いるわけねーもんな」

　マリィと一いつ緒しよに周囲を見み渡わたすが、それらしきものはない。ホントに何なんだろうな？

「……ッ！　雄介さん、これ分かったかもしれません！」

　エリーナは紫色のビキニに包まれた胸を張って、指をびしっと立てる。

「木葉さんじゃないですけど、名探たん偵ていエリーナです！　謎なぞは全すべて解けました！」

「へえ、何なんだ？」

　答えを促うながすと、隣でマリィがものすごいそわそわし始めた。一体どうしたっていうんだ。

　不敵な笑えみを浮うかべ、エリーナは明らかに不必要な溜ためを挟はさみ。

「ズバリ──温泉です！」

「はあ？」

　温泉っていうと……つまり……風ふ呂ろだよな。

　マリィも俺も、そろってぽかんと口を開けていた。温泉……温泉ンン？

「川の近くで温泉がわくことはあり得るんですよー！　そしてこの温度なら、めっちゃ近いとこにあるはずなんです！　ちょっと適当に川底掘ほってみましょうよ～！」

　テンション高いなこいつ。

　エリーナは水着姿でずずいと詰つめ寄ってきて、俺は気合いで視線を別方向に逸そらした。すごい勢いで谷間が迫ってたんだもん。

「えーと、とにかくなんか暴力を振るえば良いんだな？」

「言葉のチョイスは最悪ですがその通りですー」

「了りよう解かいだ」

　俺は即そく座ざに片足を振り上げて、川底に叩たたきつける。震しん脚きやく──川底が破は砕さいされ、水が一気に流れ込んでいく。体勢を崩くずしたエリーナたちが、悲鳴を上げて俺に抱だきついてきた。

「おおおお兄ちゃん何してんの！」

「ゆゆゆゆ雄介さん誰だれがここまでしろと!?」

　川の流れは一気に激しくなり、ほとんど濁だく流りゆうと化していた。

「えっ、ここ掘れって言ったから」

「掘るゥ!?　雄介さんの中でこれは掘る扱いなんですか!?」

　流されまいと、二人が全力で俺にしがみつく。

　ぜ、ぜ、全身にエリーナのたゆんたゆんが……たゆんたゆん？　どっちかっていうとふわふわっていうかもみゅもみゅというか……クソ、この感かん触しよくをなんと言い表せばいいんだ？

　俺はマリィに意識を集中させることで、なんとか平静を保とうとする。

「……ッ、水温がどんどん上がってる、まさか……真下に!?」

　だが彼女は狼ろう狽ばいした表情で、俺が砕くだいた川底をじっと見ていた。

「お兄ちゃんこれ──」

　マリィが何かを言おうとした瞬間。

　ちり、と、首筋を電流が走った。

「──摑つかまれッッ！」

　反射的に、マリィとエリーナがいっそう強くしがみついたのを感じながら。

　俺は左手から魔力のワイヤーを飛ばし、川辺に放置されていた〈デイブレイカー〉を引っ張って右手に収めた。第六感がこれ以上ない警けい鐘しようを鳴らしていた。何かが来る。

　同時、地鳴りが響ひびいた。地面がせり上がり、視界を揺らす。

　──地中で、何かが爆ばく発はつしている！

「ツァラァァァッ!!」

　俺は裂れつ帛ぱくの気合いを込こめて、思い切り川底に斬ざん撃げきを叩き込んだ。

　突とつ然ぜん発生した爆発と俺の攻こう撃げきがぶつかり合い、余波が大地を叩き割る。

　カッと視界が光に埋うめ尽つくされ、しかし衝しよう撃げきは完全に相そう殺さいされ、俺たちを吹き飛ばすことはなかった。

「──ふぃー、無事か？」

　振しん動どうがやんだのを確かく認にんしてから、俺は左右にひっついたままの二人に問う。

「は、はいー。でも今のって、一体」

「……多分、水蒸気爆発だと思う」

　マリィは難しい表情で川底を見つめていた。

「それって確か、超高温の物体に水が触ふれると、体積が爆発的に増大して……」

「結果的に、爆発になるってやつだね。相当な威い力りよくだったと思う、お兄ちゃんが守ってくれなかったら、木こっ端ぱ微み塵じんだったかも……」

「ああ、かもな……にしても超高温の物体って、何があったんだ？」

　マジでそこが不思議でしょうがない。

　俺が首を傾かしげていると。

「────何を、しているんだ？」

　声がした方に、顔を向けた。木葉を筆頭に、アンブローズ嬢じようとレンが、それぞれ水着に着き替がえて、俺たちを見ていた。どうやら同じタイミングで戻ってきたらしい。彼女たちの目は冷たく、額には青筋が浮かんでいた。

　状じよう況きようを確認。エリーナとマリィが俺に抱きついている。以上。

「再度問おう。凄すさまじい音と揺れがあったが……何な故ぜ、そんなことになっているんだ？」

「……温泉掘り当てようとしてた」

「そんなワケがあるかああああああああああああああっ!!」

　事実を言ったが、木葉は余よ裕ゆうでキレた。







　都内某ぼう所しよ。

『あと一歩だったというのに！』

　木葉によって引き剝はがされるエリーナを見て、アメリカ大統領は円えん卓たくに拳こぶしを叩きつけた。

『水着の選せん択たくも完かん璧ぺきだった……！　後一押し！　何が足りなかったというのか……！』

（いやめちゃめちゃ綺き麗れいにマリィの妨ぼう害がいに成功してましたけど）

　大統領の言い分に、ヴィルオは内心半ギレで頰ほおをひくつかせた。

　マリィの『チラッ！　準備体操であんなところやこんなところが!?　作戦』は失敗した。

　エリーナの暴力的な肢体は、雄介ではなく競合相手を完かん膚ぷなきまでに打ち負かしている。

『実に残念な結果でしたねえ。しかし、遊び方という観点は素す晴ばらしい。ええ。……キャス様も、いい遊びを見せてくれることでしょう』

　一連の流れを眺ながめていたイギリス首相は、笑みを浮かべ、紅茶を一口すすった。

『キャストルテ様の手にかかれば、英えい雄ゆうは豚ぶたとなるしかないですねェ。川遊びでも鞭むちを緩ゆるめぬからこその〈妖艶なるピグレツト・支配者クイーン〉なのですよ！　クハハハハハハハッ!!』

　イギリス首相の哄こう笑しようが、円卓を震ふるわせた。

　──しかし。

（いいえ……いいえ。まだだ、まだマリィのターンは終わってなどいない！）

　手痛い敗北にめげることなく、ヴィルオが再び、鋭するどい目でモニターのマリィを見た。

（男を豚にする？　世よ迷まい言を！　大体〈英雄〉はそういう性せい癖へき持ちじゃない！　街頭アンケートに偽ぎ装そうしたヒアリングでは、好みは金きん髪ぱつ年上でちょっと抜けてる人と答えていた！）

　雄介は同居人のせいで性癖が歪ゆがめられていた。

（今度こそ我々のターンだぞマリィ！　自じ称しよう〈妖艶なるピグレツト・支配者クイーン〉に真の妖艶さを見せつけなさい！　この──『キャッ！　それっぽいワードだけどそんなつもりじゃ！　作戦』で！）

　ヴィルオは、マキナと同じぐらいにはネーミングセンスが壊かい滅めつしていた。
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　さて、魚捕とりである。

　どう考えても川遊びに繰くり出した男女であるものの、魚を捕るためにここにいるのだ。

　というわけで、俺たちは退魔騎装ナイトイレイザー片手に川に膝ひざまでつかって、魚の姿を探していた。

「こんなに水は綺麗だし、魚もいそうなんだけどねー」

「なかなか見当たりませんわね」

　俺はアンブローズ嬢とマリィの二人と一緒に、真しん剣けんな表情で川底を見つめていた。

　釣つり竿ざおになる木の棒は見つけたし、糸も魔力で形成できるのだが……なんとなく、こうして川をざぶざぶと歩いている。

　アンブローズ嬢は黒地に白いボタニカル柄の水着にパレオを巻いて、麦わら帽ぼう子しをかぶっている。どう見ても、避ひ暑しよ地に来たいいとこのお嬢さんだ。

「……まあ、実際いいとこのお嬢さんか」

「はい？」

　なんでもない、とかぶりを振ふった。今はとりあえず魚を探そう。

「……少し、いえ、かなり退たい屈くつですわ」

「うわ、ワガママだなーキャスちゃん」

　素す足あしを水に浸ひたしたまま、アンブローズ嬢はなだらかな表面の岩に腰こし掛かけた。

　思わず、その姿に目を奪うばわれた。木々の葉が天然のひさしとなって、まばらに日光を落としている。その中で眩まばゆい金髪の少女が、何か憂うれうようにして川の水面みなもを見ているのだ。

　絵画みたいだな、と思った。詳くわしくないからどれに似てるとか分かんねーけど。

「むー……何見とれてんのお兄ちゃん」

「ばっ、バカ、全然そんなことねえし」

　隣となりにすすーっと寄ってきたマリィが、俺の脇わき腹ばらをつねる。

「そんなことあるよーだ。罰ばつゲームとして、私の水着褒ほめてよ！」

「あー……よく似合ってるぜ。さすが俺の妹だ」

　俺が素す直なおな感想を言うと、マリィはなんだか、とても微び妙みような表情になった。

「ん、あれー……？　なんか、これ、妹としての認識が定着しすぎてたり、する……？」

「妹として定着しすぎ、ってどういう日本語だよ」

　ものすごく不服そうだなこいつ。

「もっとこう……セクシーだね、みたいな」

「妹相手にその感想はヤバくない？」

　絶対家族相手に言う言葉じゃねえよな。

「ああもう、じゃあ褒めるのは中断で、遊ぼう！」

「おう、いいぜ。水のかけ合いとかか？」

「分かってるねー！　でも、あんまり激しいと、びしょびしょに濡れちゃうかなー？」

　マリィは何故か俺に少し身体からだを傾かたむけ、流し目でしなをつくりながらそう言った。

「…………？　いや、濡れても着替えがあるからよくね？」

「………………………………」

　マリィは半眼になって俺を見た。

　えっ、なんか返しミスった？

「ぐう、通じてない……！　私が無知につけ込んでセクハラしてるみたいだこれ……！」

　ぎりぎりと拳を握にぎりながら、マリィが何やらぶつぶつ言っている。

　一体全体どうしたんだよ、と困こん惑わくしていると。

「雄介さん」

　ぼーっと自然を眺めていたアンブローズ嬢が、突然口を開いた。

「おん？　どしたよ」

「お互たがいにぴゅっぴゅっして顔にかかった方が負けのゲームをしませんか？」

　俺とマリィは思いっきりむせた。

「げほっ、ごほっ……な、何？　なんて？」

「お互いにぴゅっぴゅっして顔にかかった方が負けのゲームをしませんか？」

　何度聞いても、俺は宇宙に放ほうり出された猫ねこのような顔しかできない。

　静かな川辺に座る深窓の令れい嬢じよう──っぽいドＳ幼女の、突然のド下ネタである。

「いやいやいやいやいや、ここ屋外なんですけど」

「むしろこういうのは外でやるものなのでは？」

「そうなの!?」

「わたくし、実は以前より憧あこがれがありまして……」

「外でヤることに憧れがあったの!?　教育どうなってんだよお前ん家ちィ！」

　俺は派手に水しぶきを上げながら、全速力でアンブローズ嬢から距きよ離りを取った。

　いかん。このままでは魚の前に俺が捕つかまってしまう。

「お、お兄ちゃん、こっちは分かるのか──ああそうか、お兄ちゃん視点に寄せた言葉遣づかいじゃないと分からないのか……！」

　マリィは何故か、戦せん慄りつした様子でアンブローズ嬢を見ていた。

「おいマリィ、そいつから離はなれろ！　ド変態だぞ！」

「このっ……お兄ちゃんの童どう貞てい！」

「噓うそだろなんで俺が罵ば倒とうされてんの!?」

　あと、妹からその言葉で罵倒されるのは、かなり抵てい抗こうがある！

　とにかく離り脱だつしようと、俺は〈デイブレイカー〉片手に逃にげ場を探して。

「あら、距離を取って構えるなんて、準備万ばん端たんですわね」

「……は？」

　思わず目が点になった。

　アンブローズ嬢は、岩に立てかけていた退魔騎装ナイトイレイザーを手に取った。

　待て。待て。おかしい。俺が想像していた行こう為いにそれは不必要だ。

「起動──【エア・トリック】」

　耳に飛び込んできたのは、中級風属性魔ま法ほうの名前。

　直後、岩に腰掛けたままのアンブローズ嬢を取り囲むようにして、川が割れた。

　鋭い疾しつ風ぷうが空間を断たち水面を割る。舞まい上がった水しぶきが陽光を辺りに乱反射させた。

　それだけでは終わらない。まるで透とう明めいな膜まくで覆おおわれているように、水の塊かたまりがそのまま浮ふ遊ゆうし──俺めがけて殺さつ到とうしてきた！

「ぬおおおおおおっ!?」

　咄とつ嗟さに横へ飛び退のく。俺がいた地点に水球が着ちやく弾だんし、水と水がぶつかって弾はじけ飛ぶ。ぴゅっぴゅっというよりドガン！　ドォン！　という轟ごう音おんが響ひびいた。

「さあ、〈妖艶なるピグレツト・支配者クイーン〉主しゆ催さいの、舞ぶ踏とう会の始まりですわ。ルールとしては……負けたら何でも命令を一つ聞く、というのでいかがでしょう」

「お前のぴゅっぴゅっ、水とは思えない音を上げてるんだけど!?」

　悲鳴を上げて水面を転がり回り、水球をかわし続ける。

　というかこれ、まずい。ここは川だ。俺が避よけた水球は川に着弾し、何事もなかったかのように流れていく。アンブローズ嬢じようは弾丸として利用した水も再利用できる。要するに、弾たま数かず無限の冗じよう談だんみたいなマシンガンを相手取っているのも同じなんだ。

「ちょっと貴方あなた今、水面を転がっていませんでしたか!?」

「ああン!?　水面だって弾けるものなんだから足場にするのは当然だろ！」

「お兄ちゃん何言ってるの!?」

　水球は文字通り踊おどっていた。俺を迎むかえ撃うつように展開され、順次発射される。だが──

「次は上から三番目と左から二番目のやつがまっすぐ飛んでくる！」

「……ッ!?」

　俺が叫さけぶと同時、そうなった。分かりきっている砲ほう撃げきを、片足で蹴けり飛ばす。

「すごい、お兄ちゃんの予測通り……！」

「な、な……どうして……」

「気づいてなかったのか？　お前の攻こう撃げき、パターン化されてるんだよ」

　頭の良いやつにありがちなことだ。必勝パターンを構築し、いかにそこへ持っていくかを勝負の軸じくに組み込む。そういう手合いは動きは理知的だが、手の内を読まれるリスクがつきまとう。

　俺は川に〈デイブレイカー〉を突つっ込み、水面をかち割るようにして振るった。

　刀身が水をすくい上げ、ゴルフスウィングの要領で弾き飛ばす。

「え──きゃぁっ!?」

　レーザービームのように直進して、俺がぴゅっぴゅっした液体がアンブローズ嬢の顔にかかる。

「よし、俺の勝ちだな」

「ぐ、ぐうう……このわたくしが、命令を受ける側になるとは……一体どんなエッチブック命令を下すおつもりです!?」

「エッチブック命令なんて言葉初めて聞いたんだが……」

　困惑する俺を放置して、アンブローズ嬢は悔くやしそうにうなった。

　そこで改めて、言葉を切り出す。

「で、命令──というより提案だけど。お前、攻せめ手のレパートリーを増やそうぜ」

「え？」

「イメージしやすいからだろうが、アンブローズ嬢は単発の攻撃だけで戦せん闘とうを構築してる。でもそれって、極論、受け手は順番に対処しているだけで受けきれるんだ」

　さっきの俺みたいにな、と付け加えてから。

「例えばこういう放射攻撃はどうよ」

　俺は手に持った〈デイブレイカー〉を、川に沿って鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる森林地帯に向けた。

　起動──下級攻撃魔法【バリスタ】。体内を循じゆん環かんしていた魔力を刀身へ流し込み、圧縮し、収束させ、指向性を持たせて解放する。

　切っ先を起点に放出された光は、途と中ちゆうにある障害物をなぎ払はらいながらまっすぐ直進し、木々の向こう側に突き刺ささった。

「ん？　なんか貫かん通つうできてねえな、硬かたい岩でもあるのか？　……まあこういう感じで、テンポの違ちがう攻撃を織り交ぜて、こっちからリズムを崩くずしていけ。そうした方が断然いい」

　なるほど、とアンブローズ嬢は俺の話を聞いて頷うなずいた。

　何かと拮きつ抗こうしている【バリスタ】だが、ぐっと力を入れて出力を上げると、だんだん岩っぽい何かを押し込み始めた。

「向き不向きはあると思うんだが、順番に対処するだけじゃなくて、常に意識せざるを得ない攻撃っていうのが肝かん要ようなんだよ。並行して処理するのって、超ちよう難しいからな」

　どうでもいいけどこの岩っぽい何かほんと硬いな。むかついたのでより一層力を込こめる。すると【バリスタ】が、あっさりと岩っぽい何かを消し飛ばしてしまった。

「お、やっと消えたか。なんか俺調子戻もどってねえのかな……」

　岩ごときにここまで手こずるとはな。魔力収束の精度が回復してないのか？

「うへぇ、凄すごい威い力りよく。逆に拮抗してた岩が信じられないや、防ぼう御ぎよに振った魔物と同格じゃん。通ったところがキレイに抉えぐれてるし……ていうか……これ、後で怒おこられない？」

　マリィは頰ほおを引きつらせて、森林地帯の奥を見た。

　数秒黙だまってから、俺は破は壊かいされた森林に顔を背そむけた。見なかったことにしたとも言う。

「……あの、ご教授、ありがとうございました」

　その時、隣にやってきたアンブローズ嬢が、しずしずと告げる。

　彼女は俺がぴゅっぴゅっして顔にかかったままで、顎あごから水すい滴てきをしたたらせていた。

　俺は無言で、アンブローズ嬢の目元に残る水を指で拭ふき取る。その動作にマリィが目をむいた。アンブローズ嬢は肩かたを跳はねさせ、それから陶とう然ぜんとした瞳ひとみで俺を見た。

「あっ……ありがとう、ございます」

「いや何甘い空気にしようとしてんだ、これ俺がかけた水だからな。これで感謝するってお前大だい丈じよう夫ぶ？」

　暴力を振ふるう彼氏と別れられない人みたいになってるぞ……







　都内某ぼう所しよ。

『何な故ぜ訓練になっているのですか！』

　師し匠しようと弟で子しみたいになってる雄介とエリーナを見て、イギリス首相は壁かべにティーカップを投げつけた。

『何でも一つ命令できるというとんでもない餌えさを前にしておきながら……！　後一押し！　なにが足りなかったというのか……！』

（後一押しというかマリィの誘ゆう惑わくの完全上位互ご換かんだったんですけど）

　首相の言い分に困惑するは、額に青筋を浮うかべたヴィルオである。

　マリィの『キャッ！　それっぽいワードだけどそんなつもりじゃ！　作戦』は、それっぽいを通り越こしたキャストルテの言葉選びによって粉ふん砕さいされた。

　さっきからことごとく、マリィに対する迎げい撃げきが強すぎる。完全に持っていかれている、とヴィルオは内心で戦慄した。

『勝負の土俵を間違えていると言うほかないな。だがうちのレンは確実に、英えい雄ゆうが相手でも……いや、英雄が相手だからこそ勝ちを取りに行けるだろう』

　その時、一連の流れを眺めていた中国国家主席が笑えみを浮かべ、腕うでを組んだ。

『恋レン海ハイ美メイの手にかかれば、穏おだやかな川は確実に英雄を追い詰つめる戦場となる。英赤雄介への確実な最善手を打てるからこその〈闇に潜む者ストーカー〉なのだよ！　カハハハハハハハッ!!』

　中国国家主席の哄こう笑しようが、円えん卓たくを震ふるわせた。

　──しかし。

（いいえ……いいえ。勝負はここからだ！）

　ヴィルオは拳こぶしを固く握にぎりしめ、自分を鼓こ舞ぶした。

（〈闇に潜む者ストーカー〉？　いやストーカーではないか！　法も守れない女に負ける道理はない！）

　ド正論だが、もしマリィを選んだら雄介は法律を正面から粉砕することになる。

（今度こそ我々のターンだぞマリィ！　〈闇に潜む者ストーカー〉などなぎ払え！　この──『ドキッ！　水着がほどけちゃった作戦』で！）

　今度こそ勝つ。裂れつ帛ぱくの気合いは炎ほのおとなって、ヴィルオの瞳に宿っていた。
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　魚は一応、捕とるには捕れた。

　最初にたどり着いた川辺に集合して、それぞれの収しゆう穫かくを確かく認にんする。

「こいつは……」

「なんとも、ですわね……」

　ぴゅっぴゅっして顔に以下略を終えてからは俺たちも真ま面じ目めに取り組み、それぞれ二匹ひきずつ魚の捕ほ獲かくに成功している。

　だが下流を担当していた木葉とエリーナは。

「うむ、我ながら素す晴ばらしい成果だな！　どんなものだ、雄介！」

「ちょっと、これは私の手て柄がらでもあるんですからねー！」

　なんかこう、俺二人分ぐらいのでかさの魚を一匹ぶんどってきていた。

「川へ流れ込む泉を発見し、そこのヌシと激げき闘とうを繰くり広げていた、か……いや意味分かんねえな。何してんのお前ら」

「攻撃魔法を当てても抵抗をやめなかったので、ついカッとなって……」

「最後はエリーナが水を蒸発させ、動けなくなったところで私が峰みね打うちを打ち込んだのだ」

「本当に何してんの!?」

　魚さかな釣つりにあるまじき野や蛮ばんな方法をとってやがった。峰打ち？　ヌシ息絶えてるんだけど。

　戦せん慄りつする俺を放置して、二人は激闘をくぐり抜ぬけた戦友同士、拳を突き合わせる。

「あれ、レンはどうしたんだ」

　周囲を見み渡わたしていた木葉がそう呟つぶやいた。

　言われてみれば姿が見えねえな。もう集合時間は過ぎているが。

「遅おくれているのではないでしょうか。調理を先に始めてしまってもいいのでは？」

　アンブローズ嬢の言葉は、論理的には正しかった──が。

「あ！」

　突とつ然ぜん、マリィが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　何事かと全員がそちらを見ると、そこには胸むな元もとを覆おおって慌あわててうずくまるマリィと、地面にはらりと落ちた水着があった。

　今までは隠かくされていた胸むな元もとの白い肌はだが露ろ出しゆつされ、陽光に煌きらめく。マリィは首から頰にかけてを、鮮あざやかな朱しゆに染めていた。

「ご、ごめんお兄ちゃん、紐ひも緩ゆるんでたみたい……水着、取ってくれないかな」

「……ッ！　い、いや私が取ろう！」

　なんかすげえ焦あせった様子で木葉が名乗りを上げる。

　いや妹の水着拾うぐらいできるんだけどな、と思った時。

　ちり、と首の後ろを電流が走った。第六感。本能に任せて飛び退のいた。

　直後。

　──雲の上のバケツがひっくり返った。

　豪ごう雨うの比ひ喩ゆとしてではなく、本当に、大量の水が突とつ如じよ真上から降ってきたのだ。

　退たい避ひが間に合ったのは俺だけ。木葉たちはまともに水をかぶった。

　違う、ただ水が落ちてきたんじゃない。

　これは──アンブローズ嬢じようと同じ、魔ま法ほう的工程を踏ふんで形成された、水の砲ほう弾だんか！

　驚きよう愕がくする俺の前で、水にむせながら、木葉が立ち上がる。

「ごほ、ごほっ……何なんだ、これは──」

「────────────は？」

　濡ぬれた黒くろ髪かみが肌に張り付き、水滴を垂らしながら。

　俺の眼前で、全ぜん裸らの木葉が周囲を見渡していた。

「??　??　??　────??」

「む、雄介。どうしたんだ」

　どうしたんだではない。言葉が出ねえ。もう思考回路が完全に終わった。

　首を傾かしげる木葉の後ろでは、エリーナとアンブローズ嬢が、それぞれ紫のビキニとボタニカル柄の水着が消えた状態、つまり全裸で困こん惑わくしていた。

　隣となりにいる少女を見て、双そう方ほうぎょっと表情をこわばらせる。

「えっ!?　ちょっとキャストルテさんすごいことになってますって！」

「えっ!?　ちょっとエリーナさんすごいことになってますわよ！」

　二人が互たがいを指さし、それから自分を見た。

「きゃあああああああああっ!?」

「なななななんですのこれぇっ!?」

　悲鳴を上げて身体からだを抱だきしめ、二人はうずくまった。
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　その様子を見て、木葉は真顔で自分の身体を見た。どこに出しても恥はずかしくない、美しく豊満、かつ均整の取れた肢し体たいだった。

「…………う、うわあああああああああっ!?」

「ああああああごめんなさいごめんなさい何も見てないです！」

「う、噓うそをつくなァッ！　しばらくじっと見てたじゃないか君ッッ！」

　マジで記き憶おく飛んだ！　見てたけど見えてなかった！　本当なんです信じてください！

　木葉は腕で局部を隠すと、エリーナとアンブローズ嬢と一いつ緒しよに、俺の視線から逃のがれようとうずくまったまま移動を開始した。一いつ瞬しゆんで俺以外全裸のよく分からない状じよう況きようが完成した。ハニトラ的にはマジでまずい。慌てて顔を背そむける。

　ちなみにマリィは元からしゃがみ込んでいたので特に見えることはなかった。よし、妹の全裸を見たとかいう社会的死は逃れられたな。

　だが、背筋を走る悪お寒かん。まだ終わっていないと本能が告げている。

　見上げれば降り注ぐ、無数の水の砲弾があった。

「ぎゃああああああああああっ!?」

　嫌いやだ！　ここで俺も全裸になったら色々と終わる！

　しゃにむに走って岩の陰かげに隠れると同時、無差別砲ほう撃げきが大地を穿うがつ。

　砲撃が飛んできた方向を確認する。よく目をこらせば、実に五キロ近く離はなれた高所。そこに不可視迷彩インビジブルではカバーしきれないほどの、文字通りの砲台があった。

　スナイパーライフル型の退魔騎装ナイトイレイザーを中ちゆう枢すうユニットとして組み込み、より長大な砲身と砲撃転てん換かん用コンテナを稼か働どうさせている。水を汲くみ上げるポンプのケーブルが後ろから垂れていた。弾丸は周囲の水を転用しているのだろう。

　個人兵装というよりは、艦かん上じように載のっていそうな巨きよ大だい兵器だった。

　俺の視線は──バッチリと、その砲撃ユニットを操あやつっているレンと重なった。

『雄介。延長戦を申し込む』

　強制割り込み通信。俺のデバイスが突然ウィンドウを立ち上げた。そこに映っているのは、たった今肉眼でも視認したレンだ。

　思わず俺は数秒黙だまった。意味不明だった。

「……なんて？」

『キャストルテとしていた、水のかけ合い。勝った方が何でも命令できる』

「みずの、かけあい」

　俺は周囲を見渡す。今も水の砲弾がどっかんどっかん降ってきてる。

「──水の、かけ合い!?　これが水のかけ合いだと思ってんのお前ッ!?」

　ウィンドウに映る無表情のレンに対して、俺は絶ぜつ叫きようした。

　どう考えてもかけ合いではない。砲撃戦そのものだ。

　流星群のように降り注ぐ砲弾は、地面と激突しては弾はじけ、周囲に飛び散っている。

「ていうかどうなってんだよコレ！　服が溶とけてたぞ！」

『解説。この特とく殊しゆ作戦仕様──〈アポストロス：ドミナント〉が放つ水の弾丸は、衣服を溶かす作用を持つ』

「解説の意味が分からねえ！」

『解説追加。自分は……雄介の裸はだかを……見るッ！』

「解説の意味が分からねえ！」

　よく確認すると、ウィンドウに映るレンの目は血走っていた。

　もうここまでされたら反撃するしかねえ。〈デイブレイカー〉に魔ま力りよくを収束させつつ、岩陰から飛び出て、魔力砲撃を放つ。

　が──レンは即そく座ざにその場からユニットごと跳とび跳はね、別のポイントへ向かっていた。

　こいつ！　あらかじめ狙そ撃げき場所を複数確保して、回かい避ひルートも構築してやがるな！

　姿を現したことで、俺に対する砲撃がさらに苛か烈れつなものになる。飛んだり跳ねたりしてやり過ごすが、弾丸のことごとくが、俺が穿はいている水着──即すなわち、俺の股こ間かんめがけて飛んでくる。

　こんな戦場経験したことがない。なんで敵が執しつ拗ように俺の下半身を狙ねらってくるんだよ！

『ハァ。ハァ。見える……見える……！　雄介の動きが、見える！』

「息を荒あららげるな！　純じゆん粋すいに怖こわい！」

　ハァハァ音が耳元で聞こえるから本当に怖い。誰だれか助けてくれ。

「ゆ、雄介、早くなんとかしてくれ！」

「そうですよ！　雄介さんのせいでこうなったと言っても過言ではないんですよ！」

「それはさすがに過言だぞオイ！」

　避ひ難なんした先の木陰から、木葉たちが半泣きで顔だけ出して俺に声せい援えんを送る。なんて身勝手な声援だ。

「ああもう──レン、死ぬ気で避よけろよ！」

『……ッ!?』

　レンの居場所を把は握あく。放射ではなく単発の魔力砲撃を撃うち込む。

　慌ててレンはそれを回避するが、その回避先はもう読んでいた。

　魔力弾を飛ばした直後、数すう拍はくズラして投とう擲てきした〈デイブレイカー〉──それがバカみたいに肥大化している砲撃ユニット〈アポストロス：ドミナント〉を貫かん通つうしていた。

　レンのはるか後方に〈デイブレイカー〉が着弾し、周囲をまとめて吹ふき飛ばす。木々や動物らしき影が空に舞まい上がり、そのまま吹っ飛んでいった。

「狙撃はなしってことで……下りてきてくれないかな……」

　火花がしばらく散った後、煙けむりを上げてユニットが沈ちん黙もくした。

　ちゃんと機能停止まで追い込めてるかは不安だったが、うまくいったらしい。

『そん、な……完かん璧ぺきな回避ルート構築だったはず……』

「あー……なんていうかさ……お前って俺のことよく分ぶん析せきしてるみたいだから、普ふ段だんだったら一番投げなそうなポイントに投げたっていうか……」

　な、なんかこれ恥ずかしいな。向こうの理解度を信しん頼らいしてる感じ出てない？

　言いながら顔から火が出そうだと思った。

　とりあえず反応を待つ。ウィンドウに映るレンは無言かつ無表情のままだ。

『……いまのは、なに』

「え？」

『いまの、デレは、一体何なのかと聞いている……！』

「で、デレ？」

『心が通じ合っていると！　ついに！　雄介が認めた！』

　真顔のまま鋭するどい眼光で叫さけぶ内容じゃない。カッて目を見開いちゃってるじゃん。お前のそんな真しん剣けんな表情初めて見たよ。

『ついに分かり合う時がきた。自分と雄介の間には、もう何の障害もない。互いを分かり合うこと、その相そう互ご理解こそが最大の愛情……ッ！』

　言うだけ言ってから、がくん、と彼女の顔が地面に落ちた。

　真顔のままトリップしてたんだね。紛まぎらわしいからやめてくんねえかな。

　ウィンドウを閉じると、木葉たちが半泣きで着き替がえを取りに行くのが視界に入った。

　あっ、コレ俺が迎むかえに行くんすね……







　都内某ぼう所しよ。

『ええい、理解しているはずが逆に理解されていただと！』

　顚てん末まつを見届け、中国国家主席は整えられた眉まゆを跳ねさせた。

『ここにきて関係が逆転するとは……！　読み合いに競せり負けるとは、なんという策士！』

（あの──なんでこうも綺き麗れいに、かぶせてくるんですか？）

　国家主席の言い分に対して、ヴィルオは、完全に怒いかり狂くるっていた。

　マリィが『ドキッ！　水着がほどけちゃった作戦』を実行した瞬間、その場の女性陣じんから水着が消し飛んだのだ。意味が分からない。作戦失敗とかいうレベルではない。何もかもが狂っている。

　どうしてこうなるのだ、と泣き叫びたかった。

　準備は万ばん全ぜんだった。策も講じた。なのに、なのに、こうも毎回綺麗に同じ土俵で圧あつ倒とうされるのは納なつ得とくがいかない！

　自分たちに何が足りなかったというのか、と唇くちびるをかむ。侮あなどっているつもりはなかったが、エリーナたちは圧倒的なハニトラ力を見せつけている。ハニトラ力って何だよ。

「ほんとメチャクチャやってくれましたね貴方あなた」

　一方で総理もまた、完全にキレていた。

「特殊仕様装備まで持ち出して、英えい雄ゆうの水着を溶かそうとするとは……というか、それにウチの子たちを巻き込まないでいただきたい！」

　円えん卓たくのモニターには『ＳＯＵＮＤ　ＯＮＬＹ』という表記がなされるばかりで、現状の確かく認にんは音声だけが手がかりとなっていた。

　木葉が放った監かん視し用ドローンは、監視対象の肌はだ色いろ率が一定数を超こえると映像通信を打ち切る機能がある。各国首脳とはいえ、娘むすめのようにかわいがっている少女の裸ら体たいを晒さらしたくなどないのだ。

（とはいえ、これで中国の攻こう勢せいも終わった）

　総理は雄介がレンを回収しに行ったのを確認して、息を吐はいた。

（残る警けい戒かい対象は……英赤マリィだけだ。一体いつ仕し掛かけてくる？）

　ヴィルオが聞いたら怒りを通り越こして泣き出しそうな言葉だった。

（しかし我々には〈天雷姫ケラウノス〉がいる。あらゆるハニトラに対する究極のカウンター。彼女がいる限り、英雄が誘ゆう惑わくされることはもうない……！）

　自分が送り込んだ最強の護衛に口元をつり上げ、総理はぐっと拳こぶしを握にぎった。
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　狙撃ポイントでぶっ倒たおれ、よだれを地面にしみこませていたレンを回収した俺は、彼女を抱かかえて川辺へと舞い戻もどった。トリコロールカラーの競泳水着で良かった。

　米俵のように運んできたレンを、適当に川辺に放ほうり捨てる。彼女は岩場にビタンと落ちた。痛そうな音が響ひびいたものの、誰も助け起こそうとはしない。当然だ。

「ふん、レンさんは魚抜ぬきですよーだ」

「まったくですわ！」

　エリーナとアンブローズ嬢じようは怒ど髪はつ天を衝つく勢いである。水着を溶かされ、彼女たちは散策用の身軽な服装に戻っていた。俺も既すでに元の服を着込んでいる。

「あ、あ、あんな形で雄介さんにハダカ見られそうになるとか……！」

「せめてもう少し、こう、意味のある形ならマシなのですが。あんなの完全に見せ損ですわ！　断固として反対でしてよ！」

　どうやら二人とも、自分の裸体を晒すのには抵てい抗こうがあるらしい。

　いや……俺相手に見せることをまず拒きよ否ひしてくれ。あとさ、意味のある形の露出ってなんだ？　怖くて聞けないんだけど。

「一応、全員そろったな……無む駄だに時間が押してるし、調理を始めちゃおうぜ」

　俺はそう言って、集めておいた木の枝を重ねて簡単な炊すい事じ場ばを組む。

　魚はナイフで捌さばき内臓を取り出し、綺麗な水で洗った細い枝に通して焼く準備をする。全員、手の動きによどみはない。気絶しているレンを横に、俺とエリーナとアンブローズ嬢で準備を進めていく。

　マリィもまた手早く作業していたが、何な故ぜか完全に光を失った瞳ひとみでうつむいていた。「どうして……どうして……ハダカを見られる覚かく悟ごを決めた私がバカみたいじゃん……」と何やらぶつぶつ言っていて、怖い。

　俺は咳せき払ばらいして、妹をスルーすることにした。

「……なんか、意外だな。手慣れてるじゃん」

「私は訓練受けてましたからー」

「わたくしはお父様がアウトドア趣しゆ味みですから」

　アンブローズ嬢の言葉に、俺は金きん髪ぱつをなでつけた偉い丈じよう夫ふの顔を思い浮うかべた。

　そういや、いつかホームパーティーに行くって約束してたっけな。軟なん禁きん状態になったから、行くに行けなかったけど。

　ぼんやりそんなことを考えていると、川辺の岩を踏ふむ音。

　振ふり向くと、なんか挙動不ふ審しんな木葉がいた。

「ん、着替え終わったのか。遅おそかったな」

「雄介さん、レディには色々あるんですよー」

「まったくですわ」

　俺の発言をエリーナとアンブローズ嬢が即座に訂てい正せいする。

「あー……すまん。確かに今のは無神経な発言だった。悪い」

「い、いや。気にしなくて良いぞ。うん」

　やはり挙動不審な様子で、木葉はしきりに頷うなずき、こそこそと俺から離はなれ、マリィの隣となりに座り込んだ。

「木葉、どうしたんだ？」

「ど、どうもしていない！　こっちを見るな！」

　なんか拒きよ絶ぜつ反応が激しいなオイ。

　首を傾かしげてこれはどうなんだと他の女性陣を見ると、エリーナとアンブローズ嬢も俺とまったく同じ様子で首を傾げていた。

「……レディには色々あるのか」

「まぁ……」

「恐おそらく……」

　自信なさそうだなあ、レディたち！
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　調理した魚を食べ終え出発し。

　最終チェックポイントに着いたときには、夕ゆう陽ひが地平線にさしかかっていた。

　俺を抜きにしてもトップクラスのエリートしかいない班である、到とう着ちやくは一番手だった。

　それから、他の班も続々と到着し始め、最下位もそれほど遅おくれることなくそろった。

　夕食時には全クラスが集合し、みんなでカレーを作る。夜天の下もと、キャンプである。

「こんなもんか？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶですわね」

　俺たちの班は炊事場でカレーの下ごしらえを行っていた。

　両脇わきのエリーナとアンブローズ嬢に教えを乞こいながら、教師が用意していた野菜を切っていく。じゃがいも、にんじん、たまねぎ、あとお肉だ。

　俺が切ったのは、二人が切ったのに比べれば幾いく分ぶんか不格好な具材となっていた。

「雄介さん、料理って初めてですよね？　これなら上出来ですよ」

　エリーナの声には、俺を気き遣づかう色が合った。

　思わず苦く笑しようして、首を横に振る。

「落ち込んだりしてねえよ。むしろ結構満足してる」

「あ、それなら良かったです」

「ああ。自分で下準備をできた、ってのが嬉うれしくてな」

　今まではマキナのつたない調理を見ているだけだった。そのもっと前は、調理なんて手順はなくて、レーションを口に運ぶか栄養液を流し込むだけだった。

　だから、こうして誰だれかと一いつ緒しよに料理をするというのは──途と方ほうもない新経験で、満たされている。嬉しいと、楽しいと感じている。

「……こうして少しずつ、楽しみを増やしていくことは、きっと後でもっと大きな楽しみになりますわ」

　アンブローズ嬢は俺を見上げ、微笑ほほえみながら言った。

「もっと大きな楽しみ、か……あんまり想像できないな」

「ふふっ、いいじゃないですか想像できなくてもー」

「え、でも、リスクとリターンはなるべく具体的に想像できないと後が怖こわいんだが」

「言い方を変えてはいかがですか。想像できないのではなく、想像しきれないほどに大きいのですわ」

　……なるほど。俺の想像が及およばないぐらいの楽しみ、か。

「それは、すごくいいな」

　言葉はシンプルに、思考するより先に口から転がり出た。

　それを聞いてエリーナは満足げに笑う。

「はい。きっと、これからも……生きがいって言うと大げさかもしれないですけど。そういうものが見つかっていくって、そう信じた方がいいじゃないですか」

　エリーナの話は、ひどく魅み力りよく的なものだった。

　そうだ。その通りだ。俺はまだまだ、まったく、世界を知らない。俺の知る世界はひどく狭せまく、薄うす暗ぐらく、常に燃え盛さかっている。でも世界はそれだけじゃないのだ。

「では、後はお任せください」

「もうやることほとんどないですからねー。雄介さんは散歩とかしてていいですよー」

「おう、じゃあ任せた」

　二人に後を頼たのんで、俺は調理場を離れる。

　少し離れたところで、レンとマリィが話し込んでいた。昼の調理時は完全に意気消しよう沈ちんしていたマリィだったが、今はすっかり元気になっている。

　何の話をしているのかな、と聞き耳を立てると。

「ところでマリィ、雄介の寝ね相ぞうに興味はある？」

「うおおおいお前何言ってんの!?」

　つい口を出してしまった。

「俺の寝相って何だ!?　お前観察してんの!?」

「している。真下で、ベッドの振しん動どうから分ぶん析せきすることでパターン化している。雄介は仰あお向むけでベッドに寝転び、入にゆう眠みんしてからは七割の確率で右へ寝返りを打ち、掛かけ布ぶ団とんを圧縮して擬ぎ似じ的な抱だき枕まくらとし──」

「思ってたより観察してんじゃねーか！　やめろやめろ！」

　滔とう々とうと語るレンの口を後ろから手で塞ふさいだ。普ふ通つうに恥はずかしいわ。

　恐る恐るマリィの様子をうかがうが、彼女は前まえ髪がみをいじりながら、ぼーっと地面を見ていた。よ、良かった、兄の寝相に興味を示す妹ではなかったようだ。

　だが──

「……ねえ」

「おん？」

「お兄ちゃんじゃなくて、レン。今の話もっと詳くわしく」

　!?

「そういうの、少し、興味あるかも……」

　思わず俺は、背後からレンに組み付いた姿勢で、レンと顔を見合わせた。

「こいつ何言ってんだ？」

「ついにマリィと仲良くなるチャンスが巡めぐってきた……！　雄介、ありがとう……！」

　おかしい。今、俺以外全員イカれてるっぽい。

「ねーねー、レンってば。教えてよー」

「無論。義妹いもうとの頼みなら、お義姉ねえちゃん頑がん張ばっちゃう」

　っぽいじゃねー。こいつらイカれてるよ。

「ただし、留意。正直に言えば自分より其方そちらの方が情報が多いことはあり得る」

「そんなことないと思うけどなー」

　マリィの切り返しは、鮮あざやかと言ってしまえるほどに、自然だった。

　彼女は複雑そうな表情で、言葉を続ける。

「お兄ちゃんと一緒にいられたのは、短い時間だから」

　息を吞のんだ。

　それは、そうだ。俺はマリィの記き憶おくを失っている。つまりは、戦場に駆かり出される前しか接していないということになる。期間は極きわめて限られるだろう。

　レンはそれを聞いてしばし目をつむる。

　それから、両目を開いて、何故か胸を張った。

「自分は入学してからずっと一緒にいる、だから現在の雄介に関しては自分の方が詳しい」

　噓うそだろこいつ、この流れで勝ち誇ほこることあるか……!?

　慌あわてて表情を確かく認にんすると、当然、マリィはムッとしている。

　仲裁するべきか？　と俺が悩なやんでいる間に。

　迷うことなく、レンは言葉を続ける。

「……本当に短い時間だけれど、自分はその時間の中で、色々なことを知れた。自分にとっては輝かがやかしい時間だった」

「え？」

「だから、マリィも……すぐに、思い出が増えていく」

　ハッとした表情で、マリィはレンの瞳を見た。

「何かを努力する必要はない。何かに追い立てられることもない。ただ一緒にいるだけで、思い出は勝手に増えていくものだと、自分は知った。だから大丈夫……もし不安や心配があるなら頼たよってほしい。お義姉ちゃんとして助けるから」

　レンは真しん剣けんに語っていた。そしてマリィは、真剣に聞いていた。

　その語りに根ざしている日常なるものに、自分もくくられていることが──俺は、嬉しかった。すごく素す直なおに、嬉しいと思った。

「勝手に増えていく、かあ」

「そう。だからそんな顔をしないでほしい、マリィ」

「……えへへ、ありがと、レン」

　呼び方という当初の目的は達成できていない。しかし今、レンは少し、マリィとより親密になった気がした。傍はたから見ていてそう思った。

　それを感じ取ったのか、珍めずらしくレンは穏おだやかな微笑みを浮うかべ、俺を見る。

　やったな、と俺は笑った。

　レンの微笑みは穏やかだった。慈じ愛あいに満ちていた。

　そうして彼女は口を開き。

「これが……攻こう略りやく……！」

　台無しだバカ！







　でかい鍋なべの中で、カレーはぐつぐつと煮に立たっていた。

「そろそろできるからさ、英赤君は木葉ちゃん……今は咲ノ芽先生？　咲ノ芽シェフ？　どっちだっけ？　まあ呼んできてよ」

「はいよー……って、どこだよ」

　カレーをかき混ぜていたお玉を他の一組女子に預け、俺は首を鳴らす。

「なんか一人であっちのほーにふらっと歩いてった」

「オーケイ」

　指さされたのは、キャンプ広場から山へと続く道だった。

　普ふ段だんは登山道だが、夜ともなるとやはり暗い。足あし下もとを確かく認にんするのにも明かりが必要だ。

　生徒たちがいる広場がまだ見える範はん囲いで、道を進んでいく。左右を樹木に挟はさまれた一本道だが、どうにも木葉が夜になってここを一人で進む理由が分からん。

　なんとなく直感に任せて、俺は山登りを切り上げ、右に曲がった。茂しげみを乗り越こえ、獣けもの道みちですらない木々の間を進んでいく。

　しばらく進んでいけば、そこには芝しば生ふの広場があった。

　そして。

　そこに体育座りで座り込み、星空を見ている木葉を見つけた。

「おーい、この……」

　名前を呼ぼうとして。

　直感。第六感。何度も俺を救ってくれたそれが、最大音量で警けい鐘しようを鳴らした。

「……ッ!?」

　動きを止めて、周囲を見み渡わたした。人ひと影かげはない。つまり完全に、俺と木葉だけ。

　脳のう裏りをよぎるは、信しん頼らいする後見人の言葉だった。

『雄介君、二人で星見ながらいい雰ふん囲い気きになったらムードに押し負けそうだし』

　二人で星見ようとしてたァァァ──────!?

　ヤベェ！　ヤベェ！　本当に危ないわこれ！

　警けい戒かいレベルを爆ばく速そくで最大に引き上げてから、おそるおそる、木葉に近づく。

　間合いを意識しながら、俺は咳せき払ばらいをした。

「ん、雄介か」

　彼女は顔を上に向けて星空を見ていて、それから視線だけ、俺に向けた。

「おお。カレー、そろそろできるらしいぞ」

「そうか。いやどうにも、魅み入いってしまっていてな」

　木葉は動く様子を見せない。やっぱりこれ二人で星見るやつなの？　マジなの？

　最大限に精神を研とぎ澄すませつつ、俺は木葉の隣となりに佇たたずんだ。

　彼女はまた夜空を見上げ、腕うでを伸のばす。星を摑つかもうとしているかのような動作。それから指をぴんと伸ばした。

「ほら、あれはスピカ。あれはアルクトゥールスだ」

「……星の名前、か」

「うむ。北ほく斗と七星からつなげたものを春の大曲線と呼ぶんだぞ」

「へえ、知らなかった……そういうのもあるんだな」

　木葉の隣で佇み、星空を見上げた。

「この星一つ一つに名前がある、っていうのだけは聞いた。いろんな名前がある。でも本当の名前は全然知らないんだよな」

　木葉は少しだけ俺を見て、そして顔を伏ふせる。

「……すまない。それは、そうだろうな。知る暇ひまもなかっただろう。星の名前に思いをはせる時間なんて……」

「ああいや、そうでもないよ。星の名前を考えることはあった」

「え？」

　彼女は少し驚おどろいたようだった。確かに意外かもしれない。目をぱちぱちとしばたたいて、それから木葉は薄うすく微笑ほほえんだ。

「ふふ……名前を考えるなんて、詩人だな？」

　詩人か。なるほど、星に名前をつけるのは詩的なのかもしれない。

　空を見上げた。過去に思いをはせた。

「……死んだ仲間の名前を、つけてたんだ」

「…………え？」

　風が吹ふいて、木葉の髪を揺ゆらした。同じ色の影かげも、同じように揺れていた。

「死んだ仲間を夜空に探して、あれはあいつだとか言って、夜を過ごしていた。今でこそ人間は星になんてなれないなんて知ってるけど、あの時は、心の底からそうだと思ってた」

　木葉は何も言わない。ただ沈ちん黙もくだけが残された。

「あー……悪い、飯時前に話すようなことでもなかったな」

　世間話のつもりだったが、星にかつて仲間の名前をつけていました、なんて気色悪い。

　俺は顔を逸そらして、がしがしと頭をかく。

　すっと、隣で気配が動いた。

　木葉は涙なみだを浮かべながら、立ち上がり、俺の手を取っていた。

「…………え？」

「きっと星になっているさ。なっているんだ。遠い場所に、行ったんだ」

　そして──ぎゅっと、俺の背中に腕を回し、抱だきしめた。

「だからいいんだ。星空を見て、彼らを思い返してもいいんだ」

「!?　!?　……??　……!?」

　何だ。何だ。何が起きている。何だ。何だ。何だこれは。

　満点の星空の下。

　俺は涼すずしい風がそよぐ草むらで。

　木葉に、抱きしめられている。衣服越ごしにすげえ柔やわらかい感覚がしてぽにょんぽにょんでふにょんふにょん。ふにょんふにょん！

　…………ちょっと日本語を失っていた。

　本当にただの世間話のつもりだった。気づいたらこうなってた。

『雄介君、二人で星見ながらいい雰囲気になったらムードに押し負けそうだし』

　うん、負ける。負けるわこれ。雰囲気が完かん璧ぺきに整えられてるもん。

　互たがいの胸が上下するのが分かる。吐と息いきがかかっている。

　やばいやばいやばいやばいやばいやばい。

　気が狂くるいそうになる。おかしい。星が俺たちを見守ってるような気がする。いや見守ってねえ！　どっちかっていうと、ひゅーひゅーとはやしたてられているような感じだ！

　木葉の顔が俺のすぐ傍そばにある。心臓の高鳴りが、モロに伝わっている。

　どうしたらいいのか分からず、完全に打つ手がなくなったその時。

「雄介さーん？　木葉さーん？」

　シュバババッ！　と音を立てて、俺と木葉は瞬しゆん時じに離はなれた。

「あ、いましたわ」

「もう食事はできている」

　エリーナたちが、俺たちを捜さがしにここまでやってきていた。

「二人で何してたの？」

　ひょこっとレンの後ろから顔を出したマリィが、一番聞かれたくないことを聞いてきた。

「あ、ああいや、別に」

「な、なんでもないぞ」

　二人して口ごもった。アホかな？

「……気のせいかもしれませんけど、なんかくっついてませんでした？」

「あっ、また木葉さんいつもの卑ひ劣れつ殺法をしたんですの？」

「そろそろ裁判するべきだと思う……」

「君たちの中で私はどういう扱あつかいなんだッ!?」

　三人の視線が冷たいものになり、木葉は腕を振ふり回して異議を唱え始める。

　そんな様子を見て、マリィは苦く笑しようを浮かべていた。

　ぎゃーぎゃー言い合いながら、彼女たちは広場へと戻もどる。俺は慌あわててそれに続いた。

「ねえお兄ちゃん、結局何してたの？」

「いや、単に星見てただけだって」

　隣に並んだマリィの問いに答えるも、彼女の表情は芳かんばしくない。

「……抱き合ってた、よね」

「！」

　見られてた──！　エリーナたちより先に捜しに来ていたのか！

「いや……なんつーかその……」

「いーよ。お兄ちゃんを責めるようなことじゃない。ただ……」

　しどろもどろになる俺に対して、マリィはどこか遠くを見ながら告げる。

「……お兄ちゃんにとってやっぱり、あの四人は特別な存在なのかな？」

「…………え？」

　思いがけない質問だった。

　言葉を探して黙だまっているうちに、無表情のままマリィは足下の小石を蹴けっ飛ばした。

「ううん、やっぱいいや」

　質問は切り上げられてしまった。答えが出ないからではなく──答えを聞きたくないからだと思った。だから、何も言えなくなった。

　騒さわぐ四人を追うようにして、妹と並んで歩く。

　それにしてもすごかった。すごい、圧あつ倒とう的な感覚だった。何がって木葉の身体からだな。

　あそこまで柔らかいとは──って待て待て。前、下着つけてない木葉（レグナス憑ひよう依い）に密着された時もあんな感じだったろ。
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　ってことは、まさか。

「………………さっきもしかして木葉、下着つけてなかった……？」

　疑念はそのまま口から転がり出た。

　しんと、山道が静まりかえる。

　──あ、やべ、死んだ。

　顔を上げると、木葉が顔を真っ赤にして、胸を両腕で抱きしめていた。

「……なるほど。木葉さん、水着をあらかじめ着込んで、替かえの下着を忘れてましたね？」

「まったく、ドジですわね」

「仕方のない人……」

　エリーナたち三人は、いやに優やさしい顔で言った。

「それでさ、お兄ちゃん」

　隣の妹が、同じく、温かな──訂てい正せいする。内心でマグマのように沸ふつ騰とうする感情をいくつものオブラートに包んだ声こわ色いろで、俺に問う。

「なんでその感かん触しよくを知ってるのかな？」

「…………ちょっとフォークダンスの練習をですね」

「それならそれで星空の下二人で踊おどるっていう一番許せないやつだよ！」

　マリィが叫さけぶと同時、エリーナたちがダッシュで距きよ離りを詰つめて俺の胸むなぐらを摑みあげる。

「ちょっ、怖こわい怖い！　顔が怖いお前ら！　木葉！　助けて！　というかお前が悪いじゃんあれ！　いや何顔背そむけて見なかったことに……やめて！　叩たたかないで！」

　結局木葉は助けてくれなくて、俺は『青春星空クソ男』というあだ名を頂ちよう戴だいした。







　都内某ぼう所しよ。

『あっ、ふーんこれが日本のやり方なんですね』

「誤解だああああああああああっ!!」

　ヴィルオの冷たいまなざしに、総理は頭を抱かかえて悲鳴を上げた。

「ち、ちが……ッ！　こんな、こんなつもりじゃなかったんです……！」

『ヴィルオ君、覚えておきたまえ。コレが日本だ』

『もはや安心感すら覚えますね』

『やはり日本はクソだな』

　首脳らに好き放題言われ、しかし総理は反論する術すべを持たない。当然だ、ノーパンノーブラの軽装備で抱きつくなんてどう考えてもハニートラップである。

（本当になんでこうなるんですか？　お祓はらいか？　お祓いをした方がいいんですか？）

　声にならない呻うめき声を上げて、総理は円えん卓たくに突つっ伏ぷす。

　それを冷れい徹てつな瞳ひとみで見ながらも、ヴィルオは内心で日本に対する警けい戒かい度を数段引き上げた。

（アメリカやイギリス、中国ですらあれほどだったというのに……！　三国を出し抜ぬいてみせた！　この国、手て強ごわい……ッ！　日本こそ、最も警戒すべき相手！）

　当初の目的通り、咲ノ芽木葉は各国共通の難敵となりつつあった。

　しかし悲しいことに、壁かべとしてではなく、同じコースを疾しつ走そうする好敵手としてだった。

『──時間だな。そろそろお開きとしよう』

　時間を確かく認にんすると、次々と首脳らのホログラムがほどけ、退席していく。

　最後に残ったヴィルオは、うなだれたままの総理の頭頂部を見て拳こぶしを握にぎる。

（勝てない。このままでは、勝てない……！　早さつ急きゆうに対策を練らなければ……！）

　そう考えて、彼女は最大の難敵相手に軽く一礼して、円卓を去る。

　だから。

「…………やっぱり育て方を間ま違ちがえてましたよ、朱しゆ天てん華かさん……！」

　総理の独り言は、誰だれの耳にも届かなかった。







　同時刻。

　ジールは完全に感情の抜け落ちた無表情で、机の上に広げた地図を眺ながめていた。

「…………ぜんめつ」

　彼は完全に心が死んでいた。

　全ぜん滅めつ。そう、全滅！

　潜せん伏ぷくさせていた三体もの猛者もさが、姿を現すことすら叶かなわずに、全滅！

『ぐわあああああああああああああああ！』

『ぎゃあああああああああああああああ！』

『お出ましか。その綺き麗れいな顔を吹ふっ飛ばし──』

　都合三度、断だん末まつ魔まの悲鳴を聞くハメになった。正確に言えば三度目は断末魔の悲鳴を上げる暇ひまもなく吹っ飛ばされていた。

「ギロンの潜伏は完璧だった……」

　完璧、のはずだった。水温の上じよう昇しようこそ気づかれたが、不意打ちには何の問題もなかった。エリーナとマリィもまとめて押し潰つぶせるはずだった。しかし〈英えい雄ゆう〉は、その超ちよう高温という性質を逆手にとって水蒸気爆ばく発はつを引き起こし、さらに彼自身の攻こう撃げきでダメ押しした。

　もう通信相手のギロンは、何も語らない。超高温を誇ほこる鎧よろい『ディメンション・ハイ・メイル』ごと、跡あと形かたも残らず消し飛ばされている。

「グランベリも察知されていた……」

　これまた計画通りだと確信していた。爆発的な加速による突とつ撃げき。キャストルテとマリィも一いつ緒しよくたに轢ひき殺せるはずだった。しかし〈英雄〉は、こちらがタイミングをうかがっている隙すきに先制攻撃を放ち、あらゆる攻撃を跳はね返す装備すら貫かん通つうしてみせた。

　もう通信相手のグランベリは、何も語らない。攻撃を吸収し、増ぞう幅ふくさせて反転させる能力を持つ籠こ手て『ネオ・インパクター』ごと、跡形も残らず消し飛ばされている。

「ムミミルすら……あれほど離れていたというのに……」

　陣じん取どっていた地点から数キロ吹き飛ばされた地点で、〈雷霆皇〉は息絶えていた。完かん璧ぺきな潜伏のはずだった。何な故ぜか勝手に砲ほう撃げき戦が始まり、そこに便乗しようとした。しかし、雄介が投とう擲てきした長ちよう剣けん。あれはレンの特とく殊しゆ装備を貫通して──そのままムミミルの待機場所をえぐり取っていた。

　もう通信相手のムミミルは、何も語らない。超火力を誇る砲撃装備『ミョルニル・ザ・テンペスト』ごと、跡形も残らず消し飛ばされている。

　ジールは何故だと呻うめいた。どうしてこうなるんだと泣き叫びそうになった。

　あらゆる策を見破られ、特性を利用された。ジールの脳のう裏りには、戦場全域を掌しよう握あくしてこちらを嘲あざ笑わらう〈英雄〉の貌かおが、明めい瞭りように浮うかんでいた。残念ながら人違いである。

　わずかな時間で、七武皇が実に三名も討うち取られた。悪い流れを摑つかまされていると感じた。それもこれも、あの英雄の手によるものだ。

「許さん……許さんぞ、英赤雄介……ッ！」

　ここはいったん退ひく。しかし次こそが英雄の最さい期ごだと、ジールは歯を食いしばって声を絞しぼり出した。








第四章　陰いん謀ぼうのストラテジー









　ＩＤＳＯ特殊事務室。

　ヴィルオは大きなウィンドウを見て、難しそうにうなっていた。

「…………どう出し抜くべきか」

　ウィンドウの中心には雄ゆう介すけの顔写真が表示されている。彼に対して、周囲に配置された少女らから矢印が突き刺ささっていた。これは雄介を軸じくに据すえた、人間関係の相関図である。

　並行してマリィとの通信も開き、二人きりの会議を行っていた。

『本当にどうしよう……』

「最難関は、間違いなく咲さきノの芽め木この葉はだ。顔立ちや身体つきも優すぐれているが、パーソナリティが頭一つ抜けているな。世話焼きな幼おさな馴な染じみと同世代の異性を、絶ぜつ妙みようなバランスで両立させている。弛し緩かんすることなく、いい緊きん張ちよう感をもって接することができるというわけか」

　ヴィルオは丁てい寧ねいに木葉の行動を読み解き、分ぶん析せきし、対たい抗こう策を練っていく。

「難敵だ。日本が威い信しんをかけて送り込んできたハニートラップと言って過言ではない」

　過言である。ヴィルオの木葉に対する認識は根底からズレまくっていた。

　ヴィルオは相関図を適てき宜ぎ動かし、拡大しながら、この自然体験学習の中でマリィがどう動くべきかを模も索さくする。

「もっと……もっと、積極性を出していくべきか……」

『積極性って……み、水着落とすより積極的に……!?』

「いや、あれは少しやりすぎた。というより、即そく物ぶつ的すぎた。ここは王道に立ち返ろう」

　ヴィルオは立ち上がると、不安げな表情のマリィに向けて微笑ほほえんだ。

「心配するな。君が魅み力りよく的な少女であることは私が保証する。次こそ問題ないさ」

『…………うん。ヴィルオさんがそう言うなら……！』

　恩人の言葉に、自分を奮い立たせるようにしてマリィは拳を握る。

　その様子を受けて、ヴィルオは咳せき払ばらいを挟はさんでから、決然と口を開いた。

「次こそ勝つ。この──『うにゃっ!?　肝きも試だめしで密着吊つり橋効果を!?　作戦』でな！」

『マジでそのネーミングセンスはなんとかしてよ』

　ていうか私、うにゃっとか言わないよ、とマリィは嘆たん息そくした。







　都内某所。

　通常業務を終えて、各国首脳は再びホログラムとして円卓に集つどっていた。

「夕食時間が終わり、いよいよ肝試しですね」

　総理は円卓の上で手を組み、低い声で告げた。

『ククク……ホーンテッドハウスというわけか……え？　違う？』

『ククク……やっべえキャス様お化け苦手じゃん……』

『ククク……キョンシーが出るのか？　私キョンシー苦手だから音声のみにしてくれないか？』

　各国首脳の言葉は実に頼たよりないものだった。

　やる気がないのかと総理は半眼になるが、木葉の仕事が減るに越こしたことはない。

「皆みなさん、肝試しに関しては造ぞう詣けいが浅い様子。では普ふ通つうに見守るということで……」

『いや、エリーナはこういう吊り橋効果の狙ねらえるポイントでは強いぞ。多分』

　指揮官が詳くわしくなくとも、現場である程度はまかなえる。そう言わんばかりに、アメリカ大統領は胸を張った。

『むむ……何か仕し掛かけるというのは難しいかもしれんが、英雄の庇ひ護ご欲よくをかき立てるという点では、キャス様が最高だろう。多分』

『レンならきっと私の指示がなくともやってくれるだろう。何の問題もないな。多分』

　イギリス首相と中国国家主席も、それぞれのスタイルで戦意を見せている。こうなってしまうか、と肘ひじ掛かけに仕込んだコンソールで木葉に指示を送りながら、総理は舌打ちした。

　それから、視線をずらす。

　やけに余よ裕ゆうそうな表情で悠ゆう然ぜんと椅い子すに腰こし掛かける、ＩＤＳＯ特殊事務室室長──ヴィルオ。

（今のところ、英えい赤せきマリィには何の動きもない）

　本人たちが聞けばブチギレそうな感想だった。しかし、奇き跡せき的なタイミングであらゆる仕掛けを潰されていた以上、総理の認にん識しきも致いたし方ない。

（ならば……ここ、か？）

　総理の直感が警けい鐘しようを鳴らす。

　少し考え込んで、総理は木葉への指示に一文だけ付け加えた。







　カレーは実においしかった。

　食堂で出てくるやつより簡素で、手間もかけられていないのだろうけれど、みんなで作ったという事実が最高のスパイスになった。

「雄介、君はカレーを食べすぎだ」

「いやおかわり自由だったし……」

　俺たちは洗い物を済ませると、キャンプ場の隅すみにクラス別で整列していた。

　周囲にいる一組女子らはきゃいきゃいと何か楽しみにしている。

「確認だが、肝試しが何か理解しているか？　くじ引きでペアを組んで道を進むんだが」

「夜間にやるってことは、暗所行動訓練か？　いや……潜せん入にゆう捜そう査さ訓練の面もあるか」

「頼たのむから、誰だれにも気づかれずゴールしたら成功とか言い出すんじゃないぞ？　肝試しを根幹から否定する発言だからなそれは」

　木葉に思考を読まれた。逆に違ちがうのかよ。

「これは遊びであって、道をただ進めば良い。道中で教員が幽ゆう霊れいとして脅おどかしにくるんだ」

「なるほどな。つまり」

「迎げい撃げきも禁止だ」

　頼むから思考を読まないでくれ。俺が肩かたを落としていると、木葉は嘆息した。

「まあ、君はあちらの方を心配するべきだが」

「へ？」

　隣となりの幼馴染は、顎あごでくいと左を指した。

　そこでは──顔見知りたちが胸の前で手を組み、必死に祈いのりを捧ささげていた。

「……なんすかアレ」

「君とペアになれるよう神かみ頼だのみをしている、愚おろか者の集団だ」

「ええ……なんでよ……」

「そりゃあ、分かるだろう。暗い道を男女二人で歩くんだ、想像がつかないか？」

「……ツーマンセルならこの中で俺が最高戦力だな。なるほどそういうことか」

「違う！　何も分かってないくせに納なつ得とく顔がおになるな！　普通、ドキドキするだろう!?」

　木葉は顔を真っ赤にして怒おこってきた。

　あ、ああなるほど。これって青春イベントなのか。やっと理解が追いついた。

　木葉以外の四人が必死になるのも頷うなずける。考えてみれば、訓練であるという前提をすっ飛ばせば、ハニトラには最適な催もよおしだろう。

　そうこうしているうちにくじ引きの時間である。

「さて、俺はこういうの結構苦手なんだが……」

「そうなのか？」

「ああ。『はずれくじ』っていう超ちようやばい激戦区ばっか行かされてたからな」

　俺の英えい雄ゆうブラックジョークに、木葉は重苦しい沈ちん黙もくを返してきた。

「ま、まあ気にしないでくれ。はずれで戦ってこその俺だからな、うん」

　ごまかすように早口でまくし立ててから、俺はくじを引いた。番号は１Ａである。恐おそらく数字が合がつ致ちして、ＡとＢでペアになるんだろう。

「雄介さん」

「はい」

　エリーナに名を呼ばれた。彼女は自分が引いたくじを握にぎりしめている。

「今日の雄介さんのラッキーナンバーは７です」

「へえ。お前のラッキーナンバーは１だけどな」

　そう告げると同時、エリーナとアンブローズ嬢じようとレンが、膝ひざから崩くずれ落ちた。

「や……やったー！」

　一方、三人の隣でマリィが両手を握って天へ突つき上げていた。どうやら俺のペアらしい。

　ふむ。マリィが俺のペアか。

「っしゃぁぁぁぁーーーーーー!!」

　俺は両手を握って天へ突き上げた。完全に勝利していた。

　大げさすぎたか、マリィでさえもがびくりと驚おどろいている。

「え、えっと……お兄ちゃん？　そんなに嬉うれしかった、のかな？」

　髪かみを細い指で弄もてあそびながら、マリィは頰ほおを赤らめて問うてくる。

「ああ。嬉しいに決まってるさ」

「お、お兄ちゃん……」

「だってお前相手なら、何の心配もないからな！」

　ぐっと親指を立てて笑え顔がおを浮うかべると、マリィの顔面からすとんと感情が抜ぬけ落ちた。

　他の連中も『まあマリィさんなら……』『他ほかの方々に比べますと……』『心配しなくていい。あと義妹いもうとのガッツポーズが可愛くて当方も鼻が高い』と好き放題言っている。

「教師としても、マリィがペアならば心配ないな……報告としては警けい戒かい対象だったが、その動きもないし……」

　木葉は教師として頷いた後、それから何やら小声でぼそりと付け加えていた。

　まあ、とにかく、一同としてもこのペアに不服はないのだが。

「…………だよねー。でしょうねー。そんなところだとは思ってたよ……」

「ん？　どうしたんだ？」

　しばしうつむいた後、マリィはガバリと顔を上げると、鋭するどい視線を飛ばしてきた。

「絶対に……ぎゃふんと言わせてやるんだからね！」

「何が？」

　ぎゃふんって言わされるのか……どうやって？







「……ということで、道中は教師が監かん視ししており、他のペアへの合流は認められない。また脱だつ落らくする場合は、その旨むねを叫さけべば教師が回収する。以上だ」

　生徒たちを前にして、クルーニー先生は端たん的てきに注意事じ項こうを告げた。

　俺は隣のやけに気合いの入った様子のマリィを見て、どうしたんだと首を傾かしげた。

「今度こそ邪じや魔まは入らない……絶対大だい丈じよう夫ぶ……」

　割と本気で何か、こう、必死だ。もしかしておばけが苦手だったりするのだろうか。

「それにしても……意外と言えば意外だな。くじに細工でもされたらどうしようかと思ったぜ。平和に決まって良かったよ」

　俺は木葉の隣にすすーっと寄って、そうささやいた。

「ん、むむ……」

　妥だ当とうにくじで決まったので安心していると、木葉は難しい顔でうなって。

「いや、その……教師陣じんが同郷の生徒を雄介のペアに推おしてな。意見と意見がぶつかって、結果としてくじになった」

「一周回っての平和だったんだ!?」

　聞きたくなかった。偽いつわりの平和じゃねえか。

「む。すまない、少し席を外す」

　その時、木葉が片耳に引っかけていたデバイスが振しん動どうした。どうやら電話がかかってきたようで、木葉はそそくさと俺たちから距きよ離りを取った。

　ちょうどそのタイミングで、先生方が生徒に声をかけ始める。

「そろそろ始めるぞ、ペアごとに並んでくれ」

　クルーニー先生の声を受けて、俺はマリィと二人で列に並んだ。

　後ろをチラリと見ると、アンブローズ嬢とレンが死んだ目で並んでいる。エリーナは一人で、周囲をきょろきょろと見み渡わたしていた。

「では番号１。英赤と……英赤だな」

「あ、はい」

　ものすげえ呼ぶ時困ってたなクルーニー先生。

　俺とマリィは息を少し吸ってから、肝きも試だめしを行う山道の方向へと進んだ。

　広場を抜け出て、やや傾けい斜しやのある山道に踏ふみ込む。きちんと舗ほ装そうされていた広場の平たさが消えて、足の裏で小石や固まった土の感かん触しよくを感じ始めた。

「マリィ、こういう肝試しってやったことあるのか？」

　木々が生おい茂しげり、月の明かりが細切れになっている。トンネルのようになった道に入り、俺とマリィのペースは、自然と落ちた。

「ないよー。だからちょっと、怖こわい、かも」

「あー……」

　横でちらちらこちらを見てくる彼女に対して、俺は頭をかいた。

　それから、俺はマリィの手をそっと取る。

「ほら、これでいいか」

「……ッ!?」

　おばけでも出てきたのかってぐらいマリィは目を見開いた。

「えっ……あれ、あれぇっ!?　お兄ちゃんいいのこれ!?」

「何が？」

「こうなんていうかさ、労せずして得ちゃったっていうかさ！」

「はは。何言ってんだよ。俺はこう見えて、頼たよりがいのある兄なんだぜ？」

「ぐえー」

　マリィが謎なぞの奇き声せいを上げた。

　なんだ？　何もおかしいこと、言ってないよな？

「こうなったら……そう、積極的に──！」

　何やら苦しみながら、マリィは俺とつないだ手をぎゅっと握り直した。それから俺の顔を下から覗のぞき込んで。

「あのねお兄ちゃん。もっと、くっついてくれた方が──」

「────！」

　気配。上か！

　その場から飛び退のき、マリィを抱だきかかえてさらに横へ跳はねる。

　山道の傍そばにそびえ立っていた樹きの陰かげへ飛び込み、腕うでの中のマリィの口を塞ふさいだ。

「静かに。何かいる」

　そうささやくも、マリィは……なんかものすごい顔をしていた。

　何かを伝えたいような、そしてそれを伝えるに伝えられないしこのままでもいっかなと考えているような……って俺が口塞いでるからしゃべれないのか。

　俺は彼女を解放すると、〈デイブレイカー〉の柄つかを握りながらハンドサインを送った。

『俺が左から陽動をかける。お前は隙すきを見て不ふ審しん者を組み伏ふせてくれ』

「いや先生だと思うんだけど」

　ほとほと呆あきれた様子で、マリィは服についた砂を払はらいながら立ち上がった。

「……………………」

「先生たちがおどかしに来るんだよ。というか不審者は今のお兄ちゃんそのものだよー」

　ぐうの音も出ねえ。

　俺は今、いたいけな少女の口を塞いで物陰に連れ込んだのである。即そく通報だわ。

「あ、ここにいたのか」

　俺が自分の罪状に愕がく然ぜんとしていると、山道の方から草木をかき分けて、木葉がひょこっと顔を出した。

「ああ……咲ノ芽先生、か？　脅おどかす役だったのか」

　咄とつ嗟さの反応でオーバーな対応をしてしまったのが恥はずかしくて、俺は顔を背そむけながら尋たずねた。すると木葉は腕を組んで、難しそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「いいや……木葉でいい。その、色々と変へん更こうがあってな」

「変更？」

「うむ。私も君たちと共に進むことになった。三人ペアだな」

「な……ッ!?」

　俺が何か言うより早く、マリィが反応した。

　絶句である。顔を青ざめさせ、彼女は肩かたを震ふるわせた。

「えぇ……それって認められるのか？」

「……まあ、最初のペアに同どう伴はんして、道中の安全を再確かく認にんするという意味があってだな」

　とってつけたような理り屈くつだった。ていうか安全の再確認、生徒が来る前にやっとけや。

「というわけでやっと追いついたんだ。ここからは三人だぞ」

「ぐ、ぐううぅぅぅ……！　それはルール違い反はんでしょ……！」

　小声で何やらマリィが恨うらめしそうな声を上げていたが──木葉はきびすを返して、山道へ戻もどろうと先導し始めた。

　……あれ？　追いついたってことは後ろから来たんだよな。

　俺が感じた気配、上だったんだけど？







　都内某ぼう所しよ。

『いやこれはどうかと思う』

　アメリカ大統領たちは真顔だった。

　痛いほどの視線を浴びながら、総理はぎこちない笑みを浮かべる。

「ハハ……まあ、あれです。安全の再確認でしてね」

『生徒が入る前に終わらせませんか？　というか終わってたでしょう』

　イギリス首相の言葉は実に正せい鵠こくを射ている。総理としてもかなり強ごう引いんな割り込みになったことは理解していた。

『そこまでするか……もういい。我々も手段を選ばんからな！』

『あっちょっと待てずるいぞ中国！』

『我々も完全にキレているからな！　ええい、キャス様へ連れん絡らくしなければ……！』

　中国国家主席のどこか吹ふっ切れた言葉とともに、一同は慌あわてて連絡を取り始める。

（……ふむ。予定通りだな）

　しかし総理はまったく動じていなかった。

　そうだ。彼の戦術眼はこの状じよう況きようを狙ねらっていた。マリィとの二人きり、という状況に対する異様な危機感。故ゆえに二人きりでなければそれでいい。

　無言のまま、そっとヴィルオの様子をうかがう。

　彼女は感情の抜け落ちた無表情で画面を見つめ、それから総理を見た。

（──馬ば鹿かな。このタイミングでピンポイントに、こちらの逆ぎやく襲しゆうの起点を潰つぶしてきた。あり得ない……！　どうやって察知した。材料になるようなものは何一つなかったはずだ！）

　ヴィルオは同じ円えん卓たくに座るスーツの男に、得体の知れない怖おぞ気けすら感じていた。

（こんな、ことが……！　日本め、どこまで我々を愚ぐ弄ろうするつもりだ……！）

　このままでは完かん封ぷうされる。何一つ、一いつ矢し報むくいることすらできずに。

　それを回かい避ひするため、ヴィルオは高速で頭脳を回転させ始めた。







　同時刻。

（──なんだ、背後から追いかけてきた女子に対して警けい戒かいしていたのか）

　ジールはかすめ取った映像を確認して、ほうと息を吐はいた。

「どうやら気づかれてはいないようだ……いけるな？　〈妖よう闇あん皇〉」

『はい～。てっきり私を感知したのかと思いましたけど～、大丈夫そうです～』

　通信の相手は、肝試し会場に潜せん入にゆうさせた七武皇の一人。

「〈妖闇皇〉フェルナーデ。特とく殊しゆな鈴すずの音波をぶつけ、相手を支配する君の『ファインド・ネビュラス』にうってつけの戦場だ……頼たのんだぞ」

『うふふふ。〈英えい雄ゆう〉さんは、どんな音色がお好みですかね～』

　戦せん闘とうではなく精神干かん渉しように特化した部下だ。闇やみ夜よに紛まぎれ込ませるには最適解である。

（今回ばかりはまだ気づかれていない！　何せフェルナーデは不意打ち専門、潜せん伏ぷくはお手の物だからな！　よく考えたら前の三人は潜伏には向いていなかったし！）

　死んだ三人が聞いたら憤ふん死ししそうな内心である。

（さあ今度こそ最さい期ごだ。楽しい幕切れにしてくれ、英赤雄介君──！）

　必勝を期した。智ち謀ぼうの軍師は英雄の最期を明確に予期して、口元を歪ゆがめた。




　　　　◇




　木葉とマリィが両りよう隣どなりに並んだ形で、俺たちは山道を進んでいた。

　なるほど、時折不自然な明かりがぼうっと浮うかんだり、木の裏側からフェイスペイントを施ほどこした先生が此方こちらを覗き込んだりしてくる。

「おっ、次は右側か。あの木の裏側から出てくるぞ」

　わくわくしながら見ていると、やはり俺たちが近づいたのに合わせて、先生がばあ！　と大声で出てくる。

「ほら！　なんだよ、肝試しって結構おもしれーな！　なあ、木葉、マリィ！」

「死ぬほどつまらないな……」

「死ぬほどつまんない……」

　二人の顔はしょぼくれていた。

「えっ……ど、どうしたんだよ」

「君が全部予測するから本当に何の面おも白しろみもないんだ。肝きもを試ためす要素ゼロだぞこれ」

「お兄ちゃんマジで口閉じてて。カーナビじゃないんだからさ」

　すげえ恨みがましい視線を向けられ、俺は首を傾かしげる。

「……俺、なんかやっちゃったか？」

「やっちゃってるとも！　ものすごい勢いでやっちゃってるぞ！　自覚して反省しろ！」

　えぇ……全然分かんねえ。

「あのねお兄ちゃん。こういうのはさー、いつ何が出てくるのか分からないドキドキ感を楽しむものなのー。来るって分かってるものが本当に来ても楽しくないでしょ？」

「来るって予測した攻こう撃げきが来たらカウンターできて楽しいじゃん」

「あああああああもうやだぁー！」

　頭を抱かかえてマリィが悲鳴を上げる。

「……ん、今度は左なんだけど……なんか気配が違ちがうな」

「違うとは？　まさか不審者か？」

　木葉は腰こしに携たずさえる剣けんへそっと手を伸のばした。俺は首を横に振ふる。

「違う。先生方より……なんか、潜伏に慣れてる感じがする。だけど敵意は感じない」

　そう言いながら、俺は指さした樹木へと歩いて行く。

　そろそろ出てくるかな、と考えながら歩を進めていると。

「…………ば、ばあー」

　樹木の裏から顔を出してそう言ったのは……紅あか髪がみを夜よ闇やみになびかせる、エリーナだった。

「なっ、君、なんでここにいるんだ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げたのは木葉だった。

「いやーそのー……急きゆう遽きよ、色々変更がありましてねー……ペア相手の木葉さんもいなくなっちゃって、単独で来ちゃいましたー」

　もごもごと言い訳がましく告げられ、木葉は眉み間けんに指を当てて嘆たん息そくする。

「君なあ……順番ぐらい守りたまえ。勝手に移動して、先生方に迷めい惑わくがかかるじゃないか」

「木葉、すげえ勢いでブーメランぶっ刺ささってるぞ」

　俺が冷たくコメントすると、木葉はさっと顔を逸そらした。

　この女、反省してねえ……！

　思わず口を開いて文句を言おうとした、その時。

『キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　山道を進んでいった先の方から、絹を裂さくような悲鳴が響ひびいた。

「な──俺らが一番だったはずだろ!?」

「確認しに行くぞ！」

　木葉の言葉に頷うなずき、俺たちは走り出す。

　なんかマリィが「もうやめてほんとやめて、もうライフゼロだから追い打ちしないで」とか言っていたが、今は状況確認が優先だ。

　地面を蹴けって加速し、カーブをドリフトするようにして最低限の減速で走り抜ぬけて。

「──大だい丈じよう夫ぶですかッ!?」

　俺たちが飛び込んだそこでは。

「ふ、ふぇぇ……もう嫌いやですおうちに帰らせていただきますぅ……」

「キャストルテ、自分はおばけではない。気を確かに、傷は深い」

　なんか尻しり餅もちをついてぐずるアンブローズ嬢じようと、それを前におろおろしているレンがいた。

　思わず目を丸くして、それから俺は半眼で二人を見た。

「……何してんの？」

「色々、急遽変へん更こうがあって、自分は単独で奥に進んでいた……雄介を驚おどろかそうと思って……そうしたら」

「……キャストルテさんを驚かしちゃったわけですねー」

　エリーナがしらけた声を上げる。隣で木葉が鉛なまりのように重い息を吐いた。嘆息したいのはこっちだボケ。

「いやいや……いやいやいや……全員そろっちゃってるじゃん……」

　俺は一同を見み渡わたして愕がく然ぜんとした。

　おかしい。せっかくマリィと二人で、ハニトラの心配をしなくていいと思っていたのに。

　気づいたらいつものメンバー勢せい揃ぞろいになってる。

　おかしい。おかしい！

「おかしい。おかしい……！」

　マリィも同様に呻うめいている。いやお兄ちゃんも完全同意だよ。こんなことは許されねえ。

「全ッ然──ハニトラ来てんじゃん……！」

「全ッ然──ハニトラできない……！」

　声がかぶった。マリィも家族水入らずの時間を邪じや魔まされて怒おこってるんだろう。

「ったく……ほら、アンブローズ嬢立てるか」

　俺はかぶりを振って、意識を意図的に切り替かえた。揃っちまったものはしょうがねえ。このメンバーでゴールを目指すとしよう。

　手を差し伸べると、半泣きのアンブローズ嬢はおずおずと俺の手を取った。

　ぐいと引き上げて、彼女を立たせる。

「あ、ありがとうございます……」

「怖こわいの苦手だったっけな。でもこんだけ人数いたら安心だろ」

　言った傍そばからだった。

　どこからともなく、チリンチリンと音が響き渡わたる。明らかに普ふ通つうの音じゃない。魔力を音波に編み込み、強化していた。

　音が聞こえた。その時にはもう、俺は動いていた。動いてしまっていた。

「あっやべ」

　腰に差していた〈デイブレイカー〉の柄つかを握にぎり、プログラム起動。反射的に音波を解かい析せきし、より圧縮して放つ──そこまでで一工程。ほとんど無意識の反撃だった。

　頰ほおが引きつる。数秒間聞こえた鈴の音色は、不意にかき消えた。

「ヒッ……!?　い、今何か、鈴の音が……!?」

　アンブローズ嬢は怯おびえきっていた。俺は所在なく視線をさまよわせてから、大人しく両手を上げた。

「確かに聞こえたな。鈴の音なんて予定にあっただろうか」

「どーだろ。音波を特殊な攻撃にするっていう魔物はいるらしいけど、何かが壊こわれる音もしなかったし」

　マリィの言葉に、エリーナは頷く。

「ですねー、聞き間違いかもしれませんよー。ていうか雄介さん、どうしたんですか？」

「いやごめん。音出す機械とか使ってたんだと思うけど……ぶっ壊しちゃった」

　は？　と全員が目を丸くした。

「……音波攻撃してくる魔物って、結構いてさ。基本的に、魔力で編み込んだ音波聞くと、迎げい撃げきしちゃうっていうか……」

　みんなの顔色が悪くなっていく。

「音波パターンを解析して、さらに収束させた音を逆に撃うち込むっていうか……ほら、魔力で構築された音波なら再現できるし……」

「…………で？」

「先生方の用意した機械をぶっ壊してしまったかもしれません……!!」

　木葉に冷たく促うながされ、俺は半泣きで自白した。一同、なんとも言えない顔になる。

「はぁー……条件反射で器物損そん壊かいですかー」

「まったく。実際に壊れていたら、私の方で説明しておこう」

「すみません……」

「しかし、鈴すずの音……予定にあったか……？」

　首を傾げる木葉の隣で、マリィが頰を引きつらせながらも手を叩たたく。

「と、とにかく前に進もうよ。他の生徒に追いつかれちゃうかもだし……」

「そうですねー。じゃあ行きましょっか～！」

　言うやいなや、エリーナは俺の腕うでに抱だきついてきた。甘いな、もうそれは予期してる。今いま更さらこの程度で俺の鉄の理性がふにょふにょしててすげえ柔やわらかい！

「ちょっ……ああもう、どうしてこんなことに……！」

　血を吐はくような声こわ色いろでマリィがエリーナを睨にらみつける。

「あららー？　どーしたんですかマリィさん？　これぐらい普通ですよねー？」

「そりゃあ、フランスにいた頃ころはそうだったけど……！　いいから離はなれろー！」

　俺を挟はさんでエリーナとマリィがぎゃーぎゃー言い合い始めた。そしてとても柔らかい。

「……雄介さん、いつまでだらしない顔をしているおつもりで？」

「ハッ……!?」

　アンブローズ嬢の冷たい声を受けて、慌あわててエリーナを振りほどく。

　一同から『今まで感かん触しよく楽しんでただろお前』という冷たい視線を浴びて、俺は脂あぶら汗あせを浮うかべながら咳せき払ばらいをした。

「えっと……フランスにいた頃、か。ＩＤＳＯのお世話になってた時だよな？　マリィをお世話してくれてたの、お礼言っとかねえとな」

「うん。お兄ちゃん、露ろ骨こつに話題逸らしたね」

　マリィの指し摘てきは痛つう烈れつだったが、なんとか聞かなかったフリを貫つらぬく。

　一方、俺の言葉を聞いて木葉は僅わずかに眉まゆをひそめた。

「ＩＤＳＯ──それはまた、有名なところだな」

「そうなのか？」

　俺の問いに、木葉は一つのウィンドウを立ち上げた。

「教科書にも載のっている、国連の専門機関だ」

　表示されたのはＩＤＳＯのホームページだった。何やら企き業ぎよう理念というか、組織のコアとなるフレーズが掲けい載さいされている。

「『種族間の差異に目を向け、共存の未来を模も索さくしていく』……か」

「いずれ習うだろう。戦せん役えき時に組まれた統合国連軍には負けるものの、知名度は高いぞ」

　へぇー、と間抜けな声を上げてしまった。

　その辺の常識にはどうしても弱い。統合国連軍は所属していたからさすがに分かるが、他ほかとなると怪あやしいな。

　木葉はウィンドウを叩いて消すと、ああ、と声を上げた。

「君にはこっちの方が分かりやすいかもしれないな。国際連合防衛戦略計画──ＵＮＤＳＰという国連の補助機関が前身だ。規模が大きくなったんだ」

　────！

「例えば魔物に対する多方面からのアプローチなど……おい、どうした？　君、すごい顔になっているぞ」

「あ、ああ。気にしないでくれ」

　動どう揺ようを悟さとられまいとごまかして、それから内心で、再度その名を確かめる。

　──ＵＮＤＳＰ……ッ！

　どうりで聞き覚えがあると思った、あれが前身となった組織だったのか！

「そうだねー。お兄ちゃんにいつか紹しよう介かいした方がいいかなー？」

「……ああ。よろしく頼たのむわ」

　話題はそこでいったん途と切ぎれ、俺たちは顔を見合わせてから、やっと山道を進み始めた。

　気持ち早足で進み、顔を出す先生方に時々びっくりするマリィを見ながら考える。

　なるほど組織の大きさとしては、言うことなしだ。ありがたいとすら思う。

　しかし、である。

　俺の知るＵＮＤＳＰ、つまりかつてのＩＤＳＯは──何度か、国連軍に無断で魔物とのコンタクトを試みていた、あまりいい印象のない組織なのだ。

「どうかしたか？」

「いや、なんでもない」

　隣となりの木葉は俺が黙だまり込んでいるのを不自然に思ったのか、顔を覗のぞき込んできた。適当に濁にごすと、彼女はふうんと相づちを打ってから、ところでと話を切り替える。

「この後は、施し設せつに戻もどってキャンプファイヤーだ。シャワーは済ませておくように」

「あー、そうだな。戻ったらすぐ風ふ呂ろに入るよ。勝負服みたいなのはないけど、お前らと踊おどるんならきちんとしたいしな」

　えーといったん部屋に戻って制服回収して、風呂入って……それで十分か。

　そう直近の行動を組み立てていた瞬しゆん間かん。

「…………私たちと、踊ってくれるのか？」

　木葉が、頰を少し赤くしながらそう言った。

　俺は絶ぜつ叫きようしそうになった。完全にバカだった。

　ていうか──恥はずかしい。恥ずかしい！　俺、木葉たちと踊ること、前提にしてた！

「……………………他に相手いないし」

　我ながらひどい言い訳である。木葉は髪かみの毛先を指でいじりながら、絞しぼり出すようにして、楽しみにしていると言った。

　畜ちく生しよう──畜生！　なんでハニトラ疑ぎ惑わくのある女子と踊んなきゃいけねーんだよ！

　何より、それを楽しみにしてんじゃねえよ、俺のバーカッ!!

　結局ゴールにたどり着くまで、俺は自分自身の無自覚な願望に煩はん悶もんし続けた。




　　　　◇




「しにたい」

『気を確かに持て、マリィ……！』

　肝きも試だめしを終え、自室に戻って最後の戦いに備えて。

　しかし完全に目から光を失っている部下に対して、ヴィルオは必死に呼びかけた。

『まだだ。まだここからだ！』

「それもう聞いたよゥ……勝てないよゥ……何あの人たち、強すぎるよゥ……」

　ヴィルオの励はげましもむなしく、マリィは完全に自信を失っている。

　何をやっても妨ぼう害がいされる。さらにはことごとく、真正面から叩き潰つぶされる。

　今まで描えがいていた勝利の図はもろくも崩くずれ去った。圧あつ倒とう的に──木葉たちは、ハニトラとして強者だった。

『マリィ。まだだ。まだあと二度のチャンスがある』

「……二度？　キャンプファイヤーは分かるけど……あと一つは？」

　事前に組んでいた作戦では、残ざん弾だんは僅かに一つだ。

　ヴィルオは躊ちゆう躇ちよしながらも、急造の新たな作戦を口にする。

『キャンプファイヤーの前……会話を聞いていたぞ。英赤雄介は風呂に入りに行く』

「うん……いや、待って。ヴィルオさんまさか──!?」

　それは。

　それはリスクが大きすぎる。しかし確かに、最高率の、一発逆転の手だ。

『家族風呂を、するぞ──！』

　ヴィルオは真しん剣けんな表情で、そう言い切った。







　同時刻。

「フェルナーデ」

『ひぃっ！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい』

　部下が完全に精神崩ほう壊かいしたのを確かく認にんして、ジールは深く、そして重いため息をついた。

（音波干かん渉しようが始まった途と端たん、英赤雄介は数十倍に収束させた音波を打ち返してきた……）

　よりにもよって、特化型の人材を同じ土俵に上がって叩き潰すとは。

（完かん封ぷうされた──！　やはりこちらでどうこう工く夫ふうするのには限界があるか……!?）

　フェルナーデは震ふるえながら謝罪をずっと口にし続ける。ジールは通信を切断した。

（皆みなの犠ぎ牲せいは無む駄だにはしない……これで、残る七武皇はたったの二席。もう、次が最後の仕し掛かけになるだろう）

　ジールはその鋭するどい眼光を以もつて、机に広げた地図をねめつけた。視線の先は、体験学習施設に隣りん接せつした運動場──キャンプファイヤー会場。

（だが……今までの失敗を踏ふまえろ。導き出せ。〈英えい雄ゆう〉に隙すきを生み出させる、やつにとっての弱点を……）

　しばしの沈ちん黙もく。

　ジールはそれを挟んでから、ゆっくりと顔を上げた。唇くちびるは弧こを描いていた。

「…………使うか、あの裏切り者を」




　　　　◇




「露ろ天てん風呂、遠くね？」

　俺は肝試しを終え、自分の部屋にいったん戻って制服を回収した。

　それから施設の廊ろう下かを歩いて大浴場を目指していると、男子用露天風呂はこちらという案内が目に入った。

　その指示に従って俺は曲がり角を曲がって進んでいたのだが、やたらと歩かされる。

　だんだんと人気は少なくなっていき、生徒が利用する宿しゆく泊はく室からも離れ、俺は施設の奥へ奥へと導かれていた。

　なんか不安になってきたが、露天風呂というのは初めてだし楽しみなので、引き返すわけにはいかない。でもこれで迷子になってキャンプファイヤー遅ち刻こくしたらどうしよう。

「…………ん、ここか」

　右へ左へと曲がらされ、ついに露天風呂はここという張り紙にたどり着いた。

　考えてみれば露天風呂っていうぐらいだし、施設の中央からは離れていて当然だろう。

　ドアを開けて更こう衣い室に入り、俺は衣服を脱ぬぎ捨てるとかごに入れた。

　風ふ情ぜいを重視してか、風呂への入り口は自動ドアではなく磨すりガラスの引き戸である。

　ドアを開けて中に入れば、少し肌はだ寒ざむい風が吹ふき付けてきた。

「うお、さむさむ」

　慌ててシャワーに駆かけ寄り、熱い水で身体からだを軽く流す。

　さて、身体を洗ってから風呂に入るべきか、それともこのまま入っちまうか。せっかく俺一人なんだ。まず湯につかって、風景を満まん喫きつしたいという気持ちもある。

　見れば、露天風呂だけあって、湯船は広かった。中央には巨きよ大だいな岩すらある。独どく占せんすればさぞ気持ちいいだろう──

「……ん？」

　なんか引っかかった。俺一人？　キャンプファイヤーを前にして、男子風呂に俺一人？

　首を傾かしげた、その瞬間。

　脱だつ衣い所と浴場を遮さえぎるドアが開いて。




　バスタオル姿のマリィが入ってきた。




「──────────!?」

　絶句である。

　驚きよう愕がくと混乱がないまぜになり、半ばパニックに陥おちいった。え、何？　何？

　男子風呂に妹が入ってきた。いやいやいや、なんだ？　状じよう況きようがさっぱり分からねえ。出しっぱなしのシャワーに頭から打たれながら、俺は完全にフリーズしていた。

「あ、お兄ちゃんもここ使ってたんだー」

　なんでもないことのように──俺と彼女がここで顔を合わせてもおかしくないといった具合で、マリィはてくてくとこちらに歩いてくる。

「せっかくだし背中流してあげよっか？　家族水入らずってことで！」

　マリィはバスタオル一枚のみで、立ったままシャワーを浴び始めた。平時はポニーテールにまとめられている桃もも色いろの髪はそのまま下ろされていて、今は肩かたから背中にかけて肌はだに張り付いている。

　バスタオルが水に濡ぬれていき、マリィのボディラインを浮うかび上がらせ始めた。

　お、落ち着け。落ち着け……落ち着くんだ、英赤雄介。冷静に状況を確認しろ。

　露天風呂。二人きり。互たがいにバスタオルのみの男女。ちなみに兄と妹。

　なんだ家族風呂じゃねえか、問題ないな、ヨシ！

　ヨシじゃねえんだよ馬ば鹿か！　歳とし考えろ！

　自分の脳が思ったより使い物にならないことを確認して、俺は咳せき払ばらいした。

「あー……マリィ？　どうしてここに？」

　もう張本人に聞いた方が早い。そう思って問うと、マリィはうーん？　と首を傾げて。

「兄妹きようだいなんだから、一いつ緒しよのお風呂に入るのは当然だよ？」

「あ、そうなんだ……じゃねえ！　男子風呂だろ、ここッ！」

　あらん限りの声で叫さけぶも、マリィの反応は芳かんばしくない。

「え？　ここは教員用の露天風呂でしょ？」

「…………は？」

　言葉を失った俺に対して、マリィは指を一本立てた。

「ほら、今は先生たちみんな、キャンプファイヤーの準備で出で払はらってるからさー。この時間帯は、先生しか使えない露天風呂をこっそり使えちゃうんだよね。私も先せん輩ぱいに聞いて、せっかくだしって来たんだー」

　知らん知らん知らん！　男子用露天風呂はこちらって案内されてたんだぞ！

　俺の認識とマリィの言葉が食い違ちがっている。明らかに何かがおかしい。

　いや──待て。あの看板はダミーだったのか？　俺をこの露天風呂へ誘ゆう導どうするための？

「さあさあお兄ちゃん、お風呂いこーよ！　きっとイイ光景だよ！」

　シャワーを止めてから、マリィはずいと身体を寄せてきた。俺は咄とつ嗟さに彼女に背を向けて思考を回す。

　何が起きているのか分からない。だが少なくとも、ここに俺とマリィがいるのはやばい。年とし頃ごろの妹と風ふ呂ろに入る兄、どう考えてもやばい。つまり──見られたら、やばい！

　俺は元気いっぱいに露天風呂の中央で両手を広げるマリィの横を素通りして、入り口へと向かった。

　スルーされたマリィはその姿勢のまま硬こう直ちよくしている。

「え──お、お兄ちゃん……？」

「うるせえ！　こんな場所にいられるか！　俺は部屋に帰らせてもらう！」

　威い勢せい良く言い放ち、引き戸の取っ手に手を伸のばそうとして。

　──ガラリと。

　タオルで身体前面を覆おおった咲ノ芽木葉が、向こう側からドアを開けた。







　ＩＤＳＯ特とく殊しゆ事務室。

「……どうなった」

　珍めずらしく不安げな表情を露あらわにして、ヴィルオはマリィからの連れん絡らくを待っていた。

　発案した作戦──無人の教員風呂へとダミーの看板で雄介を誘導し、マリィと二人きりで風呂に入らせる。そこで家族風呂という名目で雄介とぐっと距きよ離りを詰つめていく。

　成功すれば決め手になり得る。しかしリスキーだった。失敗すれば、それは致ち命めい的てきな拒きよ絶ぜつとなるからだ。マリィにとって耐たえがたい苦痛だろう。

　だから他ほかの何にも手が着かず、ヴィルオはひたすらに報告を待っていた。

「失礼します」

　その時、事務室のドアが開けられた。中に一人の職員が入ってきても、ヴィルオは落ち着かない様子を隠かくせていない。

「どうした」

「はい。指定警けい戒かい組織『バルガ』のメンバーと、輸送機を襲しゆう撃げきした実行犯の照合が取れました。かなりの大物ですよ、幹部クラスです」

「そうか。ご苦労だった」

　職員が表示するデータには目もくれず、ヴィルオは腕うでを組んでそわそわしている。

「あの……」

「なんだ」

「バルガへの対策はいいのですか」

　職員の声は不安げだった。

「彼らは我々を目の敵かたきにしています。より積極的な攻こう撃げきを仕掛けてくる可能性もあるかと」

「ああ、そうだな。だが優先順位がある」

　ヴィルオはやはり顔を向けることなく、粛しゆく々しゆくと告げた。

　職員は周囲を確認して、やや声を落とした。

「優先順位、ですか……では仮に本部に、ここに侵しん入にゆうされたりしたらどうするのです」

「奴やつらの最終的な狙ねらいは英雄だ。回りくどいことをするのは性しように合わないだろう」

「なるほど確かに。ところが、たまには回りくどいことをしようかと思ったのだよ」

　──ヴィルオはガバリと顔を上げた。施し設せつの制服を着ていた男は、あごひげをさすりながら笑っている。貫かん禄ろくのある男だった。問題点があるとすれば、組織のトップであるヴィルオが、彼の顔に見覚えがないことだった。

「貴様──」

　職員がカパリと口を開けた。唇が動く瞬しゆん間かん、ヴィルオの背中を怖おぞ気けが走った。

「────！　〈ふせ」

「〈墜おちろ〉」

　防御呪文を放とうとして、しかしその寸前に、ヴィルオの視界は闇やみに閉じられた。







「……ッ!?」

　木葉は目を何度かしばたたかせて、完全に硬直する。

「にしても、教員用のお風呂を使っても良いのでしょうか……」

「何言ってんですか、咲ノ芽先生直々に案内してくれたわけですし、へーきですよー」

「最悪、木葉に全部なすりつける……木葉？」

　背後で服を脱ぎ好き勝手に騒さわいでいた三人、エリーナたちは動きを止めた木葉の背中を見て、訝いぶかしげに声をかけた。

「……ッ！　あ、ああいや、その……何か今、雄介がいたような気がしたんだが」

　え？　と三人は木葉の肩かた越ごしに露天風呂を見み渡わたしたが、誰だれもいない。

「いやー、さすがにいないでしょう。男子用のお風呂とは全然別方向ですしー？」

「そ、そうだな……やけにリアルな幻げん覚かくだった……」

　四人は気のせいだろうと結論づけ、各おの々おのシャワーを浴びに行った。

　──その様子を確かく認にんしつつ、俺とマリィは湯船の岩の裏側で、密着し息を潜ひそめていた。

　どうすんだよこれ。咄嗟に超ちよう加速してマリィ引っ張って岩の裏まで移動したけど、バレたら間違いなく殺される。社会的に死ぬ。やばい。やばいって！

　というかやっと分かった。あの四人の誰かが、ダミーの看板を設置して俺を誘導しやがったな！　そして俺と一緒に風呂に入ることを画策していた……が、他の三人もそれを察知してくっついてきた。俺はマリィが来てくれたおかげで、ギリギリあのハニトラ共と鉢はち合あわせることは回かい避ひできた。そんなところだろう。

　俺は顔面蒼そう白はくだった。対照的に、マリィは首から額のてっぺんまで真っ赤になってる。

「…………お、お兄ちゃん」

「おい、声出すなって」

「だけど……！　その……！」

　なんだ、と確認すると、彼女は普ふ通つうに全裸だった。バスタオル、どうやら引っ張ったときにほどけたらしい。

　つまり岩の裏側に、俺たち二人は素すっ裸ぱだかで密着して隠れていた。

　──死んだ。だが岩の大きさ的に、離はなれたら隠れられない。

　というかこれアレだ。普通にマリィ回収しなくて良かったやつだ！

　湯気が結構立ちこめているから、視覚的な攻撃はある程度カットできている。だがそれを帳消しにして有り余る、全面的な身体接せつ触しよく！

　滑なめらかな肌の感かん触しよくや柔やわらかい肉感。妹とはいえ刺し激げきが強すぎる。頭の中が茹ゆだって、ぐらりと身体からだが傾かたむいた。咄嗟に岩に背を預け、水の音が立たないよう必死に制せい御ぎよする。

「じゃー私が一番乗りです！　わあ、お風呂おっきいですねー！」

　シャワーを浴び終えたのか、四人がちゃぷちゃぷと湯船に入ってきた。

「それにしても雄介さんの幻覚を見るって……ちょっと木葉さん、雄介さんのこと考えすぎなんじゃないですかねー？」

「な……ッ!?　そ、そんなことはない！　大体それを言ったら、エリーナだって普ふ段だんから彼にひっつきすぎではないか！」

　岩の向こう側では、女子たちが盛せい大だいに騒ぎ始めた。

「木葉、自分は負けない。自分の方が、ずっと雄介のことを考えてる」

「その張り合い、応じなきゃだめか……!?」

「まあまあ。せっかく木葉さんが用意してくださった、女子だけで水入らずの場ですもの。ガールズトークの一つや二つ、たしなんでいこうじゃありませんか」

「いや、まあ。私が用意したが……どちらかといえば隔かく離りの目的だったんだがな……」

　雑談を聞きながらも、自分に言い聞かせる。落ち着け……冷静になれ。相手はやっと再会できた兄に甘える妹だぞ？

　俺は決して妹に欲情したりしない。人間として、最後の一線を越こえてはならない！

「で？　その？　木葉さん？　そのあたり、どうなのでしょうか？」

「キャストルテまで、まったく。私はその……あれだ。幼おさな馴な染じみだからな。当然雄介のことは好意的に考えているし、なるべく助けになりたいと思ってる」

「ワーオ模も範はん解答。はい木葉さん、かーらーのー？」

「うるさいな君！　なんでアメリカンなノリと鬱うつ陶とうしさをハイレベルに両立してるんだ！」

「えーだってー、例えばー、私が雄介さんのこと好きって言って応おう援えんしてくれますかー？」

「潰つぶす」

「……………………」

　向こう側の空気が恐おそろしいぐらい冷えた。えっ何今の、怖こわい……

「随ずい分ぶん乱暴な言葉を選びましたわね……」

「……そうだな。すまない、言葉が悪かった。個人的な友人としては、私は君を好ましく思っている。だが雄介の恋こい人びととしては、私はもっと、雄介自身がそういうことについて考えてからじゃないと駄だ目めだと思うんだ」

　なんかすごい真ま面じ目めな話が始まった。マリィはさっきから俺にしがみついているが、俺は兄なので欲情したりしない。欲情したり……う、ううううおおおおおおおおッ……！

「安易な雰ふん囲い気きに流されたり、全ぜん裸らの異性を見ると興奮したり、あいつはまだ人間関係において未熟なところがあるからな。なるべく本人にも気をつけてほしいが……」

　ごめんなさい……今、木葉の懸け念ねん、当たってます……ッ！

「それ、幼馴染というより保護者じゃありませんの？」

「はは。保護者か。それだけはあり得ないな。何せもういるんだから」

　木葉の言葉は、やけに冷たく俺の脳に滑すべり込んだ。

　マキナの顔を思い出した。全裸でくっついてる俺とマリィを見て、俺の脳内姉貴面づらは、完全に放心していた。

『手塩にかけて育てたのに……妹に手を出すなんて、社会的にクズじゃん雄介君……どうして……私、どこかで間ま違ちがえちゃったの……？』

「──ッ！」

　力尽つきそうになっていた理性が、最後の力を振ふり絞しぼる。

　あの人を──俺をここまで育ててくれた姉貴分を、俺が泣かせてどうする……！

　泣かせるなら、せめて、俺が幸せな結けつ婚こん式を挙げた時のうれし泣きだろうがッ！

「ねえ、お兄ちゃん？　その……」

　背せ伸のびして、彼女は俺の耳元でささやいた。だが俺にもう、それを聞き届ける余よ裕ゆうはなかった。

「いくぞマリィ、のるかそるかだ……！」

「──え？」

　俺は彼女の背中に腕を回し、ぎゅっと抱だきしめた。

　ばしゃり、と水しぶきが上がる。

「……？　なんだ？」

　音を聞いて木葉が岩いわ陰かげを覗のぞき込んだ。

　しかし──イチかバチか、跳ちよう躍やくして露ろ天てん風ぶ呂ろを脱だつしていた俺たちは、もうそこにはいなかった。




　　　　◇




「あ、危なかった……！」

　ちょっと今回ばかりはどうにもならないかと思った。

　誰にも見つかることなく露天風呂を脱出するためには、クリアすべきハードルが多数あった。あまりに激しい水しぶきでは何者かがいたとバレるし、速度が出ていないと視認される可能性がある。

「お、お兄ちゃん、今のって……」

「ああ……ちょっとまあ、丁てい寧ねいなゴリ押しだったけどうまくいったわ」

　答えは至し極ごく明めい瞭りよう。マリィを抱きかかえ、呼吸を連動させ、二人まとめて明鏡止水状態にした。この状態ならば、意図して見ようとしても視線の方から避よけてくれる。

「な、なんか変な感じがした……元から宙に浮ういてたような、地面に足のついてないことが自然体、みたいな……」

「一流の剣けん士しは足場を意識せずとも摺すり足で一定速度で前に進めるらしいからな。二人まとめてだったからそこまでは到とう達たつしてないにしても、不思議な感じだったろ」

　露天風呂から天高く跳躍した後、俺たちは林の中にぽっかりと空いた岩場に着地した。

　落ち着けば色々手が回る。魔ま力りよくからタオルを構成。湯冷めしない内に宿しゆく泊はく施設に戻もどらないとな。

「とりあえずタオル作ったぞ」

「え、あ、あ、ありがとう」

　なるべく直視しないよう顔を伏ふせて、岩場に腰こし掛かける彼女に手て渡わたした。

　一帯は地層の違いか、樹木が生えず月明かりが差し込んでいる。俺とマリィの影かげが地面に伸のびていた。その影で場所を把は握あくして、全裸であろうマリィを見ることなく──

「は？」

　影を、見た。

　俺のすぐ隣となりに居る少女の影。華きや奢しやな身体つきだった。小さな肩かたと、そこからなだらかに続くライン。

　──それらの印象を打ち消して有り余る、凶悪な翼のシルエット。

「…………ッ!?」

　距きよ離りを取ると同時に顔を上げる。何が何だか分かっていなさそうな表情で、妹が俺を見る。その背中には、黒い一対ついの翼つばさが生えていた。

　更さらには、マリィの左肘ひじから左手にかけてが鋭えい角かく的かつ硬こう質しつな肌はだに変質している。肉体というより装そう甲こうに近い、黒い表皮。

「えっと、お兄ちゃん？」

　瞬しゆん時じに戦せん闘とう用思考回路が起動する。右手が疼うずいた。聖剣が、自分を顕けん現げんさせろと叫さけぶ。

「──────マリィ。お前は、何だ？」

　その、〈英えい雄ゆう〉としての衝しよう動どう全すべてを抑おさえ込み。

　俺は問う。

「え？　…………あ、ぁ────」
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　問われてやっと彼女は、自分の背中に顕現する異形の翼に気づいた。

「ち、がッ。ちがうの、これ、は──」

　過程は容易に推測できた。先ほど行使した二人まとめての明鏡止水状態。緊きん張ちよう状態から解放され、自然体であるが故ゆえに相手の意識を逸そらす絶技。必然、常つね日ひ頃ごろから自分の姿そのものを律していたとするなら──擬ぎ態たいは、解けてしまう。

「お前は、魔物なのか？」

　脳のう裏りに響ひびく声。殲せん滅めつしろと叫んでいる。叩たたき潰せと、人類の敵を生かして帰すなと、身体を突つき動かそうとしている。

「やめて、見ないで──そんな目で、見ないで……！」

　マリィが両手で自分を抱きしめ、後ずさる。

　翼と腕うでを注視した。魔物。人類を虐ぎやく殺さつし、地球を滅ほろぼし略りやく奪だつしようとした生命体。

　──俺の、〈英雄〉の敵だ。

　一歩踏ふみ込んだ。連動するようにして、マリィが一歩後ろに下がった。

「やだ、やだよお兄ちゃんやめて──見ないでッ」

「お前は、俺たちに……人類に噓うそをついてたんだな……!?」

「────────ッ!!」

　声にならない悲鳴と同時、マリィが腕を振るう。魔力の光が炸さく裂れつし、目を焼いた。

「マリィ……ッ!?」

　咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよ壁へきを張り、衝しよう撃げきを弾はじく。だが数瞬視界が潰され。

　顔を上げたとき、もうマリィの姿はそこにはなかった。




　　　　◇




　思わぬアクシデントだった。

　正体を知られた。自分を構成する要素に、人類の敵対種が混ざっていると、知られた。

　自室に戻ることも出来ず、施し設せつの裏庭で一人しゃがみ込む。魔力で編んだ布きれで身体を覆おおい、マリィは息を殺して泣いていた。

（わた、し……わたし、これから……どうすれば……）

　その時。彼女が腕に着けていた端たん末まつが、着信音を響かせた。

　びくりと肩を震ふるわせてから確かく認にんすれば、やはり通話をかけてきた相手はヴィルオだった。

　息を吸い、決心をしてから、通話を開く。

「……もしもし、ヴィルオさん？」

　返事はない。向こう側から聞こえるのは、微かすかなノイズのみだ。

「……聞こえてない？　ごめん、その……連れん絡らくしてなかったね……」

『…………』

「あのね。私の正体、バレちゃった。翼と、腕、見られちゃった」

『…………』

「どうしよう。どうしたら、いい？　ねえ……ねえ、ヴィルオさん！」

　返事はない。見捨てられたのか、と視界がにじむ。雄介に正体を知られた。種族単位で敵対し、彼から多くを奪うばい、何度も殺し合った存在なのだ──もう今までのように仲良くすることは出来ない。

　そしてその上で、ヴィルオすら失ってしまえば、自分は。

「やだ、よぉ……」

　電話をかけてきたということは、その場にはいるはずなのだ。

　しかしなんの返事もない。マリィは自分の視界が闇やみに落ちていくのを感じた。

　──その時、微かな息づかいがふと耳に入った。

　眉まゆ根ねを寄せた。それは明らかにヴィルオのものではなかった。




『はじめまして』




　ぎょっとした。

　知らない男の声だった。確かにヴィルオから電話はかかってきたはず。

　凍こおり付くマリィに対して、その通話相手は優やさしい、しかし同時にひどくおぞましい声こわ色いろで語りかける。

『そして──悪いがオーダーは変へん更こうだよ、忌いむべき半はん端ぱ者ちゃん』

　それは地じ獄ごくの底からとどろくような声だった。








第五章　ファミリー・ビート









　自然体験学習施設の建物に面した、広大な運動場。

　その中心にはキャンプファイヤー用の木材が積まれ、煌こう々こうと燃え盛さかっていた。

　戦場の炎ほのおとは違ちがい、人の肌を温ぬくめてくれる、優やさしい色だった。

「……感傷的な目をしているな」

　すぐそばにやってきた木この葉はが、壁かべにもたれかかる俺を見て言った。

　運動場はぐるりと外がい壁へきに囲まれていた。ちょっとした闘とう技ぎ場みたいだ。

　俺はその外がい壁へきにもたれかかって、キャンプファイヤーの開始を待つ生徒らを見ていた。

「感傷的……かもな。少し心配事があってさ」

「心配事？」

　頷うなずいてから視線を巡めぐらせる。多くの生徒らが右往左往していた。

　その中に、マリィは見当たらない。俺の前から姿を消して、部屋にも戻っていなかった。

　どこにいるのか。どこに行ってしまったのか。

　……純じゆん粋すいな魔物ではない、と思う。擬態が解けたのは翼と右腕だけだった。一部分のみに魔物としての特性が発現している、即すなわち──血が、混ざっているのだろう。

「珍めずらしいな。君が心配事か……ああいや、なるほど。服装か？」

「はい？」

　見れば木葉は咲さきノの芽め先生として仕事があるらしく、スーツ姿だった。一方の俺は制服に着き替がえていた。俺なりにドレスコードを考えてみたんだが……

「……浮いてるというか……あのだな、君が思ってるより、ここはラフな場なんだ……」

　思考に沈しずみっぱなしだった俺は、言われて気づいた。他の生徒らは──部屋着だ。うん。超ちよう部屋着だった。

「え？　俺ただのバカじゃん」

「言っておいた方が良かったな……」

　愕がく然ぜんとする俺に対し、木葉は悲しそうな顔だった。残念なものを見る目だった。

「あー！　いましたー！」

　と、その時、底そこ抜ぬけに明るい声が飛んできた。

　見ればエリーナ、アンブローズ嬢じよう、レンがこちらに歩いてきている。

「って……なんで制服なんです？　他ほかに誰だれもいませんよ？」

「うっせーな。来てから間違いに気づいたんだよ」

「はあ？　舞ぶ踏とう会じゃないんですから」

　エリーナの言葉はマジで核かく心しんを衝ついていた。

　しかし──俺の眼前までやってきた三人組は、他の生徒らとはちょっと違う服装だった。

「つってもお前……その、なんでハワイアンな感じ？」

　エリーナは首に華はな飾かざりを巻き、アロハ柄がらのワンピースを着ていた。南国の屋外パーティーっぽい。

「はい？　正装ですけど？」

「お前もお前で浮ういてるだろ！」

　なんなら俺よりひでえ。

「あら、雄ゆう介すけさん……アレですわね。冠かん婚こん葬そう祭さいに初めて来た学生みたいですわね」

「そう言うアンブローズ嬢も大たい概がいだが？」

　俺が半眼で告げると、パーティードレスを身に纏まとったアンブローズ嬢はさっと顔を逸らした。俺よりドレスコード遵じゆん守しゆじゃん。

「雄介、どう？」

　金きん髪ぱつロリを睨にらんでいると、くいと袖そでを引かれた。振ふり向くと、チャイナドレス姿のレンがいた。
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「……ああ。服か。いいじゃねえか。似合ってるよ。この場ではクソ浮いてるけどな」

「これは勝負服だから……」

　レンは毅き然ぜんとした態度で言ってのけた。

　うん、俺もこいつらぐらい堂々としてた方がいいかもしれん。

「これは──そうか。負けられないポイントということだな……承知した！」

　真横で木葉が何か言ってた。嘆たん息そくしながら俺は彼女に振り向く。

「あのさ、咲ノ芽先生。これは注意した方がいい感じなんじゃ──いつ和服に着替えたんだよお前ェッ!?」

　目を向ければ、彼女はいつの間にか色いろ鮮あざやかな和装に身を包んでいた。

「雄介殿どの。この服を着ている時の私のことは、木葉御ご前ぜんと呼び給たまへ」

「木葉御前……ッ!?」

　なんでちょっと高貴な感じにしているのだろうか。

　辟へき易えきしながら他の生徒らを見み渡わたせば、開始を今か今かと待ってそわそわしていた。

　いいから早く始まってくれよもう──と、願っている時、だった。

「あ、ここにいたんだねお兄ちゃん」

　不意打ちだった。

　俺たちは声の発された方を見て、息を止めた。無理に止められた。

　彼女の桃もも色いろの髪かみは肩かたにかかるよう下ろされ、普ふ段だんの活発さはなりを潜ひそめていた。

　身に纏っているのは妖よう艶えんな黒いワンピースで、平時を知る者はその変へん貌ぼうぶりに、知らない者は突とつ然ぜん現れた蠱こ惑わく的な美少女に、目を奪われていた。

「やっほ、どう？　似合ってるかな？」

　何かを隠かくすような黒で身体からだを覆い。

　英えい赤せきマリィは、笑え顔がおで俺の前に現れた。







「様子はどうだ」

　運動場の中央で燃え盛るキャンプファイヤーは、外から見れば格好の目印だった。

　臨時のアジトとしていた物置を抜け出して、指定警けい戒かい組織バルガのメンバーは小高い丘おかからフォークダンス会場を監かん視ししていた。

「多いな」

　様子をうかがっているのは、七武皇の二名──ジールと、最後の一人だった。

「ビーファル。機は熟した。仇あだを討うとう」

「仇……ふん。弱者が強者に踏ふみにじられるのは当然だ。仇討ちなど、殊しゆ勝しようなことだな」

　針金のように細い脚あしを下げ、翼つばさをはためかせ浮ふ遊ゆうしている魔ま物もの。ジールを除けば最後の七武皇であるビーファルの言い草は、彼らがどんな集団だったかを象しよう徴ちようするようだった。

　嘆息し、そしてジールは隣となりに転がされているヴィルオを見た。視線を向けられた瞬しゆん間かん、パチンと音が響ひびき、猿さる轡ぐつわが地面に落ちた。

「口を開くことを許そう」

「貴様ら、マリィを使って何をするつもりだ!?　いや、それ以前に……それはなんだ!?」

　ジールは残ざん虐ぎやくな笑えみを浮かべた。ヴィルオの悲鳴が、心ここ地ちよい調べだとでも感じているようだった。

「一つ目の質問には、〈英えい雄ゆう〉を殺す、と答える。分かりきったことだろう？」

「そうではない、どうやって……そして何より、何な故ぜマリィを──！」

「英雄を殺す方法。それは心だ」

　ジールは断言した。

「まあ見ていれば分かるさ。そして二つ目の質問──」

　ジールはその細い指で、腰こしに差しているサーベルの柄つかを叩たたいた。

　七武皇たちはいずれも一つずつ、何かしらの武装をしている。ビーファルとジールも例に漏もれず、己おのれの装備を携たずさえていた。

「ありえないッ。それは──魔法の出力装置として設計された兵器だ！　呪文スペルは使わないつもりか!?　いや……何を企たくらんでいるのかを〈答えろ〉！」

「〈無効だ〉」

　魔力が一瞬渦うず巻まいて、しかし即そく座ざに霧む散さんした。ヴィルオが発動した呪文スペルは、ジールのたった一声によって砕くだけ散った。

「ダメだろう。自分の戦士としての格ぐらいは理解しておかなければ」

「……ッ、理解しているさ。だからこうして潜せん入にゆう任務に就ついていた……！」

「潜入任務の末に人間に迎げい合ごうしておきながらか？」

「違う！　〈英雄〉に武力で打ち勝つのは無理だと判断しただけだ！」

「それが裏切りだと言っているのだ……！」

　苛いら立だたしげに吐はき捨てて、ジールはヴィルオを睨にらみつけた。

「我々は違う。貴様らのように軟なん弱じやくな選せん択たくは取らない。我々は徹てつ底てい的に人類を殲せん滅めつする。この地球上から人間なる存在を一いつ匹ぴき残らず駆く逐ちくする！」

「──！」

　声こわ色いろには、もはや妄もう執しゆうと化した情念が宿っていた。

　それを感じ取って、ヴィルオは口をつぐむ。この男は本気だ。本気で〈英雄〉を殺し、そして人類を殺さつ戮りくしようとしている。

　マリィが、それに巻き込まれようとしている。

　なのに何もできない自分があまりに情けなくて、歯がゆくて、ヴィルオは今すぐにでも死んでしまいたかった。

「……ふん、始まるようだぞ。見ておけ、妹分の晴れ舞ぶ台たいだ」

　ジールの言葉に、ヴィルオは顔を上げる。

　視線の先で、キャンプファイヤーが始まろうとしていた。







　曲が流れて、生徒が動き始めた。俺は完全に取り残されていた。

　実のところ全員が踊おどっているわけじゃない。俺のようにダンスの輪に入らず外から見ている生徒もいる。だがよく見れば、女子複数名から踊りを申し込まれ、困ったように苦く笑しようを浮かべている男子の姿がちらほらあった。逆も然しかりだ。

「すっごいですねあそことかあそことか……あら、ウチのクラスの子もいますよ」

「ああ。あり得ないだろ。学生の本分は学業だろ」

「雄介さん……もしかして、嫉しつ妬としてるんですかー？」

　エリーナは座り込む俺の顔を覗のぞき込んで、ニヤニヤしながら問うた。

「嫉妬じゃねえ。純粋に敗北感がすごい」

「あらあらまあまあ。しょうがないですねー」

　木葉は教師として周囲を見回りしていて、アンブローズ嬢はクラスの女子と歓かん談だんし、レンはマリィの隣に立ち、何やら会話している。必然、俺とエリーナが余っていた。

　……マリィは、普段と変わらない様子だった。まるで俺との一件なんてなかったかのようだった。すぐに他の生徒らと話し込み始め、俺はまだ彼女と話すことが出来ていない。

「じゃ、私と踊ってくれませんかー？」

「……ああ、そうするか」

　笑みを浮かべて雑談に興じるマリィを一いち瞥べつして、俺はかぶりを振った。ここでいくら考え込んでも、何も結論は出ないだろうと予期していた。

　エリーナと手を取り合って、ダンスの輪に加わる。

「なんだか表情が硬かたいですよー？」

「うるせーな。少し緊きん張ちようしてんだよ」

　曲に合わせ、ステップアンドターン。身体が勝手に動き、エリーナの華きや奢しやな身体を支えつつ回転する。

「の、割にはダンス上手ですね」

「パーティーには縁えんがあってな……」

「へー……ふーん……さぞおモテになったんでしょうね」

「ははっ」

　さっきからまったく会話に集中できない。身体が密着している近い近い近い！　表情を取り繕つくろうのでいっぱいいっぱいなんだよこっちは！

　エリーナの肢し体たいの暴力に必死に耐たえて、なんとか曲の切り替かわりまでを普ふ通つうに踊り抜ぬけた。つないだ手を放すとき、少し名残なごり惜おしそうにされたが──俺が耐えられねえよ。

　元の待機場所というか輪の外に戻もどれば、腰に手を当てて、威い風ふう堂々と佇たたずむアンブローズ嬢じようがいた。もう俺は次の展開が読めて肩を落とした。

「あぁ……次はアンブローズ嬢と踊ればいいんだな？」

「ええそうですわ。では這はいつくばってください」

「言葉の接続おかしくない？」

　俺の驚きよう愕がくに対して、彼女はふふんと胸を張る。

「わたくし、実はその……雄介さんと踊るの、結構楽しみにしていたのです」

「うん」

「ですので、這いつくばってくださいまし」

「言葉の接続おかしくない？」

　何度聞いても分からねえ。

「わたくしが飼い主。貴方あなたはブタ。はい、理論構築ですわ」

「んなワケねーだろッ!?」

　だがアンブローズ嬢は素す早ばやく俺の背後に回り、突つき飛ばすようにして背中に組み付いた。

　倒たおれ込むところを咄とつ嗟さに手をついて、俺は四つん這ばいの姿勢、背中には金髪幼女が足を組んで優ゆう雅がに座る。

　あら不思議。一瞬でご覧の有様です。

「今日は聞き分けがよろしくて結構！　それでは、このままフォークダンス会場へと参りましょう」

「…………!!」

「ちょっ、揺ゆらさないでください！　しかも揺れが激しい！　ロデオマシンですか貴方！」

　俺は半ギレで身体を前後左右へ揺さぶり、またがる金髪幼女を振り落とそうとした。

　しかしアンブローズ嬢もさるもの、というか乗馬経験があるのだろう。激しい揺れを体たい捌さばきのみで受け流し、俺という暴れ馬を乗りこなす。

「実家のファランクスに比べればぬるいですわね！」

「なんだと……!?　馬に負けてたまるか！」

　俺にも意地とプライドがある。英雄の名にかけて、馬に劣おとるわけにはいかねえ……！

　そういう感じでアンブローズ嬢を背中に乗せて俺は暴れ回り。

　結論から言うと他のクラスからドン引きされていた。一組は俺かアンブローズ嬢のどちらかに声せい援えんを送っていた。

　曲が再び変わり、俺は肩で息をしながら立ち上がる。傍かたわらには最後まで俺の上を譲ゆずらなかったアンブローズ嬢がいた。

「……俺の負けだ」

「いいえ──最後の瞬間、確かに貴方はファランクスを超こえる暴れ馬でしたわ」

　互たがいに満足げな笑みを浮うかべて、俺たちは固い握あく手しゆをした。

　…………なんすかこれ。

「雄介。ダンス」

「ん、ああ」

　俺が虚きよ無む感に襲おそわれていた時、簡素な誘さそい文句をぶつけてきたのはレンだった。

　手を取り合って、俺たちはごく普通にフォークダンスの輪に加わった。

　曲に合わせてステップを踏む。炎ほのおに照らされるレンは、普ふ段だんの不健康そうな少女ではなく、儚はかなく華奢な令嬢と言った方がよさげだ。チャイナドレスでさえなければ。

「……雄介、マリィの様子がおかしい」

「あー……」

　先ほど姿を露あらわにしたマリィは、今までよりも格段に様子が変だった。

　レンは彼女を特段気にかけていたから、心配なのだろう。こいつはこいつでマリィのことを（勝手に）妹分だと思ってるからな……

　曲が一区切りするまで二人で踊ると、俺はレンの手を取って待機場所へと戻った。

「ありがとう、雄介。次は……」

「ああ、少し、兄妹きようだいで話さなきゃいけないことがある」

　息を吸ってから、彼女に背を向ける。

　俺は待機場所の片かた隅すみに、そこで一人佇んでいるマリィへとまっすぐ向かった。

　生徒の喧けん噪そうとダンス用の楽曲が混ざって、運動場は騒そう々ぞうしい。

　けれど、マリィがいる一角だけは、いやに静かで、人がいなかった。

「迎むかえに来たぞ……俺が来るタイミングを読んで、一人になったんだよ、な……？」

「うん。そうだよ……ありがと、お兄ちゃん」

　笑えみを浮かべて、マリィはさっと俺の手を取った。

「まずさ、踊ろっか」

「……分かった」

　手をつないだまま歩き、無言のまま、輪に加わる。

　ちょうどそのタイミングで曲が切り替わった。ゆったりしたテンポだ。

　俺はマリィの腰こしに腕うでを回し、逆の手で彼女の手を取る。

　それから呼吸を合わせ、まばたきを合図に、そろってステップを踏ふみ始めた。

「うまいな、お前」

「やったことないけど、なんとなく直感で」

「おいおい、俺これ慣れるのに結構時間かかったんだが……」

「へえ、意外かも。お兄ちゃんって大体なんでも感覚でできちゃう人かと思ってた」

「分野によるな」

　他愛ない会話をしながら、俺たちはスローペースのまま、篝かがり火びの周囲をぐるりと回っていった。

　誰だれも俺たちを気にしていないから、気ままに動ける、気ままに話せる。

　炎に頰ほおを照らされながら、マリィは少しだけ、頭を俺に寄せた。

「あのね、お兄ちゃん」

「どうした」

「ごめんね、噓うそついてたの、わたし」

　声色は凪ないでいた。

「レンさんとか特に気に掛かけてもらって……すごく、嬉うれしかった……でも本当は、ずっと裏切ってた。がっかりさせて、ごめんね」

「……マリィ、お前はさ。その……」

　戸と惑まどいながらも、なんとか言葉を切り出そうとする。聞かなければならないこと、話さなければならないこと、たくさんあった。

　そんな俺を見て、マリィが、へにゃっと笑う。不思議と、見ても嬉しくない笑顔だった。

　何かを諦あきらめた直後のような、そんな痛ましい笑顔だった。

「……人間の中にいるって、楽しかったよ。まるで自分も普通の人間みたいだった」

　普通の人間、みたい。そうではないという事実の裏返し。

「やっぱりお前は……人間と魔ま物ものの混血、なんだな？」

「うん」

　首を縦に振ふって、それからマリィは俺にすっと身体からだを寄せた。何を語れば良いのか分からず、言葉に詰つまる。頭がよく回らない。腹部がひどく熱い。

「……ごめんね」

　呟つぶやきはか細かった。

　彼女は小さな鼻を俺の首筋に埋うずめていた。

　何を話すべきか。そればかり考えていて、気づかなかった。

　視線を下げると、鈍にぶい光を放つ刃はが、俺の腹に突き刺さされていた。




　　　　◇




　最初はそれに、誰も気づかなかった。

　木葉たちも別のものを見ていた。視線がそこには一つも当てられていなかった。そういうタイミングを狙ねらって行われた。

　初めに気づいたのは、彼らの隣となりで踊おどっていたペアだ。

　曲に合わせてステップを踏み、移動しようとしたところで、足を移す先にものが転がっていた。それは英赤雄介だった。

　直後、木葉が気づく。

「……え？」

　仰あお向むけに倒れた彼の腹部に、ナイフが突き立っている。彼のそばには、マリィがぺたんと尻しり餅もちをついていた。

　何が起きているのか、分からない。エリーナたちも遅おくれて気づいた。

「あの、マリィさん、何して」

「──雄介さん？　いや、えっと？」

「……ッ！」

　最速でレンが飛び出して、マリィと雄介の間に割って入る。

「何、して……ッ！」

「…………レンさん、ごめん。私、私……でも、ヴィルオさんが……」

　曲は変わらず続いている。喧噪の中で、動どう揺ようはゆっくりと、浸しん透とうするようにして広がっていく。教師たちも慌あわてて駆かけつけ、木葉が雄介の呼吸を確かく認にんしようと膝ひざをつく。

　そして。




「さあ、英えい雄ゆう譚たんが失しつ墜ついした──新時代の幕開けだ」




　曲が、切り替かわる。

　人類を救った〈英雄〉が刺されて倒れている、という状じよう況きようなのに、一同の視線は倒れ伏ふした彼から奪うばい取られた。

　指定警けい戒かい組織『バルガ』、その中でも屈くつ指しの武ぶ闘とう派はである幹部、七武皇。

　計二つの影かげが同時に、運動場に舞まい降りる。

　ジールは笑いながら、片腕でヴィルオを抱かかえていた。マリィと彼女の視線がかち合い、けれどマリィはすぐにうつむいた。

　会場はしんと静まりかえった。

「そのナイフは極きわめて強い毒性を持つ鉱物でできている。地球上の生物はまず耐たえられない。わざわざ向こう側から取り寄せた甲か斐いがあった！」

　もう一体──ビーファルとは異なって、ジールは完かん璧ぺきに人間に擬ぎ態たいしていた。だが表情は狂きよう乱らんに彩いろどられ、笑えみは残ざん虐ぎやくに歪ゆがんでいる。

「……なに、を」

　木葉は黒くろ髪かみを揺らして立ち上がる。

　双そう剣けん型の退魔騎装ナイトイレイザー〈テンペスタース〉を抜ぬき放つと、生徒をかばうように前へ躍おどり出た。

「なにを、言っている、貴様らッ！」

　彼女と相対する二つのシルエット。七武皇はそれぞれ、手に武器を持っていた。

「ジール、どうした。〈英雄〉と戦えるのではなかったのか」

「ああ、すまない。ここは伝えていなかったな。伝えたら怒おこるだろう？」

「当たり前だ。どうしてくれる」

「ただまあ、こんなにいるぞ？」

　ジールは酷こく薄はくに告げて、運動場をぐるりと見み渡わたした。

「──全員退たい避ひッ！」

「〈逃にげ場はない〉」

　クルーニー先生の鋭するどい声が飛ぶよりも、運動場の外がい壁へきが魔力を持つ方が早かった。

　入り口のドアが閉じられ、魔力のコーティングを受けて攻こう撃げき魔法を跳はね返す。

　運動場が牢ろう獄ごくへと一転した。生徒たちが呆ぼう然ぜんとし、現実を受け入れられず、ただフォークダンスの歌だけがむなしく響ひびいている。

　誰かがヒッと悲鳴を漏もらした。

　それが合図で──絶ぜつ叫きようと悲鳴がいくつも重なり、誰もが我先にと出口へ走り出す。

　人の流れがうねり、波は濤とうとなって荒あれ狂くるう。突つき飛ばされ、踏ふまれ、それでも生徒たちは必死に、魔物たちから距きよ離りを取ろうとした。

「……ッ、落ち着いて──」

「木葉さんッ！」

　エリーナの叫さけびを聞いて、木葉は咄とつ嗟さに大きく後ろへ飛び退のいた。刹せつ那なを挟はさんで、彼女がいた地点を魔力の砲ほう撃げきが穿うがつ。

「活いきが良いのが一つ……悩なやましいな。ジール、お前の計画では、ここから先はどうするつもりだった？」

　バサリ、と。

　翼つばさのはためく音が、足音の代わりに聞こえた。

　前に出たのは残された七武皇、〈氷ひよう原げん皇〉ビーファル。針金のように細い脚あしが地面をひっかき、常に浮ふ遊ゆうしている魔物。実に背せ丈たけほどもある巨きよ大だいな盾たてを片手に保持していた。

「そうだな……遊びたいなら、好きにしろ」

「助かる」

　ビーファルは瘦やせこけた、四辺形のように鋭い顔を木葉に向けた。

「前に出たな？　戦せん闘とう意志があるのだな？　名を教えてくれないか」

「……教える必要が？」

「ちょうど百人目だ。覚えておきたい」

「なる、ほどな」

　木葉は刃やいばを構え、呼吸を整えた。

「……〈私は天を駆かける〉……ッ！」

　放電音がとどろく。同時、木葉の背中に魔力を編み込んだ白い翼が顕けん現げんした。

「シィィ──！」

　鋭く息を吐はいて一気に加速。弾だん丸がんのように飛び出した木葉は、迷わず正面から袈け裟さ斬ぎりを叩たたき込む。

　それを片手に保持した盾で受け止めながら、ビーファルは感かん嘆たんの息を漏らす。

「ほう、呪文スペルが使えるのか……！　面おも白しろい！」

　盾と双剣が激げき突とつし、火花を散らす。

　拮きつ抗こうする戦せん況きようを見て、レンは後ろを振り向いた。

「キャストルテ、雄介の容態は!?」

「呼吸はしていますが、心音が小さくなっています！　何か解げ毒どく剤ざいがあれば……！」

　雄介のすぐ傍そばに膝をついて、キャストルテはナイフを確認する。見れば刃はは、彼女の知らない光こう沢たくを持っていた。とにかく傷を圧あつ迫ぱくして止血処置を行う。しかし毒をどうにかしなければならない。

　それぞれがそれぞれの戦場に立つ中で。

　いっそ悠ゆう長ちようなほどに、その中をすり抜けて。

　ヴィルオを抱えたまま、ジールが雄介のすぐ傍まで歩いてきた。

「──任務は、果たしたよ」

　マリィの言葉を聞いて、エリーナは目を見開いた。

「そんな、マリィさんあなた……ッ!?」

　級友の狼ろう狽ばいに構うことなく、桃もも色いろの髪を揺ゆらして、彼女は言葉を続ける。

「だから……ヴィルオさんを、返せ」

「ああ、いいぞ」

　呆あつ気けなく、ジールはヴィルオを投げ出した。

　慌ててマリィは彼女を受け止めて、手足の拘こう束そくをほどく。

「ヴィルオさん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「怪け我がはない！　だが……！」

　解放されたヴィルオは、唇くちびるを強くかみながら、自分を抱だき留めるマリィの瞳ひとみを見た。

「何な故ぜだ、何故、従ったんだ……！」

　木葉の刃とビーファルの盾がぶつかり合う音。激突のたびに余波で大地が揺れていた。

　その轟ごう音おんの中でも、マリィの静かな言葉は、しっかりとヴィルオに届いた。

「だって、私……わたし……っ！　お兄ちゃんに見捨てられて、ヴィルオさんすらいなくなったら、私、本当に一人になっちゃう……！　いやだよ、なくしたくない……大事な人に、いなくなってほしくない、から、だから……っ！」

「────」

　聞きたかった、言葉だった。

　ヴィルオはずっと怖こわかった。マリィにどう思われているのか。

　だけど。

　だけど、こんな風にして聞きたい言葉ではなかった──

「さあ、いよいよ本番だ」

　その様子を尻しり目めに、ジールは両腕うでを広げて恍こう惚こつの笑えみを浮うかべた。

「我々は魔ま装そう組織『バルガ』。地球に残存する屈指の戦力であり、たった今より、地球上における人類の歴史を終わらせる者だ」

　それから彼はキャストルテを蹴けり飛ばすと、雄介の頭部を踏みつけた。

「英雄は失墜した。英雄は零れい落らくした。英雄譚に、ついに幕が下りた……ッ！」

　演説に耳を貸さず、木葉は生徒を避ひ難なんさせようと頭を回転させる。しかし。

（嫌いやでも分かる。逃げ切れない、壁を破る前に全員殺される……ッ！）

「考え事をしている場合ではないぞ、人間──！」

　正面から飛んできたビーファルの攻撃を受け流し、翼をはためかせて上空へと退避する。

　そのタイミングで。

「新たなる神話の開幕だ。盛せい大だいにいこう」

　ジールが告げると同時──バツン、と機械の電源を落とすような音。

　木葉の翼が霧散した。

「……ッ!?」

　空中で浮ふ力りよくを失い、慌てて木葉は魔力を収束させ臨時の足場を作る。そこを飛び移って、エリーナとレンのすぐ傍に着地した。

「今の、は!?」

「これの機能だよ」

　とんとんと、細い指で、ジールは腰こしに差したサーベルの柄つかを叩いた。

「我々魔物と君たちの間には生物的な差が厳然と存在する。君たちはそれを技術で埋うめて、戦えるようになった──だけど、それを私たちが使っちゃいけない理由はない」

　蹴り飛ばされたキャストルテは、自分と雄介の間にジールがいるのを確かく認にんして、歯は嚙がみしながら木葉たちの下もとに駆かけつける。

　レンが即そく座ざに魔法を行使し、ジールのサーベルを解かい析せきした。

「……ッ!?　退魔騎装ナイトイレイザー!?」

「違ちがう。虐殺ハンテイング玩具スコアラーだ」

　ジールは誇ほこるようにして名前を明かした。

「君たちの退魔騎装オモチヤに対して、こちらは完全なる上位互ご換かんなんだよ。人間には耐えられないような高性能、一級品の中の一級品だ。我々バルガが独自に製造している」

　ただ、言葉を失うことしかできなかった。

（どう、すればいい）

　木葉は思考停止は死につながると分かっていた。けれど考えれば考えるほどに、現状がどうしようもない詰つみであることに気づいてしまっていた。

（相手はノーモーションでこちらの魔法を無力化できる装備持ち。生徒がいる。逃げ場がない。出口をこじ開ける。いやその前に殺される。だめだ違う、考えろ。考えろ──）

　ジールは雄介の頭から足をどけて、不意にマリィへと視線を向けた。

「……事実確認はしてもらわなければな」

「──え？」

「英えい雄ゆうを我々が殺したと、人類に伝える必要がある。そうだな、よし。働きに免めんじて君だけは許そう」

　そう告げられたマリィは──とっさに、腕の中のヴィルオを庇かばうように、より強く抱きしめた。それを見てジールはすっと目を細める。

「……そうか、死にたいのか。ならば、適当に他を一体残すとするか」

「なん、で……ッ!?　他の人には、何もしないって！　ヴィルオさんは返してくれるって約束は!?」

「ああ。ちゃんと返しただろう？　その後を話した覚えはないな」

　マリィは愕がく然ぜんとした。追い詰められ、思考が回めぐらず、ただ大切な家族を助けるため蜘く蛛もの糸に飛びついた。なのに──言葉を失い、彼女はうなだれた。

　興味を失ったように鼻を鳴らすと、ジールは逃げ惑まどう生徒らに目を向けた。

「ビーファル。一人は残すよう注意したまえ」

　無言のまま首しゆ肯こうして、ビーファルは生徒たちを守るかのように割り込む木葉らを見た。

「木葉さん……」

　エリーナはジールたちに聞き取られないよう、小さくささやいた。

「あの壁を破は壊かいできる可能性が高いのは、多分木葉さんです」

「……そうだな」

「私たちであいつらを引きつけますから、その隙すきになんか外がい壁へきを破壊してくれませんか」

「破壊できる可能性は低い。それに何より、君たちは退魔騎装ナイトイレイザーを持っていない。無茶だ」

　だけど、とエリーナが反論しようとして。

　音もなかった。

　作戦会議の暇ひまもなく、既すでにビーファルが、木葉たちの前に立っていた。

「──ッ!?」

　条件反射だった。木葉は右の刃はを振ふるい、黄金色の魔力を編み込んだ雷らい撃げきを飛ばす。

　しかしそれはビーファルが構えた盾に激突し──雷かみなりの形状を維い持じしたまま、地面に落下した。

「な、ぁ……ッ!?」

「無む駄だだ。この『ブリザード・オブ・アブソリュート・ゼロ』はあらゆる攻こう撃げきを防ぐ。あらゆる分子運動を凍こおり付かせる。無敵の盾だ」

　ビーファルの足あし下もとに落下した稲いな妻ずまを見てから、木葉は唾つばを吞のんだ。理解の及およばない異常現象。間違いなく、自分たちが生きる世界とは違う世界の常識を持ち込まれている。

「だ、が！」

　退ひくことは出来ない。背後は非武装の生徒たちでごった返している。

　動く気配を見せないビーファル。その時、魔力砲ほう撃げきが雨あられと降り注いだ。キャンプファイヤー会場にいた教師陣じんの攻撃だ。回かい避ひする隙など一いつ切さい無い、圧あつ倒とう的な弾幕。

　しかしビーファルは、つまらなそうに嘆たん息そくした。

「ぬるいな。児じ戯ぎか？」

　一歩たりとも、文字通りに微び動どうだにせず、ビーファルはただ盾たてを攻撃に向けて構えた。

　それだけで事足りた。無数の魔力砲撃は、盾に当たった片かた端はしから凍とう結けつし地面に落下する。

　教師陣の攻撃がやんだとき──そこに無傷でビーファルが佇たたずんでいたのが、全すべてだった。

「……ッ！　だめだ、近接戦せん闘とうに持ち込むしかない──」

「その通りだ。そして絶望しろ、近接戦闘こそ我が本領だ」

　ビーファルが距きよ離りを詰めた──巨きよ大だいな盾がうなりを上げた。

　咄とつ嗟さに全員が飛び散るように散開して回避。

　しかし。

「──マリィ!?」

　レンが叫さけんだ。そう、腕にヴィルオを抱かかえたマリィだけは動き出しが遅おくれた。

　無敵の盾が、凄すさまじい威い力りよくで大地を砕くだいた。

　着地して体勢を整える木葉たちの眼前で、マリィが紙くずのように吹ふき飛ばされる。

「────ッ!!」

　腕の中のヴィルオを庇った結果、全身に衝しよう撃げきが撃うち込まれた。十メートル以上転がった末に、地面に叩たたきつけられる。かふ、とマリィの肺から酸素が絞しぼり出された。

　砂すな煙けむりを突つき破って、ビーファルが彼女に迫せまる。

　マリィは咄嗟に、その右手にガントレットを装着した。

　格かく闘とう戦に重きを置くマリィのスタイルに合わせた特注型退魔騎装ナイトイレイザー〈ルークス〉。

「来る、な……ッッ!!」

　過か剰じよう魔力をまき散らしながら、攻撃と迎げい撃げきがぶつかった。接せつ触しよくの余波が運動場の表層をたたき割った。

「……ほう、逆らう気き概がいがあったか……！」

「いやだ──いやだ！　やだ、やだ……！」

　拮きつ抗こうは刹せつ那なにも満たない。ビーファルの盾が、マリィの迎撃を押し込み始めた。

　魔力をフルに注いでいるというのに、勢いを削そぐことすら出来ない。視界がうすぼんやりとしたものになる。意識が遠のく。

　確実な死が、迫っていた。

（ああ……）

　時間の流れが停てい滞たいしたような感覚。滅ほろびの光が迫るのを、スローモーションのように認識できた。不思議と焦しよう燥そう感はなかった。もう間に合わない。誰だれも間に割って入れない。自分は死ぬ。それをマリィは理解した。

（──馬ば鹿かだ、わたし……）

　後こう悔かいがよぎった。ヴィルオのために雄介を犠ぎ牲せいにしたのに。家族のために、苦く渋じゆうの決けつ断だんだったのに。

（間違えちゃった……）

　この土ど壇たん場ばでやっと分かった。大事な人と大事な人で、優先順位など、本当はつけられないのだと。それなのに片方を切り捨てて、だから、どっちも失うのだと。

　マリィの眼光から戦意が途と切ぎれた。ビーファルの唇くちびるが歪ゆがむ。

「無力さを思い知ったか。ならば疾とく死ね」

　鋼鉄の殺害機構、虐殺ハンテイング玩具スコアラーが残ざん酷こくな光を放つ。

　木葉もエリーナもキャストルテもレンも間に合わない。

　ヴィルオはマリィをかばおうとして、だが逆にマリィはヴィルオをかばおうとしていて。

　二人が互たがいに腕うでに力を入れて。

　光がこれ以上なく輝かがやいて。




「──覚おきろ、〈アルカディウス〉」




　次の瞬しゆん間かん、無敵の盾ごとビーファルが空中に打ち上げられた。

「………………は？」

　何が起きたのか分からず、空中で体勢を整えたビーファルは啞あ然ぜんとしていた。

　その中でジールは気づいた。攻撃魔法同士の激げき突とつの最中、何者かが割って入り、ビーファルを攻撃ごと吹き飛ばしたのだ。

「あーきっぶんわりぃ……間に合った、よな？」

「………………え？」

　マリィの眼前には──彼がいた。

　聖せい剣けんを手にして、ふらつきながらも立っている、男の背中。

「ありえない……何な故ぜ……」

「毒を言い訳にして……家族の危機を見み逃のがせるかよ、ボケ」

　ジールの呻うめき声にふざけた言葉を返すと同時に、不敵な笑えみを浮うかべて。

　英雄が、聖剣を構える。




　　　　◇




「何故、耐たえられる」

　ジールとかいう魔ま物ものは動どう揺ようしていた。

「いや何故って、そりゃこっちの台詞せりふだ」

「何？」

「何故こんな毒で俺を殺せると思った？」

　人間に化けた魔物は、俺の言葉に絶句していた。

「魔王軍──人類討とう伐ばつ軍の方が分かるか。その中でも随ずい一いちの毒使いのやつ、いたよな。俺はあいつに三回毒を浴びた。それでも結果的には俺が勝った。で、今回もそうなる、俺には結末がもう見えてる──だからナイフだって避よける必要はなかった」

　俺がそう言うと同時、ジール以外のもう一体が俺の前に立ち、不敵な笑みを浮かべた。そうでなくては、みたいな。

「もしかして武人肌はだと自殺志願者の区別がついてねーのかお前」

　俺はそいつを一いち瞥べつして、露ろ骨こつな嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「ていうか七武皇ってなんだよ。二体しかいねーじゃん。病欠か？」

「貴様が減らしたんだろうがァッ!!」

　ジールが青筋を浮かべながら叫ぶ。

「…………は？　俺？」

　きっと今、俺は狐きつねにつままれたような顔をしていただろう。

「あくまでシラを切るつもりか……！」

　いやマジで何の話？

　首を傾かしげていると、背後から鋭するどい声が飛ぶ。

「雄介！　生きていて、良かった、だが──来るぞ！」

　振り向けば、木葉たちが俺を見守っている。そこにはマリィもいた。

「ああ、マリィ……無事だな？　よし。ここからは俺に任せとけ」

「おにいちゃん──ごめん、わたし、ごめん、ごめんなさい……ッ。わたし、わたしは、わたしが……お兄ちゃんを……ッ」

　マリィは顔を伏ふせて、ほとんど呻き声のような悲痛な声を漏もらす。

「心配するな。俺は無事だ。あと──俺はお前を見捨ててなんかない」

　え？　と顔を上げたマリィは、口を馬鹿みたいに半開きにしていた。

「さっき聞こえてたよ。悪かった。そんなつもりじゃなかった。事実確かく認にんをしたかっただけで──言葉が足りなかった。俺はお前を、大事な家族を見捨てたりなんかしない。そして、お前が守りたかった人も無事に済む。すぐに終わらせるさ。妹があんな顔で、必死にナイフ握にぎって……何かあった、って一発で分かるだろ」

　優やさしく声をかければ、マリィは俺を見たまま硬こう直ちよくした。目め尻じりに涙なみだを溜ためながらも、彼女は感かん極きわまったように息を吞のみ。

「────ぁ、ぉおお兄ちゃん後ろ！」

　大おお慌あわてで俺の背後を指さして絶ぜつ叫きようした。

　あ？　とマリィが指さす方向を向いた瞬間、針金のように細い脚あしを下げ、翼つばさをはためかせ浮ふ遊ゆうしている魔物が飛び込んできた。背せ丈たけより大きな銀色の盾を保持している。

　振りかざした盾が鈍どん器きとして迫る。真っ向から聖剣をぶつけた。火花が散り、余波に地面が砕け散る。至近距離で視線を交こう錯さくさせ、魔物は歓かん喜きに唇を歪めた。

「我が名はビーファル！　虐殺ハンテイング玩具スコアラーは『ブリザード・オブ・アブソリュート・ゼロ』ッ」

「あ、はい。どうも、英赤雄介です。武器は〈アルカディウス〉です」

　挨あい拶さつされたら返さないわけにはいかない。

　と思ったけど──これもしかして挨拶じゃなくない？　名乗りを上げただけ？

　両腕に満身の力を込めて振り抜ぬく。一ひと際きわ大きい破は裂れつ音と共に、ビーファルを盾ごと弾はじいて吹き飛ばした。空中でくるりと回転してビーファルは体勢を整えた。

「さあ、好きに打て。そして絶望しろ」

「あ、はい……あのさ、多分お前死ぬけど、別に良いよな？」

「面おも白しろい。やれるものならやってみせろ」

　そいつが盾を正面に構えると同時。

　俺は聖剣を大上段に振ふり上げ、振り下ろした。斬ざん撃げきが飛ひ翔しようし、盾の表層に激突。拮抗は刹那にも満たなかった。貫かん通つうした斬撃がビーファルなる魔物の背後の大地を割った。

　それから、ビーファルと『ブリザード・オブ・アブソリュート・ゼロ』は、ぱかりと左右に分かれて地面に倒たおれた。

　こいつらは魔王軍幹部、例えばレグナスのように、思念体としての生存はできないらしい。ていうか、戦せん役えき終しゆう了りようからずっと思念体で機をうかがっていたレグナスがおかしいんだ。

「……虐殺ハンテイング玩具スコアラーだっけ。一芸特化のなり損そこないって感じで──まさに玩具オモチヤだな」

　俺は気分を変えるように声を張って、ジールに視線を向けた。

「そもそもお前さ、魔物と人類の決定的な差って、こういう出力装置なしで魔法が使えるかどうかなんだよ。お前ら──出力装置を使えばまだ強くなれるって発想に至った時点で、もう魔物としては超絶弱いワケ」

「……ッ！」

　ジールは何かを思案するように、人間の姿のまま黙だまっていた。

　やつは咳せき払ばらいをしてから、一点を見た。

　先ほど俺を殺すために利用した、マリィを見た。

「──英赤マリィ。人間の中でまっとうに暮らせると、本気で思っているのか？」

「……ッ!?」

「君が君として遠えん慮りよなく過ごせる場所。それは、魔物にしか用意できないだろう。私は用意できる」

　マリィの動揺が、痛いほど伝わった。彼女は目をさまよわせて、それから俺を見た。

「わたし、は……」

　木葉たちが目を白黒させている。事情を知らないなら、意味が分からないだろう。

　だが俺は知っている。魔物との混血であるマリィにとって、人間社会にずっと居座るというのは重い決断だ。

　だから。

「──俺がいる」

「……ッ？」

　やつとマリィの視線の間に、聖剣の切っ先で地面をひっかきながら、割って入った。

「お前にしか用意できない、そんなワケあるかよ。違ちがう、絶対に違う。マリィが生きていく助けになる人間は、ここにいる……！」

　当然だから。そうするのは当たり前だから。

　そして何よりも、それが俺のしたいことだから。




「こいつは俺の妹だ。なら、助けるのが兄ってもんだろうが──！」




　そう叫さけんで、どこか重荷を下ろしたような気分になった。

　こんな短い時間でも、確かに絆きずなを紡つむいで、家族として助けてくれた。俺はその事実は否定できないと思ったし、それに報むくいたいと思った。

　軽けい率そつな発言、後でマキナに死ぬほど怒おこられそうだが──後悔はなかった。

「…………ばかだね」

「妹が賢かしこいからトントンなんだよ」

「ふふ……なにそれ」

　振り向けば、マリィは目尻に涙を溜めながらも、笑っていた。

　ずっとそうであってほしいと思える、花が咲さくような笑顔だった。

「私──残る。残るよ。大事な……家族が、いるから。大切な家族が二人もいる、こっちに残る」

　まっすぐに、きっぱりと。

　彼女は曇くもりない眼めで言い切ってみせた。

「──ということだ、悪いが交こう渉しよう決けつ裂れつだ」

「……驚おどろきだ。まさか、君が。〈英えい雄ゆう〉がそんなことを言うとは……」

　魔物を種族単位で毛け嫌ぎらいしている節は否定できない。衝しよう動どう的に抜ばつ刀とうしそうにもなる。

　だが根本を見失ってはならない。

　俺の敵は魔物ではなく、人類に仇あだなす存在だ。

　ならばやるべきことはただ一つ。

「お前を倒してマリィを守る。それが俺の、〈英雄〉の仕事だ。始めるぞ」

　聖剣を構えた。それから、数瞬考え込んだ。

「……さっきのやつみたいに、お前も名乗りを上げるのか？」

「……普ふ段だんはしないのだがな……私も大たい概がい、彼らに毒されているな。やってみたいんだが、時間をもらっても？」

「どーぞ」

　俺が頷うなずくと、ジールは帯刀していたサーベルを抜き放った。

「我が名はジール。虐殺ハンテイング玩具スコアラーは『イグジスト・イーター』──」

　切っ先を俺に突つきつけ、やつは高らかに名乗り。

「──と、『クロノスタシス・ジ・エンド』と『パニッシュメント・リバースエッジ』」

「は？」

　なんか多くない？

　同時──どうしようもないほどの最大音量で警けい鐘しようが脳に響ひびく。

　防ぼう御ぎよを捨ててその場から飛び退のく。直後、確かに、空間が何かに叩たたき斬きられた。

「──ッ!?」

　だけ、じゃない。回かい避ひ先にすら攻こう撃げきが飛んできてる。

　空中で姿勢制せい御ぎよ、置かれている斬撃を飛び越こえるようにして捌さばき、地面に着地して即そく座ざに転がった。

「今の──ただ見えないだけの攻撃じゃないな！」

「おお、よく分かったね」

　傍はたから見れば俺が変な舞まいをしているだけだったりしないかな、と不安になった瞬しゆん間かん、マリィが驚きよう愕がくの声を上げる。

「何、今の──攻撃が黒ずんでる……!?」

　マリィの混乱に乗ったのは、マリィがお世話になったっぽい大人の女性だった。

「まずいぞ〈英雄〉！　それは絶対に当たってはいけない攻撃だ！」

「ど、どういうことですか」

　アンブローズ嬢じようの問いに、彼女は苦い声を絞しぼり出す。

「正確に言えば斬撃ではない。魔ま力りよくによって再現した、擬ぎ似じ的な死そのものだ……！」

「つまり、当たったら……死ぬ……？」

　レンの言葉に、俺は押し黙った。その様子を見てジールは哄こう笑しようを上げる。

「クハハハハハハハッ!!　そうだよ！　その顔が見たかったんだよ〈英雄〉ゥゥゥゥ！」

　実に楽しそうだ。むかつくぜ。

「……で、それが装備の一つ目として、あと二つも使って何がしたいんだ？」

「君を殺すんだよ」

　同時、斬撃が俺に向かって──と同時に俺の回避先にも飛んでくる。

「チィィ──！」

　おいおい何で俺の動きが分かるんだよ!?

　空中で無理矢理軌き道どうをねじ曲げ、曲芸じみた飛び跳はねで置き斬撃を搔かい潜くぐっていく。

　右と見せかけ左へ、などフェイントを織り交ぜても、やつの攻撃は迷うことなく俺の移動先に置かれていた。ランダムじゃない、確実に俺の行動を予測している……！

「あと二つのうち、一つに未来予測か！」

「ああそうだとも！　『イグジスト・イーター』の一撃必殺攻撃を、『クロノスタシス・ジ・エンド』による未来予知で移動先に置く！　これで──君を殺す！」

　過か剰じよう装備にもほどがある！

　その組み合わせはかなりやばい。現状回避できているが、だんだんと精度が上がっているのを感じる。

「ハハハハハッ！　踊おどれ踊れぇ！」

「お前、バトルになったらテンション上がりすぎだ！」

　片手で地面を押して跳ね跳とび、回転しながら斬撃と斬撃の間かん隙げきを縫ぬう。

「雄介……！」

　レンが一歩踏ふみ出そうとして、だがその寸前で視線で制した。

「来んなッ！」

「だ、だけど……！」

「俺が死ぬと本気で思ってんのかよ……！」

　回避しながら考えた。やつの未来予測には限界がある。なぜならば未来予知しているのに俺を捉とらえきれないからだ。

　だったら──

　俺は腹をくくると、ぴたりと動きを止めた。

　どうやらそれも予測していたらしく、静止する俺に対してジールは迷わず攻撃を放つ。

　俺は──真っ向からそれを受け止めた。

「は？」

「え？」

　ジールとマリィが、ぽかんと口を開けた。

　ぐらりと、身体からだが傾かしぐ。感覚が揺ゆらいで、存在が曖あい昧まいになる。

　ああ、そうだった。

　そういえばそうだったな。

　これが死だ。

　かつて仲良くしていた──何度も、何度も、何度も踏とう破はしてきた存在。

　久しぶりだな、と思わず口元が緩ゆるんでしまう。

　だけど長々と付き合っている暇ひまはない。

「────ラァァッ!!」

　腹の底から声を出した。

　崩くずれ落ちそうだった脚あしに力を入れて踏ん張り、倒たおれ込む上半身を静止させる。

「…………ゆう、すけ？」

「……あー、気分わりい」

　ぐいと身体を起こして、息を吐はいた。

「……なに、が、起きた。今、当たったはずだ」

「ああ、当たったぞ」

　首を鳴らして。

　右手に聖せい剣けんを携たずさえ。

　俺は避よけることをせず、真正面から歩いて行く。

「……ッ!?」

　ジールは目を見開いた。そうだろうな、未来予知すれば分かるだろう。俺はマジでここからまっすぐ歩いて行く。

「馬ば鹿かが、何のつもりだ！」

　サーベル──『イグジスト・イーター』から死の斬ざん撃げきが放たれる。

　一撃必殺の刃は。当たれば死ぬらしい。だが関係がない。

　まっすぐ歩く俺の胸に、首に、脚に、腕うでに、次々と直撃。いずれも致ち命めい傷しよう。

　が、この致命傷は無視できる。

「何なんだ、お前……」

　ジールは絶句していた。何度も斬撃がぶつかって、俺の生命が吹ふき飛ばされそうになる。

　が、耐たえる。こんな安っぽい死で、本当に死ぬわけにはいかない。

　これ以上の死を何度も見た。これよりずっとひどい死を、浴び続けていた。

「何だ、何なんだお前はッ!!　これが何なのか分かっているのか、一度斬られた者は必ず死ぬ即そく死し攻撃なんだぞ!?」

「安い死だな」

　ついに眼前にたどり着いた。

　俺はジールが着ている服を見た。

「……それ、同型を見たことがあるな。なるほど三つ目か……虐殺ハンテイング玩具スコアラーなんて名前じゃなかったが、先祖代々伝わる特とく殊しゆな防具だとか自じ慢まんしてる奴やつがいた。それが元ネタか」

「────!?」

「自分が傷を負ったという事実を相手に移し替かえる呪じゆ具ぐ。合ってるよな」

　至近距きよ離りでも、必死にジールは『イグジスト・イーター』を行使し続けている。だがもう、いくら打っても無む駄だだと理解しているはずだ。

「一撃必殺を当てる前に自分が殺されないようにダメージ反射か。いい装備だな」

「そ……そうだ。この『パニッシュメント・リバースエッジ』がある限り、お前は私を傷つけられない！」

「お前さ、人の妹を利用して、殺そうとして、傷つけられるだけで済むと思ってんのか？」

　ぽかんと、ジールは口を開けて呆ほうけた。

「…………え？」

「消えてなくなれ。一いつ片ぺんたりとも残さない。この世界から消しよう滅めつすることだけが、お前に許された唯ゆい一いつの結末だ」

　至近距離でそう告げて、俺は愛剣を起動させる。

　稀き少しよう魔法、【ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモ】発動。

　下級攻撃魔法【バリスタ】をベースに、魔力を極限まで収束させることであらゆる相手を消滅させることを可能とする、俺固有の希少魔法。

「そ、れ、は……ッ!?」

　何もかもを討うち滅ほろぼす、白銀の輝かがやき。光が波は濤とうと化して刀身に巻き付く。唯一の例外である聖剣〈アルカディウス〉だからこそできる荒あら技わざ。新ヴァージョンのお披ひ露ろ目めだ。

「あり得ない……」

　その光を目まの当たりにして、ジールはただ呻うめいていた。

「布石があった。条件もクリアした。数ですら勝っていた。伏ふせていた札全すべてを注つぎ込んだ。過剰なまでに準備してきた。なのに──なのに、何な故ぜそこから巻き返されるッ!?」

「当たり前だろ」

　あまりにも単純な質問で、俺は思わず笑ってしまった。

　数秒、後ろを見る。木葉たちと並んで、マリィがじっと俺を見守ってくれていた。

　魔物の血が流れていようとも、彼女は確かに、俺が守るべき大切な人で。

　願われた。助けを求める、俺が救うべき人の声が聞こえた。

　──ならば、負けるはずがない。

　だから俺は不敵な笑えみを浮うかべて、ジールに言う。




「これは英えい雄ゆう譚たんだ。だから──英雄おれが勝って終わりなんだよ」




　聖剣の輝きが限界を超こえる。

「や、め」

「やめるわけないだろ。死ね──【ジ・イクスパーゲイション・ストリーム・フォルティシモ】ソードォォォォォォォォッ!!」

　言ってから気づいたけど長いのをさらに長くしてどうすんだ俺。

　ジールは咄とつ嗟さにサーベルをかざして攻こう撃げきを受けようとして、しかし破は滅めつの光はお構いなしにその刀身を蒸発させた。

　そのまま聖剣がジールの肩かたに接せつ触しよく、『パニッシュメント・リバースエッジ』なる魔導外装は、その機能を行使することなく溶よう断だんされる。当然だ。傷を移し替えるという機能が発動する前に、既すでに蒸発しているのだから。

　肩から腰こしにかけて深々と刃を食い込ませ、剣に巻き付けていた光を解放する。

「──────貴様、だけは」

「…………」

　浄じよう化かの光に包まれる中で、ジールは俺に手を伸のばした。

　けれど、最後まで言い切ることはなく。

　光が弾はじけ飛び、秩ちつ序じよだった消滅をもたらした。

　ジールがいた場所だけが、神様に切り取られてしまったように。

　輝きが収まったとき、俺の聖剣は何も貫つらぬいてはいなかった。

「…………俺だけは、か」

　よほど殺したかったんだろうな、と思う。

　もう跡あと形かたもなく、えぐれた地面しかないけれど、俺を殺すために万ばん全ぜんの準備をしていた。

　そしてこいつ以外にもきっとたくさん、大勢、俺の命を狙ねらっている。

　だけど──簡単に負けるわけにはいかない。

　だって俺は、願われたのだから。祈いのられたのだから。

　その切なる意志がある限り、俺はいつでも、誰だれが相手でも、聖剣を振ふるい続けるだろう。

「……すけ！　雄介！　聞こえていないのか!?」

　ハッと思考の底から戻もどれば、みんなが俺を取り囲んで、肩を摑つかみ揺さぶっていた。

「あ、ああ、わりい、ぼーっとしてた」

「まったく……最後の最後まで、本当に……心配させて……」

　俺の両肩を摑んでいる木葉が、目め尻じりに涙なみだを溜ためていた。

　彼女を安心させるために、少し笑みを浮かべようとして。

「……あ」

「え？　これって」

　俺たちの周囲、先ほど俺が聖剣による攻撃を放った周辺で。

　光の粒りゆう子しがふわりと浮いて、空へと舞まい上がっていく。

「これは……聖剣の、光？」

「ああ、多分。ああいう使い方は初めてだったから、それの影えい響きようかもな」

　触ふれた物全てを消滅させる光とは違ちがい、それは優やさしく、柔やわらかな輝きだった。

　その魔ま力りよくの光はゆっくりと上に上がっていき、しかし途と中ちゆうで溶とけるように消えていく。

「星、みたいですね……」

「あいつは星にはなれねーよ」

　エリーナの言葉に、口から勝手に言葉が転がり出た。

「お兄ちゃん……？」

「いや──星には、きっと、もっといい奴らがなってるはずだからな」

　空を見上げた。まだキャンプファイヤーの篝かがり火びは煌こう々こうと燃えて、夜空を照らしている。

　それでも、星の明かりは不変だった。

　何故だかそれが無む性しように嬉うれしかった。








終章　フォークダンスは終わらない









　この学園、生徒も運営側も馬鹿なんじゃねえかな、と俺は地面に座り込んで思った。

　時刻は本来の消灯時間である二十三時。ジール率いるバルガの七武皇（名乗りはかっこよかったしこれから俺もやろうかな、と言ったらみんなから必死に止められた）を討とう伐ばつしてからざっと数時間だ。

　俺は手早く検査を受けて、毒物が体内に残っていること、しかしほとんど無効化されていることが分かって、腹部の刺さし傷を縫ほう合ごうされるだけに留とどまった。

　他の生徒らは、パニックの中で突つき飛ばされたり踏ふまれたりして骨折しちゃった人もいたけど、大体が元気だ。

　よって運動場の無事な部分を使って、フォークダンスが再開されていた。

「いや元気すぎるだろ……どうなってんだこいつらのバイタリティ」

『ああいう生命の危機こそが、恋こいのきっかけになるかもしれないわ』

「マジかよ」

　立ち上げているウィンドウでは、ふわふわした寝ね間ま着き姿のマキナが難しい顔をしている。

　俺はフォークダンスを輪の外からぼうっと眺ながめながら、姉貴面づらと通話していた。

『指定警けい戒かい組織バルガは実質壊かい滅めつしたわ。今後報ほう奨しようされるでしょうね』

「ほーん」

『……どうでもよさそうね』

「ん、まあ。気になってんのは……」

　俺は咳せき払ばらいしてから、マリィと、彼女がお世話になっていた女性、ヴィルオさんが二人で話しているのを見た。

『バルガによって利用された。それを罪に問うことは難しいわ。だけど、言いなりになって雄ゆう介すけ君を刺したことは──』

「ちょっとした兄妹喧嘩だ」

　俺が即そく座ざに断言すると、マキナは目を見開いた。

『ちょ、ちょっ……まさか、完全に不問にする気なの!?』

「ああ。だって、それが一番良いからな」

　マキナにも俺の見ている光景が見えるよう、ウィンドウの角度を調整する。

　マリィがおずおずと何やら話しかけ、ヴィルオさんはそれを聞いて、にこにこと笑っている。いやすげえ笑顔じゃん。クール系だと思ってたのに、すげえ笑顔じゃん。

　まあ、それはともかくとして。

「互たがいのために動いて、互いのために言葉を紡つむいで……俺はそれを、罪に問いたくはない」

『……それが、免めん罪ざい符ふになると？』

「本当はならないと、思う。でも俺は、秩序を守るためじゃなくて、人々の小さな願いを守るために戦っている。だから俺が誰の味方をするかなんて決まってるんだ」

『…………』

　マキナはしばし沈ちん黙もくしてから、臓ぞう腑ふの底から出たような、重いため息をついた。

『事後処理の過程で……そうね、敵の装備を回収する際、部隊の人間に、君の腹部の傷に関するカルテ等を処理させるわ……』

「助かるよ、ありがとう」

　そうこうしている間にも、マリィの周囲に木この葉はたちも集つどい始めた。特にレンが何な故ぜか張り切ってヴィルオさんに挨あい拶さつしている。

　……はっはーん、あいつさては、マリィが義妹いもうとになったらヴィルオさんも親族同然になるから、根回しに行ったな？　思考を読めるようになってきたの、本当にしんどい。

　疲ひ労ろうからか天を見上げ、息を細く吐はく。

「なんだかんだ、結構疲つかれたな……」

『お疲れのところ悪いけれど、休んでる暇ひまはなさそうよ』

　あ？

　俺は視線を下ろして、前を見た。みんながこちらを見て、手招きして、俺を待っていた。

　炎ほのおに照らされる彼女たちの笑え顔がお。戦場の焰ほのおに照らされる、憤ふん怒ぬの表情や、絶望に彩いろどられた死に顔ではない。喜びを燃え上がらせる、胸の奥が熱くなるような笑顔。

　──そうだ、少なくとも、こうして守れた人々の笑顔は、星々にも負けないぐらいまぶしく輝いている。

『主役でしょ、早く行ってあげなさい』

「はいよ」

　頭をかきながら立ち上がり、俺はマキナに顔を向けて、笑った。

「じゃあ……いってきます」

『ええ、いってらっしゃい』

　なんだか家族みたいだなと、柄がらにもなく思った。







　木葉は踊おどりながら、あまり無茶はするなと言ってきた。

　エリーナは踊りながら、もう俺の血は見たくないと言ってきた。

　アンブローズ嬢じようは踊りながら、でも万ばん事じ解決して良かったと言ってきた。

　レンは踊りながら、ヴィルオさんを義か母あさんと呼んだらしばかれたと悲しそうに言った。

　最後だけ人間とは思えない知能の低い話だったな。

　俺は踊りながら、つながれた手を見た。

　星には決して手が届かないけれど。

　こうして手が届く限りにあるものを守っていくこと。

　それが、俺のやりたいことなんだと思った。

　しばし踊った後、座って休きゆう憩けいしていると、マリィが隣となりに座ってきた。

「……ごめんね、お兄ちゃん。わたし……」

　視線を合わせることもはばかられているように、彼女は地面に視線を落としていた。

「私は、ヴィルオさんを助けるために……」

「気にするな。大事な人のためなら、人間は何だってするし、何だって出来る」

　心の底からの発言だった。マリィはハッを顔を上げて俺を見る。

「お兄ちゃん……」

「だから、気にするな。大事な人のために、お前は戦った。俺は兄としてそれを誇ほこりに思うよ」

　告げると、マリィは少しの間、黙だまった。洟はなをすする音だけが聞こえた。

　やがてこちらに顔を向けると、目は真っ赤に充じゆう血けつしていた。

「あり、がとう。お兄ちゃん……だけど、痛かったでしょ」

「いやマジで痛くはなかった」

「どうかしてるよ」

　マリィは真顔になった。そういう心に来る反応はやめてほしい。

「まあ、とにかく、死んでないから許すよ。いや……死んでたら許すも許さないもできないんだが……」

「うん……ありがと」

　俺の言葉に頷うなずいて。

　そっと、マリィは俺の肩かたに、自分の頭を乗せた。

　…………!?　??　!?

　何？　ありがとうと行動がつながってなくない!?

「嬉しかったよ。家族だって言ってくれて。家族のためだから、って立ち上がってくれて」

「…………それは」

「うん。当然だって言うんでしょ？　私はお兄ちゃんの妹だから、当たり前だろって」

「言いたいこと全部言われたんだが」

「えへへ。でもねお兄ちゃん……それでも、嬉しかったっていう事実は、ちゃんと伝えたいから」

　そう言ってマリィは、俺の手を取った。

　キャンプファイヤーの篝火をつかみ取ろうとするように、彼女は俺の手を握にぎったまま、腕うでを伸のばした。

　その先に視線を向ける。木葉たちがすごい顔で俺たちを見ている。

「あばばばばばばば」

「これからも隣に居るよ。私たちは家族だから……今日、お兄ちゃんが助けてくれたように。私もお兄ちゃんを助けたい。きっとそれが、家族だと思うから──」

　なんかイイ話してるけどそれどころじゃねえ！　お前あそこに殺し屋みたいなツラした女が四人ぐらいいるのが見えないのか!?

「というわけで、お近づきの印に、はいっ」

「へ？」

　頰ほおに温かい感かん触しよくが、一いつ瞬しゆん当たった。

　ゆっくりと、錆さび付いた鉄のような音を響ひびかせて、俺はマリィに顔を向ける。

　彼女は焰に照らされて赤く染まっていた。けれど、頰の赤だけは、それとは違ちがうなと感じた。

「お、おまっ、おまえッ……」

「なーに照れてるの。家族なんだから、これぐらい当然でしょ？」

　そうなの？　そうなのかな。なんかそんな気がしてきた。

「…………ゆーうーすーけー？」

　いやなんか違うっぽいな。

　錆びたブリキのような動きで顔を向ければ、殺し屋四人が、魔ま王おう四人に変へん貌ぼうしていた。

　死んだわ。

「ああああああクソバカ妹野や郎ろうッ！　覚えてろよテメー！」

　によによ笑っているマリィにそう叫さけんで、俺は脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。

　背後から足音が迫せまってくる。やばいやばい、さっきの即そく死し攻こう撃げきよりも断然怖こわい！

「畜ちく生しよう！　何がキャンプファイヤーだよどけ！　こっちはピンチオブザイヤーなんだよ！」

「お兄ちゃん、結構余よ裕ゆうあるよねこれ……」

[image: ]

　篝かがり火びの周囲をぐるりと回るようにして、猛もう然ぜんと疾しつ走そうする。

　多くの生徒が俺たちを何事かと見る中で。

　マリィは満面の笑みを浮うかべ、大声で俺のことを呼んでから。

「お兄ちゃん、次は私と踊るんだからねー！」

　と叫んだ。

　なぜならば──

「だって、まだフォークダンスは終わらないんだから！」








あとがき









　こんにちは。夏なつ目め坂ざか一ひと家かです。

　このたびは「ハニトラは効きかない。英えい雄ゆうだからね、俺おれ」第二巻をお買い上げいただき、誠まことにありがとうございます。

　二巻が大変に遅おくれてしまい申し訳ありません。お待たせしてしまった皆みなさんやご迷めい惑わくをおかけした編集部の方々に深くお詫わび申し上げます。

　なんとか完成してホッとしております。今回は自然体験学習ということで……自然体験学習……？　これ大だい丈じよう夫ぶかな通じるかなと書きながらも不安だったし、今も不安ですね。皆さん行ったことあります？

　自分の思い出は二段ベッドがぐるーっと円状に配置された就しゆう寝しん室しつに押し込められて、これもうそういうタイプの牢ろう獄ごくだろと思っていました。あり得ない勢いでカナブンも出てきましたね。翌日の自然散さん策さくを前にこれでもかと大自然の猛もう威いに晒さらされていました。

　そういう思い出を踏ふまえて書きました。思い出を踏まえてというか、こういうこともあったよねープラスこういうことがあればなーという感じですね。

　皆さんは自分の自然体験学習、或あるいは類るい似じした行事と比べてどうだったでしょうか。

　というか読み返すと色々詰つめ込んでて本当に忙いそがしい三日間だなコレ……




　あと新キャラも出ましたね。妹キャラです。

　昨今は妹ラノベの隆りゆう盛せい著いちじるしく、その中でどう特とく徴ちようを出していくのかというのは非常に悩なやみました。

　作者である自分が一人っ子なので「これであってるのか……!?　本当にこれでいいのか……!?」と呻うめきながら書いておりました。妹のいる身近な知り合いに尋たずねてみても「俺の妹はハニトラしない」と言われ、まあ、うん、それはそうだなと。本当にそれはそうだなと思いました。逆に取材してすらすら答えられたら引きます。

　なので妹でありつつ、自分なりに魅み力りよく的だと思う年下的な要素で補ほ塡てんしつつのキャラ構築となりました。マリィのことを皆さんに好きになってもらえるよう頑がん張ばりましたので、一人でも多くの方の心に刺ささればと思います。




　第二巻の刊行にあたって、非常に多くの方にご尽じん力りよくいただきました。

　素晴らしいイラストを仕上げてくださったのりパチさま。今回も肉感的で可愛かわいい子が沢たく山さんで最高でした！　ありがとうございます！

　何度も相談に乗っていただいた編集さま。何度も作品の軸じくを見失ったりとんでもない方向へ暴走しかけたりする自分に根こん気きよく付き合っていただき、ありがとうございます。面白い作品を生み出していくために、今後ともお力ちから添ぞえをいただけると嬉うれしいです。

　作品をお買い上げくださっている読者の皆さま。こうして二巻が刊行できているのも皆さまのおかげです。今後はより一層、皆さまの期待に応えられるよう努力していきますので、応おう援えんの程よろしくお願い致いたします。




　それではこのあたりで、筆を置こうと思います。

　改めて、お買い上げありがとうございました。




　ペンネームにお借りした、夏目坂近くの喫きつ茶さ店てんにて。
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